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　今日中に片づけなければまずい仕事を済ませたところで、中なか溝みぞ兵ひよう衛えは卓上カレンダーを見た。書き込みでぐちゃぐちゃのそれに目を凝らし、指を折って日数を数える。

　……よし、行ってみっか。

　緑りよく影えい新人賞受賞作家・楠くす木のき恭きよう司じのところだ。一年半前、等身大の若者を瑞みず々みずしくナイーブな感性で描く──とかなんとか評されたその受賞作品で単行本デビューを果たし、文芸系期待の新人と目されていた大学生だが、巡り巡って現在は中溝の担当する作家となっていた。

　ちなみに中溝が所属するのは、緑影社系列出版社のスリット文庫編集部で、いわゆる官能小説を制作している。

　つまり恭司は現在、官能小説を執筆中なのだ。

　文芸系の新人作家がジャンル違いの小説を書くことになった原因は、恭司のスランプにある。なまじ重版がかかったり、重鎮評論家がべた褒めしたりしたせいか、受賞作以上のものを書かなければならないというプレッシャーに圧おされたのだろう。

　中溝個人としては、実力はともかく偶然の幸運が重なっての受賞もなくはないし、そういった受賞者の場合は、次が書けなくてもなんの不思議もないと思っている。

　ぶっちゃけ、書けなきゃほっとけって話だよな。

　それがどうして自分が担当することになったかといえば、小説緑影編集部の担当者が四よ方も田だはるかだったからだ。

　はるかとは同期入社ということで、系列会社をひっくるめた同期会が、次第に気の合う仲間同士の小規模なものに変わっていくうちに親しくなった。たまにふたりきりで飲むこともあり、美人で仕事熱心な彼女ともう一歩進展した仲になりたいと、つねづね思っていた。

　そのはるかが先日の飲みの席で、恭司の二作目の執筆状況がはかばかしくないと、いつも元気で前向きな彼女らしくもなく愚痴をこぼし、ため息をついた。

　同じ編集者として、そんな状況のつらさはよくわかるし、なんとか手助けしてやりたい。個人的にポイントを稼ぐチャンスだとも思った。

　だから即座に提案したのだ。うちで書かせてみたら、と。

　はるかへの下心があったのは否定しないが、文芸系の新人賞作家がスリット文庫で書いたとなれば、注目度も高い。ひいては売り上げにも貢献するだろうという目算もあった。中溝にとっては一石二鳥というやつだ。

　というわけでさっそく恭司と会い、官能小説と聞いてあまり乗り気ではなさそうなのを、苦手描写の克服になるからと強引に説き伏せて、執筆を約束させた。

　はるかが恭司の作品の問題点として指摘していたのは、キャラクター同士が関わる描写だ。特に恋愛関係にある者同士の、肉体的なものも含めたやり取りに、リアリティや色気がないと言っていた。

　それを踏まえて中溝は改めて受賞作を読んでみたが、いわゆる青春ものだったせいかさほど気にならず、むしろ高度な文章力や構成力が光っていた。

　作家としてやっていく力はある。肩の力を抜けばきっと書けるだろうし、それで恭司が自信を回復すれば、緑影での仕事にも復帰が見込めるだろう。

　そして恭司のネームバリューというか、緑影新人賞受賞作家という肩書でスリット文庫も売れるし、はるかも中溝に感謝するだろうし、いいことずくめだ。

　そう思ったのだが──。

　一週間ほど前に進行状況と内容を確認しに行ったら、げっそりとやつれた恭司と、なんともお粗末な書きかけ原稿が待っていた。

　ざっと六十枚。中溝としてはもう少し進んでいるはずだと見込んでいたので、まずはこの枚数にこめかみが引きつった。現役大学生で、いわゆる兼業作家だということを差し引いても、少ない。

　反射的に睨にらむと、傍らに正座していた恭司がびくりと身をすくめた。ただでさえ中溝のアポなし突撃に狼狽うろたえていたのが、脅おびえの形相になっている。

　とりあえず書きかけのページまで一気に読み終えてから、中溝はこの仕事が予想外に困難なことを悟って、ため息を吞のみ込むために煙草たばこを咥くわえた。

『灰皿』

『え……？　あっ、はいっ……』

　恭司はあたふたと辺りを見回し、本棚代わりのカラーボックスから小皿を取り出して、コタツの上に置いた。

『まず、導入部が長すぎる。状況説明がなきゃ、読者も話に入りにくいけど、歴史大河じゃねえんだから、主人公の親のことなんかどうでもいいんだよ。今後、親が出てきて３Ｐするわけじゃねえだろ。こんなとこで枚数稼ぎすんな。メインはエロなんだから』

　見抜かれたと言わんばかりに、恭司は小さくなって俯うつむいた。

　見え見えだっつの。

　よほどそういったシーンに苦手意識があるようだが、官能小説でそこを省かれては意味がない。というかそれを克服するために書いているのだから、避けてどうする。

　それと──と、中溝は頭を搔かきながら豪快に煙を吐き出す。

『あのな。色気に欠けるなんてもんじゃねえわ。マネキン同士が乳繰り合ってんじゃねえんだよ』

　まさに色気もそっけもない男女の絡み描写は、ドラマ台本のト書きでも読んでいるようで、しかもやり取りや行為の流れがどこか妙だった。

　中溝は念のためにと用意してきたものが入った社用封筒を、恭司に押しつけた。

　顔合わせのときにＡＶを見たことがないと聞いて、二十歳過ぎた野郎がそんなわけあるかと思ったが、体位のバリエーションの参考くらいにはなるだろうと持ってきたのだ。

　しかし原稿を確認して、まんざら噓うそでもなかったようだと思い始めた。たぶん恋愛とか色事とかの経験も少ないのだろう。

『な、なんですか？　これ』

　膨らんだ封筒を恐々と手にした恭司に、『ＡＶ』とひと言返すと、ぽかんとした後で、爆弾でも手にしたかのように中溝に押し返そうとした。

『返すなっ！　わざわざ持ってきてやったんだから、これ見て勉強しろ』

　ＡＶだけでは心こころ許もとなかったので、後日、参考資料としてアダルトグッズを詰め込んだ小包も送った。

　あんだけあれば、一本くらいはなんとか書けるだろ。

　恭司のアパートが見えたところで、中溝は短くなった煙草を携帯灰皿へと落とし込んだ。










　ノートパソコンのディスプレイから顔を上げた中溝は、斜め後ろに正座している恭司を振り返った。判決を待つ被告のように神妙な顔つきが、苛いら立だちを跳ね上がらせる。

　そんなツラしてたって、全っ然反省してねえだろ、おまえ。

「遠いわ」

「は……？」

　恭司は掠かすれ声を洩もらして、目を見開く。ちんまりと目鼻立ちが整った線が細いタイプなので、可愛かわいいと言えなくもないが、原稿に作家の美醜は関係ない。そもそも男だし。

「導入部はこれでいいとして、肝心のシーンがだめ。もう全然だめ。こんなんで抜けると思ってんの？」

「ぬ、抜くっ!?」

　本気で予想外のことを聞いたというように、恭司は声を裏返して驚いた。というか、明らかに動揺していた。

「ま、たとえだけど。昨今、オカズは動画だろ。でもまあ、官能小説を使ってる奴やつもゼロじゃない。あ、そういや渡したＡＶ、見たのか？」

　それを元ネタにシーンを展開しても、もうちょっとなんとかなりそうなものだ。

　しかし恭司は一気に頰を紅潮させて、ぶんぶんと首を振る。

「あっ……、あんなの見られるわけないじゃないですかっ」

「はあっ？　人がせっかく持ってきてやったのに……なんだよ、趣味が合わないってか？　そういう贅ぜい沢たくを言ってる場合じゃねえだろ」

　それに中溝も一応考えて、バリエーションをつけたセレクトをしたつもりだ。それが見られないとは、よほどマニアックな嗜し好こうの持ち主なのか？　こんな面構えで。

「違います！　そうじゃなくて……は、恥ずかしくて……」

「──……」

　目の前で真っ赤になって俯いている男が、急に得体の知れない生き物に見えてくる。

「……なに言ってんの、あんた。今どきそんなセリフ、女子高生だって言わねえぞ。俺がそのくらいの齢としには、スカだろうとデブ専だろうと、食いついたもんだ」

　恭司が聞きたくないというように両耳を押さえているのを見て、中溝は鼻白んだ。

　なんだこれは。作家と編集者の打ち合わせをしているはずなんだが。

　まるで下卑たオヤジが、年端もいかない少女にセクハラしているような構図じゃないか。

　中溝は落ち着こうと煙草を咥えた。それに気づいた恭司は、素早く灰皿代わりの小皿を差し出す。

　こういうところに気を配るより、原稿をなんとかしてほしい。切実に。

　すでに編集長には楠木恭司が書くと伝えていて、枠も取っている。今さらナシになりましたとは言えない。

　はるかに請け負った手前もある。つきあえるかどうかはともかく、がっかりされたり見損なわれたりするのは悔しい。

「──とにかく。細かくチェックしてくから、こっち来いよ」

　ディスプレイが見えるように、恭司を手招いた。

「あ……ありがとうございます！」

　すすっと隣に寄ってきた様子を見るに、書くという意思は失っていないらしい。ならば官能小説のポイントを伝えれば、なんとかなるかもしれない。

　ど素人でもない相手に、手取り足取り教える破目になるとは思わなかったが、乗りかかった船だ、しかたがない。

「えっと……ああ、女が男の部屋に入った理由な、これはいい。ていうか、無駄に説得力がある」

「そうですか、よかった……」

　ほっとする恭司を、中溝は横目で睨む。

「けどな、うち的にはそこよりも、続きのほうがずっと重要なんだっつーの。これだめね。『花園』『果実』──ん？　これもそうか？　『龍りゆう笛てき』」

「えっ、だめなんですか？　あの、比喩表現なんですけど」

「耽たん美び小説じゃないんだから。どこを指してんのかすぐ思い浮かばなきゃ、醒さめんだよ。どのパーツかはっきりわかる単語を使え。使う場合ももっと形容つけて、『もの欲しそうに蜜をしたたらせるナントカ』とかさ。だいたい龍笛って……チンコなんだろ？　細いってイメージしかねえわ。リコーダーのほうが、くびれがあるだけまだマシ。とにかくチンコを表すなら、太く硬く長く！」

「は……はあ……」
















　恭司はまるで変態にでも出くわしたかのような顔で、そっと中溝との間合いを取った。

　誰が好き好んでチンコチンコ言うか！　おまえがみょうちきりんな喩たとえを挙げるからだろ！

　なんてセリフは胸の中に留とどめて、先を続ける。いちいち言い合っていたら、時間を取られるだけだ。

「それから──ああ、そうだ。なにこれ？　『ズルズル』って」

「え……？　なにって……擬音ですけど」

　指摘箇所が本気で意外だったと言わんばかりの顔で見返されて、中溝も呆あきれた。

「擬音って……ないだろ」

「……えー……」

「なんだよ、その不服そうな声は。ないよ？」

　人がせっかく懇切丁寧に指導してやっているというのに、しかもどう考えても恭司の感覚のほうが一般的ではないというのに。そう思うと、だんだん苛ついてくる。もともと気が長いほうではない。

「そうでしょうか？」

「そうでしょうよ。そば啜すすってんじゃねえんだろ？」

「それは……あの、……ち、膣ちつ……に……」

　消え入りそうな恭司の答え方に、ますますむかむかしてくる。なにを恥じらっているのだろう。まるで中溝が淫語プレイでも強いているようではないか。だいたい膣なんて、淫語でもなんでもない辞書に載っている単語だ。

「そう、濡ぬれ濡れの雌孔あなに指を出し入れしてる状態なんだよ。それがなんで『ズルズル』なんだっての！　俺にはせいぜいマスかいてる音にしか思えないんだけど？　それも皮余り気味のな！」

　恭司の顔が、これまでになく真っ赤に染まる。

　あれ、図星だったか？

　肉体的特徴をマイナス方向に指摘するのは、対人関係においてアウトだが、恥ずかしがっている恭司は妙に中溝の琴線に触れる。そう、もっと困った顔が見てみたい、というような。

　いや、念のために言うなら、決して悪意からではない。親愛の情というか、悪ふざけというか。

「……じゃ、じゃあ、どんな擬音ならいいんですかっ！」

　恭司はいきなりきっと睨んで、食ってかかってくる。彼なりの逆ギレ状態なのだろうが、潤んだ目で言われてもまったく迫力がない。むしろ中溝には逆効果だ。

「そりゃ『ニチャニチャ』とか『クチュクチュ』とか。ま、こんなのはスタンダードだから、もっと独創的なのがあればそのほうがいい。けど、『ズルズル』はないわ」

　そう答えたのだが、恭司は疑わしそうに上目づかいをするばかりだ。

「なんだよ。そうだろ？　ＡＶは見たことなくても、あんただって聞いたことあるだろ？」

　すると恭司は、答えに詰まって俯いた。

　……え？　まさか……。

「ひょっとしてあんた、どうて──」

「ちちちちち違いますっ！　な、なんで俺が──」

　がっと顔を上げて必死に否定するが、その反応だけで充分だった。というか、これまでのすべてに納得がいく。

「あー、そう。そういうことね。いや、俺が間違ってた」

　恭司の肩を叩たたいて宥なだめながら、煙草を揉もみ消す。

「童貞にエロ小説書けってのが無理な話だわ。想像力にも限度がある。読者にもモロバレだしな。じゃあ、この件はなかったってことに──」

　口ではそう言ったが、本心はそんな気はない。しかし恭司にはそうとう頑張ってもらわなければならないことも、また事実だった。

　だからこれは、恭司の覚悟を試すものだ。いくら中溝が書かせたくても、本人にやる気がなくてはどうしようもない。

　もしもだめそうなら──そのときはそのときだ。編集長にもはるかにも頭を下げて、ペナルティも甘んじて受ける。

　そんな内心を隠して立ち上がろうとした中溝に、果たして恭司は全身ですがりついてきた。

「待って！　待ってくださいっ！　書きます！　書きますから、書かせてください！」

「ちょっ、おまっ、あっ……！」

　仰あお向むけに倒れ、恭司に伸のし掛かられる体勢になりながら、中溝は腹の中で「よし、釣れた」とほくそ笑む。もちろん表情は渋く作って言い返した。

「書けねえだろ」

「教えてください」

「なんで俺が。編集ってのは、そういう仕事じゃねえんだよ」

「中溝さんが頼りなんです！　これがだめだったら、俺もうっ……」

　恭司の現状については、はるかからも本人からも聞いていた。

　中学時代から作家を目指し、初投稿で緑影新人賞を取ったものの、作家業に大反対の両親と決裂し、学費や仕送りを打ち切られてしまったのだという。

　加えてプレッシャーで二作目が書けず、リハビリにとチャレンジした官能小説までダメ出しされた。

　受賞の賞金やら印税やらも、学費を払って日々生活していればすぐに底をつくだろうし、作家としての未来も危うい。

　まさに後がない状態だ。だからこそ、自分から書かないとは言わないだろうと、踏んでもいたのだが──。

　なんだか微妙に目もく論ろ見みが外れてきている。中溝が期待していたのは、恭司がダメ出しに挫くじけず書き続けることで、頼られることではなかった。

　うわー、めんどくさい。やだ、こんなの。だいたい教えるって、どうしろってんだよ？　横に張りついて、一言一句チェックしながら書かせるのか？　冗談じゃねえ。

　と思うものの、必死にすがってくる恭司が憐あわれというか、放っておけないというか──なんだか可愛らしいというか。

　最後のポイントに「ん……？」と首を捻ひねり、慌てて打ち消そうとする。

　いや、それはない。ないはずだ。自分はヘテロで、同性と関係を持ったことがないのはもちろんのこと、性的な意味で惹ひかれたこともない。

　かといってゲイを毛嫌いはしていないし、仕事でもごくまれに同性愛ネタが持ち込まれる関係上、一般人より知識があったり、そういったプレイ動画も見た経験があったりするが。

　──そうだ。

　ふと思いついて、中溝は自分の上にいる恭司の腰に手を伸ばした。小振りな尻を、デニム越しに撫なでさする。

　お、これはこれでなかなか。

「……な、中溝さん……？」

　恭司の目が怪け訝げんそうに、自分の背後と中溝の顔を行き来する。童貞のせいか、触られていると思い当たらないらしい。

　なんだ、この反応。なんか楽しい。

　Ｓ気味なのは自覚している。このまま恭司を翻弄してやったら、どんな顔をするのか──やはり恥じらうのだろうか。それとも、ふざけるなと我に返るのか。

　しかしそうなっても中溝には、「教えてほしいんだろ？」というセリフがある。

　そうだよ。こっちだって面倒かけられてんだから、このくらいの楽しみはアリだろ。

「あ……あのっ……」

　さすがにおかしいと気づいたのか、恭司が困惑したように身を起こそうとした。その腕を引っ張って、抱き寄せる。柔らかみのない身体からだが密着するのが新鮮で、ちょっとだけ興奮した。

「教えてやるよ。実地指導だけどな」

「は……？　あっ、ひ……!?」

　太ふと腿ももで股間を押すと、恭司は素っ頓狂な声を上げた。

「な、なに──」

「だーかーら、おまえの身体を使って教えてやるっつってんの。知りたいんだろ？　どんな音がするか」

「あ、はいっ！　よろしくお願いします！」

　……ほんとにわかってんのか、こいつ。

　威勢のいい返事に、こんな簡単に言いくるめられて生きていけるのだろうかと思いながら、中溝は恭司を抱きしめたまま上半身を起こした。

「んじゃ、脱いで。下だけでいいや」

「はいっ……え……？」

　ようやく意図を察したのか、恭司は目を見開いた。それに対し、にやりと笑ってみせる。

「教えてほしいんだろ？　おまえの身体に」

　恭司はまた顔を真っ赤にした。しかも涙目だ。

　あー、いいかも。

　嗜し虐ぎやく心というかＳ心をいい感じに刺激され、これからの行為が俄が然ぜん楽しみになってくる。はっきり言ってノリノリだ。

　恭司は逡しゆん巡じゆんした後で立ち上がり、デニムと下着を脱いだ。ふつうなら相手と密着したままで脱ぎ、あるいは脱がされるものだろうに、不慣れな感じが新鮮だ。パーカの裾を思い切り引っ張りながら前を隠しているが、この様子だと勃起はしていない。

　まあ、勃たってたら、それはそれで見込みがあるっていうか、逆にらしくなくて怖いっていうか。

「……あの……」

「あー、はいはい。そんじゃ、ここ来て。後ろ向きに寝転がって」

　びくびくしながらも従った恭司の、肉の薄い尻におもむろに手を伸ばす。そして左右に開き、放射状に窄すぼまった中心に指を当て──。

「ひゃあっ……」

　恭司が叫んで上体を捻った。

「なっ、なんでそんなとこ……」

　そう言う間も這はいずって逃げようとするので、中溝はパーカのフードを摑つかんで引き戻した。

「なんでって、どんな音がするか教えてほしいんだろ？」

「だ、だってそれは……ち、膣の話──」

「おまえにあんのかよ？　あるなら俺だってそっちのほうがいいっての。いいからおとなしくして、聞いてろ。あっと、そうだ。おい、俺が送った小包の中にローションあったろ？　どこだ？」

　恭司の返事を聞く前に、カラーボックスの横に段ボール箱を見つけ、腕を伸ばして中を探った。

「な、なにするんですかっ」

　先端にノズルがついたボトルを手に取ると、恭司が脅えたように目を見開く。

「濡らさなきゃ入んねえだろよ。おまえうるさい。ちったあ静かに集中しろ」

　窪くぼみにローションを塗りつけてから、ノズルを差し込んで注入する。

「うっ……」

　観念したのか声も出ないのかはわからないが、恭司は背中を丸めるようにして震えていた。

「よし、っと」

　ノズルを抜くと、尻の震えに合わせて、ローションがにじみ出てくる。

　……えっろ……。

　シンプルな孔から粘液が溢あふれてくる光景は、予想よりもずっと淫らで、気づけば中溝は指を伸ばしていた。

「あっ……」

　濡れたそこを指の腹で撫で回すと、襞ひだの隙間から次から次にぬめりが生じる。

「ははっ、いいねえ、淫乱ぽくて」

「だっ、誰が……あああんたがあんなもん、入れるから──」

「はいはい、指も入れますよーっと」

「ひ、あっ……」

　固く閉じられてはいたが、ローションのぬるつきに助けられて、ゆっくりとめり込んでいく。

　ちらりと恭司に視線を向けると、焦点の合わない目を見開いていた。

「や……やだ、噓……っ……」

「噓じゃねえって。ほら、入ってんだろ」

　密着する熱い粘膜を搔き回すと、慄おののくように内壁が締めつけてくる。

「うわ、うわあっ、うっ……動かさないでくださいっ……」

「動かさなきゃ、音が聞こえないだろうよ」

　粘液にまみれた孔は、中溝が指を蠢うごめかせるたびに、濡れた音を響かせる。

　多少やりすぎたかなと思わなくもないが、まあ、オーバーなくらいがいいだろう。

　それにしてもこの締めつけ加減、具合よさそうだな……骨っぽいくせに、ここは弾力あんだな。筋肉か？

　鼻息が荒くなってきているのを自覚しながら、意識を仕事に戻して、恭司のセンスを引き出そうと促す。

「さあ、どんな音がしてる？　おまえのこのいやらしい孔は」

　再度恭司の顔を見ると、口元を手で覆ってぎゅっと目を瞑つぶっていた。いたのだが、なんだか──。

「……ぬ……ぬちゅくちゅ……って……」

　声まで妙に艶っぽくて、中溝はそれに気を取られながら、横顔をガン見していた。

　……こいつ、もしかして感じてる……？

「……な、中溝……さ、ん……？」

　返答がないのを不安に思ってか、恭司がこちらを見た。それまでの揶揄からかわれてひたすら真っ赤になっていたのとは違って、薄く上気した頰と潤んだ目元が、ウブな色気を醸し出している。

　そして、口を押さえるために手が留守になった股間で、恭司のものが勃起しているのが目に入った。

　中溝の喉がごくりと鳴る。その音に、本来の目的を思い出した。

「……あ？　ああ、ぬちゅくちゅな。うん、悪くない。それから？」

　柔らかく、それでいてまとわりつく感触に、中溝は指を増やして恭司の中を探った。

「あっ、あっ……じゅ、じゅぷじゅぷ……っ、そ、それで……きゅうっ、て……」

「きゅうっ、は擬態語だろ。おまえが締めつけてんだろ」

　いや、原稿には擬態語も適度にちりばめてほしいので、それもＯＫだ。

　なにより……こいつがＯＫだよ。

　可愛い。自分の手で翻弄され、快感に喘あえいでいる恭司が可愛い。そう思ってしまう自分をどうかと思いもするが、可愛いのだからしかたがない。

「ひ、あっ……や、そこ……っ、こりこりしないでっ……」

　ふいに乱れた声を上げた恭司に驚くが、自分が擦こすったのが前立腺だったのだろうと思い当たる。噂うわさには聞いていたが、すごい。

「なんで。いいんだろ？　すげえ中うねってるぞ」

「だめ、だめ……あっ、くりくりしないでえっ……」

　もはや擬音語なのか擬態語なのか、中溝にも微妙だ。だが、表現は悪くない。その証拠に──。

　……なんで俺、勃ってんだ？

　官能小説の編集者として、この程度の擬音に興奮するはずがない。そんなことになったら、仕事にならない。

　ということは、この反応は恭司の痴態が原因で──。

　ああ、もうっ。くそ！

　冷静に分析に努めていたが、腕の中であんあん喘ぎ、身をくねらせる恭司に鼻息が荒くなる。

　しかたがないだろう。中溝だってまだ二十七の男盛りなのだ。それも仕事が忙しくて、彼女を作る暇もない。

　そう、これだって参考になるだろ、たぶん。

　そう自分に言いわけして、四つん這いにさせた恭司の後孔を背後から弄いじりながら、おもむろに自分のボトムの前を開いた。隆とそびえ立つ剛直というやつを、恭司の太腿の間に差し入れる。

「あっ……？　な、なに？　いやっ……」

「入れねえよ。挟むだけ……な？」

　後孔から流れ出したローションで、ただ脚に挟まれているだけだというのに、すこぶる気持ちがいい。思わず腰を使うと、恭司が声を上げた。

「ああっ、なんか……ごっ、ごりごり、でっ……こ、擦れるう……っ……」

「それがいいんだろ？　ん？」

　動かすたびに恭司の陰いん囊のうやペニスにまで、自分のものが触れ合うのを感じるが、同性の性器が擦れることもまったく気にならない。むしろこれまでに味わったことのない感覚は、新鮮で絶妙だった。

　恭司もまた、息を荒くしながらこくこくと頷うなずく。ぎゅっと目を瞑って鼻声で啼なく様子は、男だとわかっていても可愛く、そそる。

　やがて恭司は自ら腰を振り、中溝はその感触に浸った。

「あっ、あっ……ぐりゅぐりゅ……もっ、もう……っ……」

　恭司の中の指が激しく揉まれ、絶頂が近いことを知らせる。中溝は中を穿うがちながら、それに合わせるように腰を打ち込んだ。

　しかし恭司はなかなか達せず、せつなげに喘いで身を捩よじる。どうやら後孔で感じてはいても、いくきっかけが摑めずに身み悶もだえているらしい。たしかにいきなり尻でいけというのは無理な話だ。

　それに気づくと、中溝は躊躇ためらう間もなく恭司のペニスに手を添えていた。それを擦り立てながら、自らも腰を激しく突き上げる。

「ああっ……しゅ、しゅっしゅっ……」

　二、三度扱しごいただけで、恭司は達してしまった。激しく脈動するペニスと、ちぎられるかと思うほど締めつけられる指を感じながら、中溝もまた己を解放した。恍こう惚こつとして喘ぐ顔に見み惚とれ、快感を深くする。
















　はー……やっちまった……。

　射精してしまえば男の性で、たちまち事後の冷静さを取り戻すが、これといって後悔も、恭司に対する申しわけなさや後ろめたさもない。そもそも無理強いしたわけではないし。

　なぜこの男に、あんなに興奮してしまったのだろうという疑問はあるが。

　だって……可愛かったんだもんよ。今だって、まあ……。

　しどけなく横たわって、まだ荒い呼吸を繰り返す身体からそっと離れると、恭司が我に返ったように目を見開き、中溝を振り返った。

「ん？　ちょっと待て。今──」

　中溝は急ぎ自分の後始末をして、恭司にティッシュボックスを差し出す。

「あっ、あのっ──」

　跳ねるように起き上がった恭司は、両手をついて深々と頭を下げた。反動で浮き上がった剝むき出しの尻が、ローションとその他もろもろの液体にテカっている。

　あれに指突っ込んだり、素股したり、挙げ句にチンコまで擦ったりしちゃったんだなあ……。

　感慨深い。というか、今後もよろしくしたい。

「ありがとうございましたっ！」

「は……？　いや、こちらこそ」

　と言うべきなのかなんなのか。だいたいエロいことをして礼を言われたのなんて初めてで、調子が狂う。やはり恭司はどこかズレている。

「それで……どうだったでしょうか……？」

　おずおずと顔を上げた恭司の問いに、中溝は一瞬なにを言われているのかわからなかった。やがて、行為のきっかけが擬音の実地指導だったと思い出して、慌てて頷く。

「あ……ああ、いいんじゃねえの」

「そうですか！　よかった！」

　ぱあっと笑ったその顔まで、どういうわけか可愛く見えて、中溝は動揺を抑えようと煙草を咥えた。

　……つうか、やったのはどうでもいいのか。それについてのコメントはなしか。

　最中はあんなに乱れていたくせに、終わったとたんに仕事のことしか頭にないのが、ちょっと引っかかる。

「頑張ります、俺。どうかこれからもよろしくお願いします！」

「ああ、はい、よろしく……」

　作家としていけるかどうかはともかく、恭司に対する個人的な興味が芽生えたのはたしかだった。

　……ま、こいつが作家を目指すってなら、とことんつきあってやるさ。

　そして色恋初心者な恭司をその方面でも目覚めさせたいと、中溝は密ひそかに思った。
















　どうしてあんなことになってしまったのか──。

　編集部の自分のデスクで、中なか溝みぞ兵ひよう衛えはキーボードを打つ手を止めた。マウスの横のカップに手を伸ばし、空っぽなのに気づくと、立ち上がってついでに大きく伸びをする。

　どうしてったって……なあ。

　抽ひき斗だしから小銭を摑つかみ、フロアを出て自販機に向かった。その間も小作りに整った顔が、脳裏をちらちらとよぎる。それはお気に入りの若手女優でも、グラビアアイドルでもない。

　中溝が担当する作家、楠くす木のき恭きよう司じ二十一歳。れっきとした男だ。

　その恭司と、いわゆる素股行為を行ったのが先週のこと。

　そもそもは実地指導という触れ込みだった。なにしろ恭司は、中溝が所属するスリット文庫編集部で官能小説を書くことになったにもかかわらず、経験不足から肝心のシーンがまるでものにならなかったのだ。抽挿音が『ズルズル』では興ざめも甚だしい。

　ちょっとした言い合いの後、ならばどんな音がするか試してみようということになり、中溝は恭司の尻に指を入れた。

　反応が予想外だったんだよな。予想以上っていうか。

　ふつう、仕事相手の同性からそんなことをされたら、必死で逃げて相手を非難すると思う。少なくとも中溝だったら、拳のひとつもお見舞いする。それ以前に仕事のためだろうとなんだろうと、絶対にさせはしない。

　恭司も初めは驚き狼狽うろたえたものの、次第に感じ始めて勃起した。それまでの様子から童貞なのは確実で、それが尻に指を入れられて身み悶もだえているのは、なんというか──妙にそそった。

　初めて他人の手で快楽を得ている、それを自分がもたらしているというのは男心をくすぐるものらしい。たとえその相手が同じ男だったとしても。

　まあ、恭司があまり男臭くないタイプだったことも大きいのだろうが、尻を揺らして喘あえいでいるさまは可愛かわいいと言えなくもなかったし、もっと感じさせたい、乱れるところを見てみたいという気にもなった。

　それに対し、恭司は大いに応えてくれた。中溝の理性を吹き飛ばすほどに。

　さすがに指の代わりに自分のものをぶち込むのはとどまったが、恭司の太ふと腿もものつけ根にペニスを挟んで、ほとんどセックスと変わらない動きでもつれ合い──ともに達した。

　射精して我に返りはしたものの、絶頂の余韻でぼうっとしている恭司は相変わらず可愛く見えたし、気まずいとか「やっちまった」という後悔は感じなかった。

　それは恭司のほうに屈託がなかったこともあるだろう。むしろ恭司は執筆のヒントを得たことに嬉き々きとして、フルチンのままパソコンに向かおうとする勢いだった。

　あまりにもあっけらかんとしていて、もうちょっと気にしろよと中溝が突っ込みたくなるくらいに。

　とにかく恭司の作家としてのひたむきさに、編集としてできるだけ手助けしていこうと決めた。ことにこういうことなら自分も楽しめるし、と思ったのは、役得と見逃してほしい。中溝だってまだまだ男盛りなのに、近ごろは遊ぶ暇もないのだから。

　──と思っていたのだが、時間が経たつにつれて、やらかしちまった感が押し寄せてきている。

　当然のことながら、自分と恭司の間に色恋の感情はない。つい数か月前に知り合ったばかりの、編集と作家という関係だ。

　その仕事相手の尻に指を突っ込み、ペニスを扱しごき、素股までしてしまった。しかもエロ事未経験者に。

　中溝自身も同性を相手にしたのは初めてだが、二十七の男としてそれなりに恋愛もセックスも経験している。己の性のアイデンティティーみたいなものはすでに確立しているわけで、今さらちょっと男と乳繰り合ったくらいで揺らぎはしないが、恭司はどうなのだろう。

　事後の様子は前述のとおりにどうということもなく、むしろ経験させてくれてありがとうという様子だったが、仕事と切り離して考えた場合、どう思っているのか。

　言ってみれば男と初エッチだぞ。それって──。

「さっさと押してくれない？」

　背中から聞こえた声に、中溝は我に返った。自販機にコインを入れたまま、突っ立っていたようだ。

　振り返ると、スリット文庫編集長の森もり岡おか美み南なみが重そうなトートバッグを抱えて苛いらついている。

「あ……おかえりなさい。すいません、どうぞ」

「なによ、奢おごってくれんの？」

　いや、単に順番を先に譲るつもりだったのだが、言い返そうものなら「男がセコいことを言うな」とよけいな叱責を受けそうなので頷うなずいておく。

　なにしろ森岡は強い。見た目こそ身長百五十センチの童顔女子だが、三十歳にして今どきの官能小説という企画を立ち上げて、自ら編集長の座に就いた。中溝を含め部下の男どもをソプラノの怒声で率い、売り上げを伸ばしている。

　森岡はミルクと砂糖の増量ボタンを押して、ちらりと中溝を見上げる。

「どう？　楠木先生は」

「えっ……あー……苦戦してますね」

「そんなことはわかってる。ああいう作風で、エロを書こうってのが無謀だからね」

　たしかに。中溝も痛感した。

　しかし本人は諦めていないし、文字どおり身体からだを張って書こうとしている。

「でも──」

「そう。でも、だ」

　森岡の指先が眼前に突きつけられ、中溝は思わず仰のけ反ぞった。

「おまえがついてるんだから、責任持って書き上げさせるように」

「わかってますって」

　言われるまでもない。中溝もまた、諦めていないのだ。官能小説がものになるかどうかはともかく、恭司の作家としての才能は疑っていない。

　それならば、編集の中溝にできるのはバックアップすることだけだ。

「作家ひとりの命運がかかってるんだからね」

　森岡は中溝を睨にらむように見据えてから、トートバッグに振り回されるようにして通路を歩いて行った。

　それを見送って、中溝は胸の中で呟つぶやく。

　俺はそのつもりなんだけどね……向こうがどう思ってるか。

　あれ以来、恭司からはなんの音沙汰もない。

　これまでは、二、三日に一度はメールがあったのだ。内容は進捗状況がはかばかしくないというものではあったが。

　それすら途絶えたということは、恭司も遅ればせながらあの件を気にしているということなのでは──？

　それがふつうだ。ゲイでもないのに、男に前と後ろを弄いじられてあんあん喘いだ挙げ句に達してしまったなんて、仕事にかこつけても納得できることではないだろう。

　たぶん今ごろ、よくて後悔しきり、最悪の場合は中溝に対する不信感と嫌悪感でいっぱいになっている。

　今にも電話かメールで、仕事をキャンセルしたいとか、担当を替われとか言ってくるのではないかと、中溝は内心戦々恐々としている。

　いや、そんな連絡もしたくないくらいの状況だとか……。

　音信不通にしてそれっきりなんて、まともな社会人なら許されることではないが、中溝のほうもそれを責めにくい。下手に薮やぶをつついて、一切合財を編集部にぶちまけられたりしたらと思うとぞっとする。

　恥をかくだけで済めば、まだいい。事と次第によっては、訴えられたりするのでは──。

「あ、いた。おーい、中溝！　電話！　楠木先生から！」

「えっ!?」

　フロアの出入り口から顔を覗のぞかせた同僚が大きく手を振っていて、中溝はぎょっとした。

　来たのか、ついに……。

　ごくりと喉が鳴る。

「早くしろって！」

　急せかされれば急かされるほど重くなる足を引きずるようにして、中溝は編集部へ向かった。










　会社の最寄り駅近くにある人気のタイ焼き屋で差し入れを買い、恭司のアパートへと急ぐ。

　相談に乗ってほしいって、なんなんだ……？

　内容については聞き出せないまま、編集部を飛び出した。

『こういうときは、とっとと出向くもんだろ！』

　と、恭司にまで聞こえそうな声で森岡にどやされたことも一因だ。

　相談が執筆についてならともかく、断りの可能性だってあるわけで、油断はならない。というか、ますます落ち着かない。

　しかし恭司の声音からは、中溝に対する警戒とか憤りや嫌悪といったものは感じ取れなかった。どちらかというと申しわけなさそうな、しかし切羽詰まっているような印象だった。

　だからって、キャンセルじゃないっていうことにはならないけどさ。

　とにかく呼び出しがかかった以上は、ここが正念場だ。先方の意見や文句はすべて受け止めて謝罪し、真摯な態度で仕事の継続を願う。なんとしても一冊は書き上げてもらう。これは死守だ。

　中溝は自分に言い聞かせるようにして息をつき、アパートの階段を上った。

　チャイムを鳴らして玄関ドアが開くまでの間、胸の中で挨拶を諳そらんずる。

　えっと……まずは、「先日は大変失礼しました」だよな。それからは奴やつの反応を見て、不機嫌そうだったりよそよそしかったりしたら──。

　というか、そういう恭司の顔というのが想像できない。初日こそ敬語だったものの、以後はまるで中溝のほうが上の立場だった。あれがだめ、ここがよくないと注文をつける中溝に、恭司は神妙に頷いているばかりだったのだ。

　……なにやってんだ？

　いっこうにドアが開かず、返事もない。中溝が来るのがわかっていて留守もないだろうと、もう一度チャイムを押す。

　それでも変化がないので、ノブに手をかけた。鍵はかかっておらず、中溝は不審に思いながらも、そっとドアを開けた。

　１ＤＫの間取りは、仕切戸が開いていれば、玄関に立ったまま突き当たりの窓まで見通せる。まさにその状態で、中溝には居間兼寝室に座り込んだ恭司の姿が見えた。

　見えたのだが──。

　……な、なにやってんだ、こいつ……。

　声をかけるのも忘れて、中溝は恭司を凝視する。

　中肉中背、派手なところは微み塵じんもなく、整っていると言えなくはないが印象の薄い顔立ちの若者が、一心不乱の体で棒状のものをしゃぶっている。ちょうど中溝からは横顔のアングルで、頰を膨らませたりすぼめたり、舌を伸ばして棒を撫なで上げたりと、瞬時に連想するものがあったのだが、恭司がこのシチュエーションでというのがありえない。

　それでも棒の正体というか現状を把握しようと目を凝らしたところ、やはりそれは男性器を模したバイブレーターであるという結論に達した。中溝が資料として渡したもののひとつだろう。

　しかしなぜ今、恭司が、それをしゃぶっているのか──？

　ふいにドアが音を立てて閉じた。驚きよう愕がくのあまり、中溝が手を離したようだ。はっとしていると、恭司もまた物音にようやく気づいたらしく、紫色のそれから口を離してこちらを見る。口端から唾液の筋が伝った。

　見てはいけないものを見てしまった。というよりも、恭司のほうが居たたまれないだろうと思ったのだが、当人はまったく気にする様子もなく、中溝を認めて笑みまで浮かべている。

「あ、すみません、来てもらって。もしかしてチャイム鳴らしてくれました？　なんか聞こえたような気もしたんですけど、夢中になってて」

　偽チンポをしゃぶるのに夢中だったのかよ。

　──なんて突っ込みを入れる余裕もなく、中溝は自分がどうするべきなのかを考えるので精いっぱいだった。

　てきとうなフォローの言葉を返すべきなのか、無言で回れ右をして立ち去るべきなのか。いや、それでは来た意味がないわけで──。

「あの、どうぞ上がってください」

　恭司はバイブレーターを持ったまま奥へと誘う。

「あ……ああ……」

　落ち着け。もしかしたら、なかったことにしたいのかもしれないし。

　靴を脱いで部屋へ入ると、バイブレーター以外にも、ディルドやローター、アナルプラグなどが畳の上に散乱していた。なかったことになんてできるはずがない。

「ほんとにすみません、忙しいのに」

　座布団を勧めてくる恭司に、条件反射で紙袋を渡した。

「いや、なんか相談だって──あ、これタイ焼き」

「わ、ありがとうございます！　そういえば今日、まだなにも食べてないや」

　照れたように笑う恭司に、偽チンポを頰張って過ごしてたんだもんな、と腹の中で返す。

　マジでそうかもしれない。チャイムの音にも気がつかなかったくらいだし。

　しかし、なぜそんなことをしていたのかという理由については謎だが。

　いや──本当のことを言えば、非常に嫌な考えが浮かんでいる。中溝との一件がきっかけで、そっち方面に目覚めてしまった、とか──。

「中溝さん！」

「うわあっ！」

　いきなり恭司に手を摑まれ、中溝は情けない叫び声を上げた。

「お願いします！　助けてください！」

「な、なにを？　そりゃ、俺にできることなら相談に乗る──」

「このままじゃ俺、無理です！　いつも頼ってばかりなんてだめだって、自力でなんとかしようとしたんですけど、やっぱり中溝さんしか──」

「だからなにが!?　落ち着けって！」

　中溝は無意識に恭司を押し返した。無理もないと思う。恭司は未いまだに紫色のやつを握ったままで、しかもそれは涎よだれでぬらぬらと光り、恭司の手にまで伝っているのだから。

　恭司の尻の孔あなに指を突っ込んだり、精液で手を濡ぬらしたりしたくせに今さら、と言われそうだが、それはそれ、これはこれだ。今の中溝は、これっぽっちもエロい心境ではないし。

　むしろ恭司の行動が意味不明で、引き気味を通り越してちょっと怖い。

　そんな態度だったせいか、恭司はしょんぼりと項うな垂だれ、両手でバイブレーターを握りしめる。

　だから、それを放せっつーんだよ……。

　ため息を吞のみ込んで煙草たばこを咥くわえた中溝に、恭司はようやくバイブレーターを置いて、灰皿代わりの小皿を差し出した。

　中溝が続けざまに煙を吸い込む間も口を開こうとしないので、しかたなく「それで？」と水を向ける。

「相談ってなに？」

　気になるのはそっちよりもこの状況のほうだったが、無視したい気持ちもある。そのほうが安全な気がした。

「はい、えっと……その、描写……に詰まってしまって……」

「あ？　ああ……どんなの？」

　恭司にとって鬼門であるエロティックなシーンで悩んでいるというわけか。

　それは編集者の中溝には日常のことで、ようやく落ち着いてくる。

　他の担当作家からも、行き詰まったと泣きつかれることは少なくない。もっとも恭司と違って、資料にＤＶＤを持って来いとか風俗に連れていけとか、そういったリクエストだが。

　恭司の場合はそれ以前に知識と経験が不足しているので、前回のようなことになったわけだ。

「ＡＶも見たりしたんですけど……よくわからなくて……」

　蚊の鳴くような声の説明を聞きながら、中溝は煙草を吹かした。

　だから、どんなシーンなんだって訊きいてんだよ。

「実際に自分でやってみたらどうかと思って、これを──」

　恭司の手が再びバイブレーターを摑むのを目の端で捉え、中溝は盛大にむせた。

　……そういうことかー！

「でも、やっぱりなんか違うんじゃないかなって……こんな硬くないですよね？　なります？　俺はここまではちょっと……」

「……やっ……それはまあ、あくまでそれはオモチャだから……」

　中溝は咳せき込みながら答える。どうして己の硬度を恭司に申告しなければならないのだ。

「あ、やっぱり。それと、射精するところが知りたいんです。口の中で精液が出るってどんな感じなのかとか、味とか匂い──」

「ちょ、ちょっと待て！」

　いつの間にか勢い込んで喋しやべりまくる恭司を、中溝は片手で制した。

「つまりなにか？　おまえがそれを一心不乱にしゃぶってたのは、それが理由だったのか？」

「そうですけど」

　きょとんとした顔で頷く恭司に、中溝は深く息をついて煙草を揉もみ消した。

　……よかった。妙なことに目覚めたんじゃなくて……。

　責任を感じてしまうところだった。

　しかし勉強熱心というか、クソ真面目というか、フェラチオのシーンを書くためにバイブレーターをしゃぶるというのも、それはそれでどうなのか。

「……いや、探究心は認めるけど、そこまでしなくても。ネットで検索すれば、体験談とか載ってるだろ。それで──」

「でも！　自分がわかってて書くのとそうじゃないのでは、やっぱり全然違うじゃないですか。俺、この前のことでよくわかりました」

　うわ、今ここでそれを持ち出すか。

　中溝としては、もう触れられたくない過去だ。やりすぎたと反省している。だから恭司にもそっとしておいてほしい。

　そんな願いも虚むなしく、恭司はにこにこしている。

「その節は本当にありがとうございました。あ、自分でも臨場感があるシーンになったんじゃないかと思うんですよ。後で見てください。けど、あの……やっぱり肛こう門もんと膣ちつじゃ違うかなと思って、アナルセックスにしちゃったんですけど」

　……な、なんか変わったな……こいつ……。

　勢いづいていることもあるのだろうが、エロっぽい単語を口にすることも恥じらっていたころとは雲泥の差だ。ようやく仕事と割り切ることができたのだろうか。

　あのウブい感じがなくなったのは、まあちょっと惜しくもあるが……。

　経験不足と言動の幼さと、感度のよさがギャップとなって、惑わされるような妙な魅力があった。

　いやいやいや、こいつは仕事相手だから。これ以上ややこしいことになったらヤバいって。

　可愛いと思ったのは事実だが、だからといってどうこうしていい相手ではないのだ。可愛いと思うのはけっこう。人づきあいにおいて、嫌悪感より好感を持ったほうがいいに決まっている。だからふつうに仕事の上で、良好な関係を築いていけばいい。

「それで、書くからにはこのシーンも頑張りたいんです！」

　膝立ちになって拳を握りしめる恭司に、中溝は圧倒される。

「お、おう……」

「だから、お願いします！」

「うん、──え？」

「ありがとうございます！」

　恭司の両手が中溝の肩を摑んだ。体勢のせいか仰け反ってしまい、今にもひっくり返りそうだ。

「じゃ、さっそく──」

　恭司はいそいそと中溝のベルトに手をかける。

「まっ、待て！　なにがさっそくなんだ！」

「しゃぶらせてください」

「ばっ……なんで俺が！」

「協力してくれるって言ったじゃないですか！」

「それとこれとは……ていうか、平気なのかよおまえ！　男の生チンポなんか咥えて」

「中溝さんならいいです」

　即答されて思わず恭司を見つめた。

　あれ……？　なんか今、心臓が……。

　つい視線が恭司の唇に集中する。さっきまで熱心にオモチャを咥えていたせいか、ふだんよりも腫れぼったく、それが色っぽい──ような気がする。

「……いいって……」

「だってもうどんなのか知ってるし。俺にも咥えられるサイズだと思うんですよね。バイブとかってちょっと大きすぎるじゃないですか。ていうか、いつの間にか中溝さんのを思い浮かべて書いてました」

　うわー、うわーっ！

　げに恐ろしきは、無邪気なり。こいつは自分の言っていることを理解しているのだろうか。しかもさりげなく中溝のものの大きさがオモチャに負けている件にまで言及した。

「いや、でもな──」

「どうして素股はよくて、フェラチオはだめなんですか？　知りたいんです！　書きたいんです！　自分のためにも、チャンスをくれた中溝さんに応えるためにも」

「うっ……」

　そういうふうに言われると、言い返せなくなる。中溝だって、緑りよく影えい新人賞作家・楠木恭司の原稿は欲しい。ものにできれば、編集部で今年一番の話題作だ。

　そうだよ、仕事なんだよな……。

　恭司がここまで乞うのも、作家として納得できるものを書きたいと必死だからだろう。べつに中溝のものをしゃぶりたくて迫っているわけじゃない。

　ちらり、と恭司を見る。真剣そのもののつぶらな瞳が待っていた。

「……わかった。約束だからな」

　本気に対しては本気で応える、それが男というものだろう。ここに来てもなんとなく胸がざわついている気がするが、そんな自分を戒めるように短く息をついて、仕事仕事と頭の中で念じる。

　役得なんて考えてねえぞ。べつにこいつにシャクってほしいとか思ってたわけじゃないし。ていうか、こないだのことだって反省してたし。

　自らベルトを外して前立てを開けたところで、中溝はふと気づいた。

「あ、悪い。シャワー浴びてくるわ。ちょっと待って──」

「いいですそのままで」

　恭司は素早く中溝を押し倒すと、躊躇ためらいの欠片かけらもなく下着からブツをつまみ出した。

「ちょっ、おまっ、いいって、そういうわけにはいかねえだろ」

「これでいいんです。残業中にオフィスのトイレでっていうシチュエーションなんで──あ、こういう匂いなんだ」

　ひいい、実況はやめてくれ！　ていうか、目つきが怖ええよ！

　爛らん々らんと目を光らせて食い入るように見つめる恭司の鼻先で、中溝のものは縮こまっている。それはそうだろう。この状況でおっ勃たてていたら変態だ。

「中溝さんのって、勃ってなくても剝むけてるんですねー。こういうのがカッコいいのかな……じゃ、いきます」

「うっ……」

　ぱくりと咥えられ、生温かく湿った粘膜に包まれた。形をなぞるように舌が柔らかく動き、中溝は一瞬その心地よさに引きずられそうになるが──。

「痛てっ、歯っ！　歯を立てるな！」

　恭司はぱっと顔を上げて中溝を解放し、感心したように頷く。

「あ、そうか。歯が当たるってこともあるんですよね。なるほど、盲点だったなあ」

「なにが盲点だ。勘弁してくれ」

「すみません、気をつけます」

　再び頭が沈み、今度は伸ばした舌で先端を撫で回される。まだ余裕のある表皮を伸ばして育てていこうとするような動きは、悪くない。久々の感触だけに、なおさら。

　当たり前のことだが、唇や舌に性差はないのだなと思う。目を瞑つぶれば、女にされているのと変わりない。

　が、中溝は目を閉じる気にならなかった。伏せた睫まつ毛げが震えるさまや、鼻呼吸のせいでときおり洩もれる呻うめき、赤い舌先から滴る唾液を含め、行為の情報として取り入れていた。

「おっきくなってきた……」
















　嬉うれしそうな囁ささやきの吐息に、思わず息が詰まりそうになる。

　ありていに言って、恭司のフェラチオは下手だ。これまで中溝が経験した中でも、最下位に近い。舌の動きもぎこちなく、先ほどは自分で舌を嚙かんでいたようだったし。同性ならではの性感帯がわかるという点でのみ、どうにかアドバンテージを稼いでいる。

　しかし拙さゆえの懸命さが窺うかがえて、それがなんとも──。

　……やっぱなんか可愛いんだよな、こいつ。ひたむきっていうか……いや、実際一生懸命なんだろうけどさ。

　そんなことを思っていたせいか膨張率はマックスになり、根元から舐なめ上げるようにしていた恭司が、惚ほれ惚ぼれとしたような顔で造形を見つめる。

「わあ……いいな。あ、この角度が擦こすれて気持ちよかったのかな？　引っかかるっていうか、この前──」

「いや、だから実況はいいから」

　どうもやっていることと発言がアンバランスというか、無邪気すぎてこっちが無体を働いているような気分になる。しかもそれがまた妙に中溝のＳ心を刺激するというかなんと言うか。

「あ、イきたいですか？　じゃ、頑張ります！」

　イきたいっつーか、おまえがイかせなきゃならないんだろ。そのためにこんなことしてんじゃねえのかよ。

　恭司は水中に潜る前のような深呼吸をすると、おもむろに怒張を吞み込んでいった。ぬるぬるした中に埋め込まれていくような感触に、中溝の背筋が粟あわ立だつ。

　いわゆるディープスロートというやつを実践しているらしい。すぼめた頰の内側が幹に張りついて擦り上げ、喉奥で先端がくすぐられる。ときおりぐっと押しつけられるのは、恭司がえずいているせいだろう。

　無茶しやがって……。

　ちょっと気の毒でもあるが、望んだのは本人だ。それに、奉仕されているというこの状況は、たとえ恭司には別の目的があってのことでも、悪い気はしない。

　中溝は純粋に感触を愉たのしみながら、自分の快感を追いかける。

　途中、予想外の力でタマを揉まれて呻き声を上げたものの、上り調子になった快感は下がることなく、スパートにかかった。

「……っ、……もう、出る……けど……」

　恭司の望みとはいえ、さすがに口の中に発射するのは躊躇われて申告したのだが、返ってきたのは加速した舌の動きだった。

　むしろ長引かせるほうが酷なのかもしれないと思い直し、自らも腰を揺すって、恭司の口中を擦り立てる。最後には両手で頭を摑み、打ちつけるように揺さぶって、喉奥に押し当てたまま思いきり精を放った。

「んんっ、んうーっ、うー……」

　じたばたしていた恭司が静かになったのを見計らって、中溝はその頭を離し、その辺に転がっていたティッシュボックスを差し出してやる。

「はい、お疲れさん。ほら」

　なんと言ったらいいのかわからなかったので、とりあえず軽く労ねぎらった。それよりもまず、早く口の中のものを吐き出したいだろうと思ったのだ。

　中溝もティッシュで後始末をしながら、気になってこっそり様子を窺う。髪はぼさぼさで頰が上気している。ちょっと涙目になっているだろうか。まあ、あれだけ頑張れば、それも納得だ。

　恭司は口端を手で拭い、中溝に深々と頭を下げた。

「……ありがとうございました」

「うん──えっ!?」

　思わず声が裏返る。

「おっ、俺の精液は!?」

「飲みました……けど」

「のっ……」

　飲んだ!?　飲んだって……飲んだ？

　まだ濡れていて、いつもよりぽってりとした唇を、中溝はまじまじと見つめた。

　たしかに口で受け止めてそのまま嚥えん下かというのは、特別珍しいことではない。出したほうにしてみれば、征服感や所有感と同時に、相手に愛いとしさを感じたりすることもある。

　が、それはなんらかの心の繫つながりがあった上での行為なのではないか。そしてそれは、ともにいい作品を作っていこうという同志的な関係で生じるのは、行きすぎではないかと思うのだ。

「……って、おまえ……だいじょうぶなのかよ？　そこまでする必要──」

「ちゃんと体験したかったんです！　いいでしょ、べつに。中溝さんだって仕事だから協力してくれたんじゃないですか」

「それはそうだけど……まあとにかく口拭けよ」

　どうにもそこに目が行ってしまい、胸がざわつく。恭司が色っぽく見えるような気もする。

　しかし中溝が差し出したティッシュボックスは、ぽこっと間抜けな音をたてて恭司に弾はじかれた。

「帰ってください！」

「えっ!?」

　なんだ、いきなり。

「仕事しますから、じゃましないで。早く！」

　座り込んだまま座卓のノートパソコンに向かった恭司は、それきり中溝に背中を向けた。視線はディスプレイに向いているようだが、キーボードは無音のままだ。

「……あの──」

「帰ってって言ってるでしょ！」

　そっとかけた声も即行で怒鳴り返されて、恭司とは思えないその剣けん幕まくに、中溝はそそくさと身支度を整えて出て行くしかなかった。

　アパートの階段を下りたところで、もう見えないドアを振り返る。

　なんなんだよ、あれは。豹ひよう変へんしやがって……。

　いや、思い返してみればその前の言葉も、恭司にしてみればつっけんどんだった。ということは、やはり恭司的にも不本意だったということか。

　不本意っていうか、キモいとか？　そりゃそうだよな。いくら仕事の情報収集とはいえ、あんなもん飲むなんて。

　しかし気持ち悪がられると、それはそれでこちらもむっとしてしまう。そもそも躊躇う中溝に懇願してきたのは恭司で、さらに中溝は出す前に警告もしたのだ。それでも続けたのは向こうだろう。

　それとも、実体験を得たことで道が開けたのだろうか。想像でしかなかった感覚が明らかになって、一刻も早く文章にしたかったとか。

　なんか求道的すぎて怖い……。

　しかし、そっちのほうが納得できる。とにかく書くことに関しては真面目で、とことん突き詰めるタイプだ。

　結果としていい作品が出来上がるかどうかはともかく、そういうやり方で書いていく作家なのだから、編集者としてはそれをフォローしていくしかない。

　それにしても、もうちょっと余韻ってもんが──。

　思わずため息をつきそうになり、中溝ははっとした。

　なぜ恭司にそんなものを求めるのだ。自分のほうがどうかしている。

　執筆に詰まって相談を受けた──今しがたの一件はそういうことだ。中溝がしたのは相談に応えたことで、恋人でもセフレでもなんでもいいが、とにかくそういった間柄で行う行為をしたわけではない。だから余韻なんてものはないし、必要もない。

　そう自分に言い聞かせているにもかかわらず、残像がちらつく。苦しそうにひそめた眉とか、口端を伝う唾液とか。

　思いきり摑んだ髪の柔らかな感触が、まだ手の中に残っているのに気づいて、中溝は上着に手のひらを擦りつけた。

「……タイ焼きくらい食わせろよ。ひとりで五個も食うつもりか」










　その後は幸か不幸か恭司から相談を受けることもなく、順調に執筆が進んだ。初稿に時間がかかったものの、仕上がりは手直しの必要がない完成度で、出版までは早かった。

　楠木恭司作『密室遊戯──ほころびの音──』は、宣伝効果もあってか新規読者の購入が多く、この手の本としては上々の売り上げだった。

　もともとスリット文庫のコンセプトが今どきの官能小説を謳うたっていることもあり、カバーデザインなども手に取りやすいのだが、ことに女性の購読が目立ったということだ。

　そのガラスケースに洋よう蘭らんを閉じ込めたイラストのカバーをこちらに向けて、四よ方も田だはるかがにこりとする。

「なんだよ、俺も渡そうと思って持ってきたのに」

「ちゃんと買うに決まってるじゃない」

　待ち合わせたのはイタリアンバールで、奇くしくもはるかから恭司の執筆状況について相談された場所でもある。そこで恭司の新作を祝えるのは感慨深い。主役が不在なのはともかく。

　テーブルの向かい側に座ったはるかは、パンツスーツのジャケットを脱ぐ。肩口がシフォンの切り替えになったブラウスは、素肌が透けてなまめかしい。

　あー、なんか久々だな。こういうの。

　いやらしい視線でなく、女性の柔らかさが目に心地いい。やはり男は異性に癒いやされるようにできているのだ。

「重版決まったんですって？　すごいじゃない」

「大した数字じゃないけどな」

「謙遜することないわよ。今どきはそれすら、なかなかないことなんだから」

　そこからはしばらくメニューを選びながら、出版業界のきびしさについて嘆くとも愚痴るともつかない会話をし、先に届いた生ビールを一杯空ける。

「改めてありがとう。やっぱり中溝に頼んで正解だった」

「いや、書いたのは本人だし」

「う、それを言われると。あたしはうまく誘導できなくて、匙さじを投げちゃったからなあ」

　テーブルに突っ伏す真ま似ねをするはるかに、中溝は慌ててフォローをする。

「そういう意味じゃねえって。俺だってたいしたことしてないから。ていうかあいつの場合、あんまり編集を必要としてなくね？　なんか言っても、けっきょく本人が納得できなきゃ聞く耳持たないだろ。今回うまくいったのは、単純にタイミングなんだと思う」

　実際中溝がしたことは、官能小説の基本的なルールとか縛りみたいなものをレクチャーしたのと──実地指導だけだ。

　まさかそれは誰にも言えないので、当たり障りのない言葉になった。

「んー、でも面白かったよ。妙に構成がしっかりしてるのと、官能小説としては薄いのが気にはなったけど、小説として楽しく読んだ。楠木先生の人となりを知ってる身には、こんな話も書けるんだって目からウロコだったわ」

　グツグツと煮えたアヒージョのエビを続けざまに頰張ったはるかは、味わうように目を閉じて咀そ嚼しやくし、満足げな息を洩らしてからワイングラスを口に運ぶ。

「ここだけの話だけど──」

　ふいに視線がこちらを向いて、中溝は見入っていたのをごまかそうと、器に盛られたオリーブをフォークでつついた。

「エロシーンって、先生の経験談だと思わない？」

「うおっ……！」

　オリーブが跳ねてテーブルの下に落ちた。

「ちょっと、なにやってんのよ。もう酔っ払っちゃったの」

「いや、オイルが……」

　てきとうに返事を濁すが、内心はそれどころではない。

　男女に置き換えてあったけれど、たしかに当事者の中溝にしてみれば憶おぼえのある行為や台詞せりふが、小説の中にちらほらと見つかった。というよりも再現シーンのようですらあった。

　しかしなぜそれが、はるかにわかるのだ。

「……な、なんで体験談なんだよ？　あいつは男だろうが」

「は？　なに言ってんの？」

　はるかが片眉を上げる。

「そっちが今、そう言ったんだろ」

「だから──やあだ、違うってば。先生と彼女の体験じゃないのってこと」

「あ……そういうことか」

　中溝は納得して肩の力を抜いた。

「当たり前じゃない。ヒロインを先生に当てはめるほうがどうかしてるわよ」

「そっ、そうだよな。なんでそんなふうに思ったんだろうな。ははは」

　中溝は笑い飛ばして、オリーブをフォークでざくざくと突き刺す。

　……あー、びっくりした。そうだよ、ふつうはそんなこと思うはずがないんだって。

「先生が可愛いからじゃないの」

　さらっと返された言葉に、中溝はぎょっとして顔を上げた。

「おっ、俺はべつにそんな──」

「えー、可愛いじゃない。ちんまり整ってて。女の子でもあんな顔いるよね。誰だっけ、アイドルの──」

　名前が思い出せなくて首を捻ひねっているはるかをよそに、中溝はまたしても内心息をつく。

　ああ、顔のことか。そうだよな。さっきからなに焦ってんだ、俺は。

　可愛いという単語でとっさに思い浮かんだのは、あれこれしているときの恭司の表情やしぐさだった。それこそ何度となくそう思ったので。

　しかしそれをはるかが知っているはずもなく、ましてや中溝がそう思っているなんて想像もしないだろう。

「ちょっと顔が可愛くたって、れっきとした男だろ」

「そうなのよねー。やることはやってるんだわ。それも顔に似合わず、けっこうＳっぽい」

「…………」

　悪かったな。向こうだってノリノリだったんだよ。

　はるかは中溝の所業だと知らないのだから、言い返すこともできない。しかしまさかこんな形で己のプレイを評価されるとは、思ってもみなかった。

「体験談って決まったわけじゃないだろ。ああいうのは妄想して書いてなんぼだぞ」

「ちょっとちょっと、それが担当編集の台詞？　どこ読んでるの」

　はるかは呆あきれたように中溝を見た。

「な、なにが」

「あれって女性視点でしょ。てことは、よほど相手のことをわかってるから書けるわけよ。つまり、親密な相手との──ううん、ラブラブな恋人とのエピソードってこと。証明終わり」

　得意げにグラスを干すはるかだが、中溝は胸の中で首を振った。

　ハズレ。あいつは童貞ですー、だ。

　実体験で書くタイプなのは正解というか、そうしなければ書けないようだが、そのくらいだから、とても立場を置き換えたりなんて無理だ。

　ヒロインは恭司の体験した感覚を、そっくりそのままなぞっている。だからまあ、厳密には女性の感覚とは違うのではないかと思うのだが、はるかは気づいていないようだから、そうずれてもいないのだろう。

　その証拠なのか、発売して間もないが、女性読者からの評判はいい。

「ふーん。その辺が伝わってくるから、女に受けてるわけ？」

　まるでずれた推理だと思ったが、ここはそのままにしておくのがお互いのためだろうと、中溝は話を合わせておく。

「あるかも。あ、製作部の美み雪ゆきもよかったって言ってたなあ。官能小説としては直ちよく截せつな描写は控えめだけど、なんていうか、うん、まさに官能的」

「へえ……」

　原稿で唯一の懸念は、まさに当社比でエロが弱いことだったのだが、やはり男と女ではツボが違うらしい。そういえば森岡も絶賛していた。曰いわく、「こういうのが欲しかったのよー」だそうだ。

　だとすれば、恭司の作品はレーベルコンセプトに合い、実際に売り上げもよかったということで、大成功なのだろう。

「先生とお祝いしたの？」

「いや、まだ」

「えー、なにやってんのよ」

「次回作の打ち合わせのときでいいかと思って。書き上がって本が出るまで、次は考えられないっていうからさ。それに今、大学のテスト期間で作家は休業中」

　恭司からは、見本誌が到着したというメールが届いたきりだ。これからもよろしくと書いてあったから、次も書くつもりではいるのだろう。

　……てことは、また「相談」もあるんだろうな……。

　どんなことを言い出すのかという懸念を抱く一方で、それがなんとなく楽しみでもあった。

　いや、ちょっとだけ。ほんとにちょっとだけだけど。

　仕事なのは百も承知だが、恭司の痴態は妙に中溝の琴線に触れるのだ。男なのはわかっている。というか男とか女とか関係なく、しかし性的にそそる。

　それとも関係あんのかな……？　男だってわかってるから、それをあんあん言わせるのが楽しいのか？

　しかも仕事のためという大義名分があり、向こうから頼まれてのことだという言いわけもある。

「中溝？」

　気づけば至近距離に、首を傾かしげたはるかの顔があった。

　客観的に見ても美人の部類だと思う。ミス第二文芸部なんて呼び名もあるようだし、はるかを担当に指名する男性作家も多いという。

　セミロングの髪はいつもきれいに毛先を巻いていて、今日のようにアップにして項うなじを見せていると、中溝などは「おっ」と思う。

　睫毛はエクステをつけているようだが、全体に薄化粧なのでケバい感じはない。

　バストは大きく見積もってもＣというところだが、中溝は胸より脚派なので、タイトミニのときの美脚にときめく。

「なにぼーっとしてんの。話、聞いてる？」

「え？　あ……なんだっけ？　痛て！」

　テーブルの下で、ハイヒールの爪先が中溝の向こう脛ずねを蹴った。

「先生をちゃんと労って、褒めてあげてって言ったの。一席設けた上でよ」

「はいはい。でも大げさだな」

　むしろ恭司のようなタイプは、あまり騒ぐとプレッシャーになるのではないだろうか。スランプの原因は、それもあると思う。

「そこはうまくやって。うちのほうで書く自信にも繫がるように」

「え？　そっちでも書けるのか？」

　現実問題として、緑影社での第二弾は立ち消えになったのも同然だと聞いている。あまりにも恭司の筆が進まないことに、編集長がスケジュールを白紙にしたと、中溝は後から知った。

　新人賞を取って、その作品が好評を博したとしても、コンスタントに新しいものを生み続けてそれなりの評価を得なくては、出版社側には意味がない。作家自身にもそうだろう。それはこの業界に限らず、音楽や映像でも同じことだ。

　そう考えると、二作目が作れずにいた恭司が干されてもしかたがない。

「あたしは諦めてないもん。だから中溝に書く場を作ってもらったんだし」

　はるかはキッと眦まなじりを上げた。こういう表情は、素材の善よし悪あし抜きに惚れ惚れする。仕事に対する情熱とひたむきさが伝わってくる。

　見た目がいいだけではないとわかっているから、はるかが好きなのだ。

「でも一度躓つまずいてるから、焦らせる気はないのよ。先生が本当に書いてみようと思ったら、編集長に掛け合ってみるつもり。これ以上、心証悪くしたくないしね」

「そんなにひどいのか？」

　スケジュールの変更はこちら側には痛いことだが、反面日常茶飯事でもある。その調整に追われるのも編集の仕事だった。

　しかし、恭司が睨まれているとなれば気にかかる。

「受賞作家だから、以後鳴かず飛ばずじゃ編集部の面子メンツもあるでしょ。でもだいじょうぶ！　スリットの新刊、編集長のデスクに置いてきたから」

　得意げな顔でグラスを干すはるかに、中溝は苦笑を返した。

　こいつもほんとに一生懸命で、可愛いな……。

　そうだ。やはり女はいい。本能的に惹ひかれるし、見ているだけで癒される。

　恭司に対して妙に興奮してしまうのは、一時的な目新しさなのだろう。自分と同じ男が、あられもなく乱れたりするのが、新鮮に映って刺激的だったに違いない。

　ていうか、比べるまでもないだろ。それ自体が間違ってるって。

　だいたい何度も自分に言い聞かせるようだが、恭司とのことは仕事の一環だ。向こうだって、自分が知らないことをただ中溝の身体を使って体験しているにすぎず、知識を得るという以外の意図などない。

　……そうなんだよ。ほんとにもう、そこはいっそすがすがしいほどはっきりしてんだよな。

　もしかしたら、そこがよけいに引っかかるのかもしれない。身体だけが目当てなのかよ的な。

　これまで人並みに、もしかしたら平均以上に恋愛や色事を経験してきた中溝だ。金を出して遊ぶこともあったし、ノリが高じて行きずりの関係なんてものを結んだこともある。

　しかしどんな形であれ、相手が欲しいという欲求からの行為だった。そんなふうだから、相手に対しては好意も持つ。恋愛感情ではなかったとしても。

　恭司のように、他の目的からことに及んだことはないし、もちろん目的以外の関心はないなんて態度は取ったことがない。

　だからなんというか、プライドが傷つくというか──。

「飲まないの？」

　気づけばはるかが空のボトルを振っていた。

「い、いや、飲むって。これからだろ」

　まただ。今は恭司のことを考えている場合ではないだろう。久々にはるかとふたりきりだというのに。

　中溝は気持ちを切り替えるようにして、片手を上げてスタッフを呼んだ。










「じゃ、乾杯」

「……はあ」

　ビールのグラスを合わせようとして、あまりにも距離が遠いので、中溝は思い切り手を伸ばした。

　中溝がひと息に飲み干す間に、恭司は形ばかり口をつけると早々にグラスを置いて両手を膝の上で揃そろえていた。

　週末にはるかと飲んだときとは雲泥の差だ。まあ、恭司はあまり飲めないということだから、こんなものだろうか。

　それもあって、食事メインで和食のコースにした。

　テストが終わったのを見計らって連絡を取り、食事に誘ったのだが、初めは頑かたくなに辞退された。それを無理やり引っ張り出した。

「評判いいよ。まあ、重版かかったってことでわかってると思うけど」

　とりあえずそう言ってみたが、相変わらず俯うつむき加減の恭司の表情は冴さえない。

「そうだ、これ。サイトに来てたメールの感想ね。ＳＮＳなんかでも話題に出てるみたいだけど」

　読者の生の声がわかれば、少しは喜ぶかと思ったのだが、プリントアウトしたそれを手渡しても、恭司はさっと目を通しただけで、横に置いてしまった。

「なんだよ。べつになんの工作もしてねえぞ。売れてるのは事実だし、評判がいいのもそのとおり。頑張った甲斐があったな。あ、どうぞ食って」

「はい、いただきます……」

　恭司はぺこりと頭を下げてから、こんにゃくと湯葉の和あえ物ものをひと口含んだ。もぐもぐと──いつまでも口を動かしている。まるで、そうしていれば喋らずに済むというかのように。

　牛かよ。

　曲がりなりにも今日は祝いの席なのだが、通夜のように静かだ。料理を運んできた仲居が、なにか粗相があったかと思わず訊いてきたくらいだ。

　しかしお造りだの和紙の鍋だのと卓上が賑にぎやかになってくるにつれて、恭司も目を奪われたように身を乗り出してきた。

「うわ……美お味いしそう」

「ああ、張り込んだからな。どんどんやってくれ。お、マグロ旨うまい！」

「お刺身なんて久しぶりです」

「もうすぐ印税も振り込まれるからさ、そしたら少しくらいエンゲル係数も上げろよ。おまえちょっと瘦せすぎ。脇腹とかあばらが──」

　ホタテの刺身をつまみ上げた恭司がちらりと目を上げたのを見て、中溝は失言に気づいた。

「……いや、その……」

　なぜ自分からそちらに話題を向ける。そもそも恭司がガリガリだろうと腹が出ていようと、健康に支障がなければどうでもいいことではないか。

「そう、あれだ！　テスト！　テストはどうだった？」

「はあ、まあなんとか。単位は取れそうです」

「そりゃよかった」

　大学三年生の恭司は就職活動はしないようだから、あと一年の間に執筆ペースが出来上がれば、卒業後は作家業一本でやっていくことも可能だ。そのためにも──。

「じゃ、次の打ち合わせもしとくか。実は編集長から早くスケジュール出せってせっつかれててさ」

　そう水を向けたとたん、また恭司は俯いた。

「あれでよかったんでしょうか……」

「は？」

「実は昨日、一緒に送ってもらった他の作家さんの本を読んだんですけど、俺のとはレベルが違うなって……どれもなんて言うか……濃厚で……」

　どうやらエロい表現が足りなかったと反省しているらしい。

「中溝さんに協力までしてもらって、自分ではかなり頑張ったつもりっていうか、書けることはすべて書いたつもりだったんですけど、なんか全然足下にも及ばなくて……」

「え……いや、気にすることないだろ。実際ウケてるし」

　描写に関しても、童貞のわりにはよくやったほうだ──と言いかけて、それは禁句だったと口を噤つぐんだ。

「でも！」

　恭司は箸を卓上に叩たたきつけて食ってかかる。

「俺には書けないようなことがいっぱい──鴻こう巣のす先生の本の潮を吹くシーンとか……あれって、どんな感じなんですか？　ＡＶでも見ましたけど、全然わからなくて。おしっこ洩らしちゃうような感じですか!?」

「ちょっ……」

　まくし立てられてぎょっとする中溝にかまわず、恭司は噴き出したものを抑えられないという感じで訴えた。

「そもそもあれってなんなんですか!?　愛液？　まさか精液──」

「声！　声でかい！」

　個室とはいえ、夕食時で賑わう店でなにを口走っているのだと、中溝は慌てた。しかも女から精液が出るなんて、どういう発想だ。

「とにかく黙れ！　そして座れ！」

　いつの間にか中腰になっていた恭司を肩を摑んで座らせてから、中溝は煙草を咥えた。食事中は止めているのだが、この際落ち着かせてほしい。

「潮吹いた感覚なんて、俺にわかるわけないだろ。鴻巣先生も、実際のとこは知らないと思うよ。ついでに言えば、ＡＶとかのやつもほとんどはヤラセだから」

　中溝の答えに、恭司は疑わしそうな目を向けてくる。

「でも──」

「でも、じゃないの。一種のファンタジーだから。潮吹きにしても処女が最初から喘いでイきまくるのも、現実にはごく少数。少なくとも、俺はお目にかかったことはないね」

「……そう、なんですか……」

「そうです」

　中溝はきっぱりと頷いて、煙を吸い込んだ。

　まったくもう……なんだってこんなにウブいかね。よくあれだけのものが書けたもんだよ。

「でも、俺はすごく気持ちよかったですけど」

　恭司の返しに、中溝は激しくむせた。

「あ、そういえば俺、指の感覚でアナルセックス書いちゃったけど、やっぱり指とペニスじゃ全然違いますよね。その辺のクレームっていうか、突っ込みとかなかったですか？」

「……な、かった……です……」

　咳き込みながらどうにか答えると、恭司はほっとしたように箸を手にした。

　今さらだが、本当になんなのだろうこいつは、と思ってしまう。生真面目さが斜め上に走って突拍子もないというか。夢中になると、恥じらいも吹き飛んでしまうようだ。

　やってる最中は、妙に可愛くて色気もそれなりなんだけどなあ……。

　いやいや、それは関係ないと、中溝は咳払いをして煙草を揉み消す。

「だいたい直截な描写が盛りだくさんなのをエロいと思うか、おまえみたいな書き方で官能をくすぐられるかは読み手次第、好みの問題だろ。事実、支持されたわけだし。それを自分のカラーにすればいいんじゃないの？」

「そう言ってもらえると安心なんですけど……」

「けど、なんだよ？」

「わ、この牡か蠣き、すごく美味しい」

　みぞれ鍋の牡蠣を頰張って目を丸くしている恭司に、中溝は視線を奪われながらも会話を促した。

「訊いてんだけど」

「あ、すみません。あの、今回の原稿で、いろいろ中溝さんに教えてもらったじゃないですか」

「お、おう……」

「それで、それを全部書いちゃったので……ストックがゼロというか……」

　また手が煙草に伸びそうになったのを、代わりにグラスに持ち替えたが、中身は空だった。

「……えっと、ビール追加するか？　あ、ウーロン茶かなんかのほうがいい？」

「中溝さん、避けてません？」

　恭司が上目づかいで睨んでくる。どうしてこんなときだけ察しがいいのだ。

「いや、そんなことは──」

「じゃあ、また協力してくれますよね？　俺、気になってたんです。今回の本、けっきょく膣での本番シーンがなかったじゃないですか」

「いや、だからそれはアレだろ？　尻は使おうと、厳密には処女のままっていうコンセプトがキモだったわけで──ちょ、おまえなんでにじり寄ってくるんだよ！　すいませーん、ビールとウーロン茶！　ほら、店の人来るから！」

　近づいてきた恭司を向かい側の席に押し返して、やってきた仲居から飲み物を受け取る。

　その間も、恭司はふくれっ面というかジト目でこちらを見ていた。
















「……協力してくれないんですか？」

「いや、あのね──」

　中溝は言葉を選びながら、手酌でビールを注つぐ。

「本番シーンを書くっていうなら、俺に頼るのは間違ってるだろ。おまえが書きたいのは、男女のセックスだろ」

　そうだ。体験しないと書けないというなら、中溝とは無理だ。

「それは……」

　恭司は言葉に詰まったように目を瞬いた。

　考えてみれば、どうして最初からそう勧めなかったのだろう。

　たしかに一度目は考える暇もない状況だったというか、書けないと言う恭司の不ふ甲が斐いなさに、半ば「めんどくせえ」という気持ちもあって、後先考えずに手を出した。それが意外なほど楽しかったのは認める。

　二度目もまあ、その場の流れというか恭司に押し切られるような形だった。男じゃなきゃだめだろうという内容でもあった。

　しかし顧みてみれば、本当に中溝が必要だったのだろうか。全部が全部、体験に基づいたリアルでなければならないというなら、それは小説ではない。よく言われることだが、ミステリーを書くのに作家は人殺しをしているわけではないのだ。

　しかも恭司は、実際には男女に置き換えて書いている。体験したことしか書けないなら、男同士を書くしかないだろう。

　つまり、実体験が不可欠だというのは思い込みにすぎないのだ。

　受け入れてしまった中溝にも非はある。なんとかして書かせなければという焦りもあったし、しょせんは男同士だからややこしいことにはならないという軽い気持ちもあった。

　書くことしか頭にない恭司は、幸か不幸か中溝と触れ合うことにまったく屈託がないようだが──中溝はどうもヤバい。

　仕事だからと言ってそこまでしていいのかとか、恭司自身を担当作家に対するのとは別の妙な目で見てしまうとか。いや、性欲の対象とか、そんな大げさなものではないが、恭司の身体や反応には関心がある。

　実際、次の打ち合わせをしなければと思ったときには、また「相談」を持ちかけられるのだろうと期待含みで思ったくらいだし。

　タイミングも悪かった。そっち方面にご無沙汰だったから。身近で向こうから飛び込んでくるような状況を、つい安易に受け入れてしまったのだ。

　今さらながら恭司がここまでウブで無む垢くだとわかり、仕事だからという言いわけは通用しなくなってきた。というか、中溝ができない。

　作家と編集としてこれからもつきあっていくにしても、そういう関わりが途絶えたときにも、肉体関係があったという事実は──。

　よくねえよ、うん。

　これはお互いのためでもあると心の中で納得していると、恨みがましくこちらを見つめる恭司と目が合った。

「でも俺、他の人なんて誰も……」

「そんなことねえだろ。おまえならちょっと積極的になれば、いくらだって相手が見つかるって。大学にだっていっぱい女子がいるじゃん。どうせ実際に体験するなら、ちゃんと恋愛込みで女の子と──」

「無理です！」

　中溝の言葉を遮って、恭司は声を上げた。

「無理って……」

　予想外に激しい反発に、中溝は慌てる。

「そんなに大そうなことじゃないって。そりゃ、最初は緊張するかもだけど、誰だって初めは初心者──」

「そう言って避けてるんでしょ！　中溝さん、本当は嫌なんだ……俺、必死なのに……協力してくれるって言ったのに……」

「いや、だから俺はよかれと思って忠告を──」

　ばかじゃねえの、こいつ。嫌だなんてこれっぽっちも思ってねえよ。むしろ逆だから困ってんじゃねえか。野郎だっておまえみたいな据え膳ならなあ、がつがつ食っちまうっての。

　それはまずいと思っているからこその配慮だというのに、どうしてそう斜め上の思考になるのか。

「こんなこと、中溝さん以外の人に頼めません」

「う……それは……だから恋愛もしてって言っただろ」

「恋愛ってしようと思ってするもんじゃないでしょ」

「……したことないくせに、わかったような口をきくんじゃねえよ……」

「なんですか？」

「なんでもないです」

　──けっきょく、「相談」については平行線で終わった。第二弾をせっつかれている中溝としては、あまり強いことを言って恭司にへそを曲げられては困るのだ。

　俺が考えすぎなのか……？

　自分が保守的な人間だと思ったことはなかったが、案外まともで面白みがないのではとまで感じてしまう。

　それに比べて恭司は、書くためならなんでもやるという肝だけは据わっている。そこまで考えていないとも言えるが。

　まあ、言うだけのことは言ったし、本人がそれでもいいならかまわないとするか。

　しかしこんなことをしていると、プライベートの充実が遠のきそうだ。恭司を相手にしていると、どうしても女子に対する意気込みが削そがれていく。せっかくはるかとのパイプも太くなったように感じていたのに。










　そのはるかから呼び出しを受けたのは、週明けのことだった。いつになく短い間隔での連絡に心が躍ったものの、待ち合わせ場所は社屋ビルの隣のカフェで、社員の利用も多く期待はすぐに消えた。

　案の定、開口一番の台詞は、「対談の打診なんだけど」だった。

「対談って、誰と誰の？」

「楠木先生と橘たちばな伸しん一いち郎ろう先生。橘先生のご指名なの」

「橘……」

　記憶を手繰るまでもなく、橘伸一郎は若手作家の中では売れっ子の部類だ。恭司と同じく緑影新人賞を受賞してデビューした作家で、恭司が二十歳で受賞するまでは最年少受賞のレコードを持っていた。

　もっとも橘はすぐに上じよう梓しした二作目がデビュー作以上に好評で、一気に人気作家の仲間入りを果たし、刊行ペースも売れ行きも順調だ。

「楠木先生は大学の後輩ってことになるし、受賞したときの選考委員でもあったし、縁があると思うのよね」

「ふうん……いいんじゃないの、本人がＯＫなら」

　その足で様子見がてらアパートに赴き、恭司に確認を取ったところ、最初に対談と持ちかけたときには尻込みしていたが、相手が橘だとわかると、一転して食いついてきた。

「俺、『残響』大好きなんです！　あ、本持ってったら、サインしてもらえるでしょうか？」

「あ、ああ……だいじょうぶだろ」

「やった！」

　素直に喜ぶ恭司の姿に、中溝は呆あつ気けにとられたくらいだった。エキセントリックだと思っていたが、けっこうふつうの若者じゃないか。

　というか、なんだかあまり面白くなかった。恭司が仕事以外で、これほど関心を示したのは初めてだったのだ。

「橘先生ってどんな感じですか？　中溝さんは会ったことあります？」

「ねえよ。うちで書く予定もないしな」

　つい口調が素っ気なくなった。それすらも恭司は気づかないようで、浮かれた様子でカレンダーに印をつけている。

　まあ緑影新人賞に応募したくらいだから、書きたい路線はああいった感じなのだろうし、憧れの作家がいてもおかしくない。はるかの言ではないが、大学の同窓ということで、より関心を持っていたとしても頷ける。

　ま、いいけどさ。少しでも箔はくがついて宣伝にもなれば、文句どころかありがたいことだし。

　ふと気づくと、恭司はハンガーラックからクリーニングのビニールがかかったままの服を取り出して、匂いを嗅いでいた。

「なにやってんの？」

「これでいいでしょうか？　入学式のときのスーツしかないんですけど。もう一回クリーニングに出したほうがいいかなあ？　あ、ネクタイとワイシャツどこにやったっけ？　そうだ、靴も」

　まるで初デートにでも臨むような気合いの入り方に、中溝は呆れると同時になぜかむっとする。

「なんだっていいだろ、服なんか」

「なに言ってるんですか！　そういうわけにはいきません。失礼じゃないですか」

　恭司らしくもない常識ぶった口ぶりがますます面白くなくて、中溝は煙草を咥えて火をつける。

　いつもならすかさず灰皿代わりの小皿が差し出されるところだが、今日の恭司は「あー、匂いが移っちゃう」と服のビニールをしっかりかけ直した。

　なんなんだよ。そんなに橘伸一郎がいいのかよ。

「ていうか、おまえ──」

　つい水を差したくなって、煙を吐きながら尋ねる。

「服の心配より、ちゃんと喋れんのか？　こっちは作家とファンの会話が欲しいんじゃねえんだよ。ともに緑影新人賞出身の作家の対談だからな」

「え──」

　恭司の表情が固まり、それから慌てた様子で中溝のそばにしゃがみ込んだ。

「どっ、どうしましょう……ああ、なんか緊張してきた。ねえ、中溝さんっ……」

「知らねえよ。おまえがやるって言ったんだから。もう向こうの担当に返事のメール送っちゃったし。あ、ちなみに向こうの担当は四方田だから」

「えええっ！」

　恭司は目に見えて脅おびえる。そんなにはるかが怖いのか。

「よ、四方田さんには合わせる顔がないです。ていうか、対談なんてホイホイ受けてる場合かって言われ──」

「それはない。打診してきたのは向こうだし」

「でも──」

「悪いと思ってんなら、対談くらい受けてやれよ。ちゃんと対等な作家として受け答えしてな」

「俺と橘先生じゃ、全然対等じゃないです」

「世間にとっちゃ、どっちも作家だよ」

「中溝さーん」

　後から考えればひどく子どもっぽく、私情にまみれた意地悪だったが、自分にすがりついてくる恭司に、悪い気はしなかった。










　そして、対談当日──。

　場所は橘のリクエストで、昨年オープンした外資系ホテルの一室を借りた。

　中溝は恭司の担当ということで、最寄り駅で待ち合わせて案内する手はずだったのだが、改札を出てきた恭司は非常に顔色が悪かった。

「なんかやつれてないか？」

　開口一番そんな台詞が出たくらいだ。

「昨日は食べられないし眠れませんでした……」

「そんなに気にすることかよ。ていうか、そんなんで原稿のほうは進んでんのか？」

「それはそれ、これはこれです」

　隈くまの浮いた顔で言われても安心できないのだが。

　まるで百社くらい面接で落とされた就活中の学生のようだ。遊び心のまったくないネクタイやワイシャツを組み合わせた紺色のスーツと、やけに膨らんだビジネスバッグが、よけいにそんな印象を強める。

「なに入ってんだ、それ？」

　いかにも重そうなバッグを、中溝は歩きながら顎で示した。

「どれにサインしてもらうか迷って……五冊まで絞り込んだんですけど」

「つまり中身はハードカバーか。落としたりぶつけたりすんなよ。凶器だからな」

　道すがら少しでも気が紛れればと、原稿の進捗状況について尋ねたのだが、恭司はやはりそれどころではないらしくあまり言葉は返ってこなかった。豪華で洗練されたホテルのロビーに足を踏み入れてからは、ますます寡黙になり、表情も強こわ張ばってしまった。

「……あの……」

　ふたりきりで乗り込んだエレベーターの中で、恭司がか細く囁く。

　ほら、来た。

　中溝は先回りして答えた。

「今さらナシにはできないから」

「……はい……」

　目当ての部屋の前でドアホンを押す。ドアが開くのを待つ間、恭司の緊張がピークに達したのを見て取って、中溝はその背中を叩いた。

「俺がついてるって」

　はっと恭司が息を吞むのと同時に、ドアが開いた。

　迎えに出てきたのははるかで、恭司の表情から緊張を察したらしく、にこやかに挨拶を交わす。

「先生、ご無沙汰しています。本日はお時間いただいてありがとうございます。さ、どうぞ──」

　はるかは室内に招き入れる間も文庫を読んだ感想を詳しく伝え、それでいくらか恭司も落ち着いてきたようだ。

「──ですから、いつでもご連絡ください。書いていただけるのをお待ちしていますから」

　部屋の中には対談の担当者とカメラマンがいたが、橘の姿はなかった。

「直接いらっしゃるそうで、もう到着すると思うんですが……」

　すみませんと頭を下げたはるかに、恭司は首を振った。

「とんでもない。お待たせしなくてよかったです」

　しかし、予定の時刻を三十分過ぎても橘は現れなかった。はるかがかけた電話にも出ない。

「えっと……楠木先生、先にお飲み物でもいかがですか？」

　対談の担当者でもある『小説緑影』の副編集長、土つち持もちが間を持たせるように、ルームサービスのメニューを差し出してきた。

「あ、ありがとうございます──うわ、高っ……あの、俺、お茶でいいです。えっと、備えつけのやつがありますよね」

　恭司はきょろきょろしながら腰を浮かし、冷蔵庫の上にポットがあるのを見つけたらしくそちらに行こうとする。

「待て。全部こっちで払うやつだから、心配するな」

　中溝はその腕を摑んでソファに引き戻し、恭司の耳元で囁いた。もっとも他の三人にも丸聞こえだっただろう。

「だって、コーヒー一杯千二百円って……俺の一日分の食費より高い──」

「黙って選べよ」

　カメラマンが肩を震わせている。

「楠木先生、フレッシュジュースがお勧めらしいですよ。雑誌で紹介されてました。あ、このワッフルも。せっかくだから味見してみません？」

　はるかがにこやかに勧めると、恭司は気のせいか頰を染めてこくりと頷いた。

「……じゃあ、お任せします」

　なんだそれは。妙に素直じゃないか。

　はるかが『小説緑影』の編集者だからか。それともやはり、女に対しては態度が緩くなるのだろうか。恭司のくせに。

　はるかが受話器を取ったところで、ちょうどドアホンが鳴った。土持が小走りにドアへ向かう。

「橘先生、お待ちしておりました！」

「すみません、遅くなっちゃって。土持さん、お久しぶりです。お元気でしたか？」

　張りのある声が聞こえて、恭司が跳ねるように立ち上がった。

　うわ、緊張してんな……。

「ささ、どうぞ」

　土持に案内されて、橘伸一郎が姿を現した。デビュー八年目、三十歳になる橘は、その著作の人気に加えて、見た目のよさから女性人気が高い。よくコメンテーターとしてテレビに出演し、昨年は自著のドラマ化に際して、チョイ役で俳優デビューも果たした。

　ニットの切り替えがあるライダースジャケットと、真まっ直すぐで長い脚線を強調する細身のボトムをラフに着こなしている。

　そして、なぜかその手には花束。

「おう、はるか。お待たせ。今日はよろしく」

　はるか!?　呼び捨てかよ！

　思わず挨拶も忘れてはるかを振り返ると、はるかのほうも笑みを返している。

「よろしくお願いします。先生、遅いですよ。電話も出ないし、心配したじゃないですか」

「ごめんごめん。お詫わびにこれ──」

　花束ははるかへと手渡された。

　花を買っている暇があったら、早く来いという話だ。

「あ、男性陣にはこれね。このホテルのカフェのクッキー。塩味で旨いんだよ。チーズとかカレーとか」

　橘は中溝たちにひとつずつ小振りの袋を手渡していく。横からはるかが紹介していくのだが、「こんにちは」とか「よろしく」で次に移っていくので、名刺を出す暇もない。

「あ、はるか。俺、コーヒーね」

　またしても呼び捨てにして、橘は最後に恭司にクッキーの袋を手渡した。

　可哀かわい想そうに、恭司は完全に吞まれてしまって、声も出せずに橘を見上げている。

「せ、先生！　彼が本日の対談のお相手の楠木恭司先生です」

　思わず一歩踏み出して紹介した中溝だったが、橘はそれを追い払うように軽く手を振った。

「知ってるよ。こっちが指名したんだから。初めまして、橘です」

　橘に手を差し出され、恭司は我に返ったようにそれを両手で握った。

「おっ、お会いできて光栄です！　橘先生の作品は、全部拝見してます。あの、『残響』が大好きで……いえ、他も素晴らしいんですけど。『友に送るナイフ』とか『坂道の疾走』とか」

「ありがとう。きみの受賞作もよかったよ」

　……えっらそうに……。

　ずいぶんと上から目線だが、橘が選考委員に名を連ねたのは、新人賞出身者が一度はその役を務めるという慣習にすぎない。たまたまその年に恭司が応募しただけだ。
















「選考会では、橘先生べた褒めでしたよね。さ、まあ、お座りになって……録音始めますね」

　土持の誘導でそれぞれ座を占め、対談が始まった。

　大まかなテーマはいくつか挙げてあったのだが、ほぼ橘の喋りで終始進む。場ば馴なれしていることもあるのだろう。

　一方の恭司は、これまでほとんどこういった経験がないし、もともと積極的なタイプでもない。

　こいつが熱弁振るうのなんて、原稿に詰まって疑問をぶつけてくるときくらいだしな。

　しかし今は、橘の言葉を一言一句聞き洩らすまいという勢いで、熱心に耳を傾けて頷いている。ことに橘作品の内容になると目を輝かせて、自分から質問まで投げかけていた。

「──のシーンなんですけど、あれは実体験なんですか？」

「いや、まさか」

　橘はコーヒーを啜すすって笑い飛ばした。

　話題は、三人の恋人との愛と心の葛藤を描いた作品についてだ。誰かを選べない、それぞれを熱愛するひとりの男の心情が、橘の恋愛経験によるものかと、恭司は訊いている。

「俺はこれでも、恋愛に関してはけっこう真面目だから。いや、恋人に対して誠実？　浮気なんて考えられないね」

「そうなんですか……」

　恭司は驚いたように目を瞬いている。

「書くのって、想像することも大事だと思うよ。もちろん、調べられることならできるだけ調べて体験しておいて、損はないけどね」

　深く頷く恭司に、中溝はちょっと引っかかる。やけに素直ではないか。中溝が同じようなことを言ったときには、協力してくれないだのなんだのとむくれたくせに。

　対談も終盤に差しかかって、橘が思い出したように話題にした。

「あ、そうだ。『密室遊戯』読んだよ」

「えっ……」

　恭司が声を上げると同時に、中溝も注目する。

「いやあ、意外だったけど、なかなか面白かった。楠木くんって、ああいうのも書けるんだね。ていうか、けっこう向いてるんじゃない？」

「あ、ありがとうございます。でも、俺なんかまだまだ──」

「そんなことないって。ちょっとどきどきしたもん。色っぽいシーンも、ヒロイン視点なのに女の子の色気が伝わってくるんだよ」

　褒めすぎではないかという気はしたが、中溝としても悪い気はしない。

「あれは実体験？　彼女とのエピソードとか」

　橘としては先ほどのお返しにすぎない問いだったのだろうが、中溝はぎょっとして恭司に視線を移した。

　間違ってもばらすなよ……。

　なにしろ妙なとこで素直なので、つるっと口を滑らさないとも限らない。

「いえ、そんな、とんでもない！　だいたい彼女なんていないです」

　恭司は両手を振って否定する。さすがにそこまで天然ではなかったと、中溝は胸を撫で下ろす。

「またまた。隠さなくたっていいだろ。楠木くん、可愛い顔してるし、モテるに決まってるよ。それにさあ、作家なんかやってると、やたら女の子が食いついてくるじゃない。困るよね、ああいうの。あ、ここはオフレコね」

　それはあんたが、自分から作家だって触れ回って遊んでるからじゃねえのか。そんなんで引っかかる女なんて、そもそもろくなもんじゃねえだろ。

　これまで特に興味もなかったが、対談に立ち会って話を聞くにつれて、橘のことがいけ好かなくなってきた。才能も人気もあるのだろうが、端々ににじみ出る自慢臭が鼻につく。

「でも、本当に想像なの？　リアルだったけどなあ。じゃあ、官能小説向いてるんだよ、やっぱり」

「や、想像なんてできません。実は、協力してくれる人がいて……」

　中溝が再びはっとして目を向けると、なんだか恥じらっているような表情の恭司がいた。心なしか頰が赤い。

「ちょっ……」

「ええっ!?」

　横から聞こえたのははるかの声だ。それがますます中溝を焦らせる。

　こんなところで暴露されたら、揶揄からかわれるだけでは済まない。ドン引きされて、業務問題だ。よくて配置換え、最悪クビか。

　腰を浮かしかけた中溝とはるかを見て、橘はなにを勘違いしたのか「まあまあ」と手のひらを向け、自分は恭司のほうに身を乗り出す。

「なになに、そんな関係の人がいるわけ？　見かけによらないなあ。セフレ？　玄人さん？」

　頼む！　頼むから躱かわせ！　それがお互いのためだ！

　恭司の目がちらりと中溝を見た。さすがに鬼気迫るものを感じ取ったのか、はっきりと首を振る。

「違います。原稿のために協力してくれて……感謝してるんです」

　どっと力が抜けた。

　……あー、焦った……どうなることかと……。

「本当かなあ？　……まあいいや、そういうことにしとこうか」

　橘は顎に手を当てて、にやにやしている。どうでもいいが、下品な男だ。テレビや雑誌を見てキャーキャー言っている女どもに教えてやりたい。

「本当に、協力がなかったらなにも書けませんでした。橘先生からお話を伺って、想像することもしていかなきゃって思うんですけど……」

「いや、官能小説なら、どんどん取材したりしたほうがいい。協力者も利用して。あ、なんなら俺もつきあおうか？　面白いとこ知ってるし」

　それを聞いて、中溝はむっとした。

　自分が行きたいだけじゃねえのかよ？　ていうか、こいつにあんまり変なこと教えんな。

「そうだ、楠木くんなら俺が教えてやってもいいよ、なんて」

「ばっ──」

　思わず中溝は立ち上がってしまい、全員の注目を浴びた。

「あ……いや、あの、ちょっと電話が……」

　上着のポケットから携帯を取り出し、着信をたしかめる振りでごまかす。片眉を上げてドア方向を示すはるかに、肩をすくめて「後でいいよ」と囁いた。

　ったく、なんだって俺が怒られなきゃなんねえんだよ。それもこれも、この野郎がおかしなことを言うから……。

　予定時間を過ぎて、次のスケジュールがあるという橘の言葉で、対談はお開きになった。

　恭司は遠慮がちに本を取り出し、橘からサインをもらっていたが、携帯番号を書き込んだ名刺も受け取って感激している。

「楠木くんのも教えて」

「は、はい」

「いつでも連絡してよ。相談に乗るのも先輩の役目だからさ」

「ありがとうございます！」

　その光景を見ながら、知らず中溝の眉根は寄っていく。

　なんだか橘の態度が引っかかるのは、単に本人を気に食わないからだろうか。

　向こうからリクエストしてきたくらいだから、恭司に関心はあるのだろうが、それにしてもかまいすぎのように見えるのだ。

　橘の性格からして、面倒見のいい先輩を演出したいのかもしれない。対外的なアピールも含めて。

　実際に恭司の面倒を見てくれるというなら、むしろ歓迎するところだ。同業の知り合いができるのは、悪いことではない。編集では踏み込めない、仲間内ならではの話題というものもあるだろう。

　なにより、俺の出番も減る──そう思ったところで、恭司に振り回されている感はあるが、それを負担だとか嫌だとかは思っていないことに気づいた。

　むしろ、手が離れていくかもしれないことが、なんだか拍子抜けするような寂しいような。

　いやいや、それはないだろ。そこまでべったりになってどうするよ？

　そう打ち消してみたものの、やはりなにかが喉につかえたような感じは消えなかった。










　校了でしばらく間が空いた後、出来上がったところまでの原稿データを恭司に送らせたところ、しかしというかやはりというか、臨場感の足りないノリの悪いものが届いた。

　気になったのは、ヒロインの勤める風俗店での業務の描写だった。エロシーン込みなのだが、色気不足で噓うそくさいのはともかく、業務内容もなんだか通り一遍で面白くない。

　インターネット等で情報は仕入れているのだろうが、あちこちから引っ張ってきた感が強く、統一感がない。

　まあ、行ったことないんだろうし、こんなもんか。

　しかし作品としては、こんなもので済ませるわけにはいかない。

　というわけで、中溝は恭司を呼び出した。

「体験ツアー」

「えええっ、いっ、いいです！」

　待ち合わせた駅のカフェで、両手を振って拒む恭司に、中溝はテーブルに身を乗り出して凄すごんでみせた。

「いいなんて言う資格はねえんだよ。あんな原稿じゃ話にならん」

「でも、お金払ってそんなこと──」

「そんなことする仕事のヒロインを書くんだろ？」

「う……」

　言葉に詰まった恭司は、次にはっとしたように口を開く。

「お金！　そうだ、お金がありません」

「心配するな」

　中溝は上着のポケットを叩いた。

「ちゃんと用意してある」

「えっ、経費で落ちるんですか？」

「ばあか。そんな領収書出したら、経理部に呼び出し喰くらうわ。ていうか、落ちるとしても出したくねえよ。俺の奢り」

「中溝さんの？」

「奮発して吉原だぞ。ありがたく思え」

　それでも躊躇う恭司に、中溝はダメ出しをする。たぶんこれがいちばん効く。

「取材だよ、取材。あのな、店の描写とか、なってなかったぞ」

　恭司は思いがけないことを指摘されたという顔になったが、瞬時に食いついてきた。

「えっ、そうですか？　かなり調べたつもりなんですけど」

「おおかたネットの体験記でも読み漁あさったんだろ。あんなのいくら読んでもだめだって。自分の目でたしかめりゃ、一目瞭然だろうが。それを踏まえて、おまえの表現だの設定だので書けよ。それが想像する部分」

「そっか……」

　ようやく納得したらしく、小首を傾げて頷いている。

　どさくさ感は否めないが、ついでに筆おろししてもらえば、女のよさにも目覚めるだろう。彼女たちは仕事と割り切って、しかしそれを気取らせずにどんなリクエストにも応えてくれるだろうから、恭司の求める「相談」にはうってつけだ。きっと描写の幅も広がる。

　そうだ。さっさとそうすればよかったのだ。なにも中溝がいつまでも相手をする必要などない。

　なんとなく引っかかることがあるとすれば、この経験によって中溝としたことを比べられ、確実に女のほうがいいと思われることだろうか。

　そう思って、中溝ははたと気づく。

　……関係ねえだろ。俺だって、仕事として相手したんだし。なんで負けたら悔しいとか思ってんの？

　ゲイでもない男なら、女のほうがよくて当たり前だ。

　都内にソープ街は数あれど、やはり現代でも吉原は別格だ。

　名店といわれる店が軒を連ねる通りを、恭司と連れ立って進む。取材のひと言にエンジンがかかったらしく、ずっときょろきょろしていて、たびたび足が止まるのを引っ張るようにして目当ての店のドアを潜くぐった。

「吉原でも五指に入る人気店で、嬢も粒ぞろい」

　そう囁くと、恭司はちらりと中溝を見上げた。

「……よく来るんですか？」

「そんな贅ぜい沢たくできるかよ」

　曖昧に答えたが、実は一度だけ訪れたことがある。なんの気なしに買った宝くじが十万円当たって、それを使った。あぶく銭はあぶくで使うと、洒落しやれた気になって。

　午後の早い時間の予約を取ったこともあり、人気のあるソープ嬢がつかまった。フロントで手続きを済ませた後は、それぞれ別の待合室へと案内される。

「ええっ、別なんですか？」

　恭司が情けない顔で振り返るので、中溝は思わず苦笑して追い払う。

「ばっか、３Ｐなんて生意気なんだよ」

　それでも不安そうな恭司が可愛かった。

　あー、もったいねえ。

　ふと浮かんだ言葉を慌てて打ち消す。なんだ、それは。

　中溝の相手をしてくれたのは、前回と同じソープ嬢だった。出勤しているのに気づいてつい指名したのだが、

「憶えてますよ。お久しぶりですねえ」

　さすがに一流店のソープ嬢は、こういうところからしてすごい。

「ほんとに憶えてる？　来たの二年近く前だけど」

「ふふ。イケメンファイルに記憶されてました」

　服を脱がせてくれながら、心地よくプライドをくすぐってくれる。

「今日は連れがいるんだ」

「あ、レナちゃんのお客さんですね。ラッキーですよ。あの子、最近すごく人気なので」

　仕事仲間とはいえライバルでもあるわけで、それを褒められるところががつがつしていなくていい。

　ふだんと違って奉仕される一方の行為は気楽で、もちろんテクニックも素晴らしく、久しぶりの柔らかな感触を愉しんだのだが──。

　やたら恭司の顔がちらつく。追い払っても、気づけば彼女と恭司を比べていたり、今ごろどうしているのかと想像したり。

　休憩を挟んで飲み物をもらった後、手を伸ばしてきたソープ嬢をやんわりと押しとどめた。

「ありがと、もういいよ」

「まだ時間ありますけど」

「うん、だらだらしてよう。ごめんね、見かけによらず年寄りでさ」

「またまたー」

　とても気持ちよくはあったのだが、一度出してしまったせいもあってか、それなりにあったムラムラ感はすっかり消え失うせていた。

　正直なところを言えば、一刻も早く帰りたい気分になっている。帰りたいというか、恭司に会いたいというか。

　いや、それは気になってるからなんだけど。首尾よく脱童貞したのかどうか。連れてきた手前、当然だろ。

　ソープ嬢ととりとめのない会話をしながら、すぱすぱと煙草を吹かして時間が経つのを待った。

　個室を出てフロントに向かうと、従業員に微妙な表情で迎えられた。

「お連れさまがそちらでお待ちです」

「えっ、もう？」

　中溝は時計をたしかめ、待合室のドアを振り返る。自分だって早めに出てきたのに、それより早かったのか。不首尾があったのだろうか。

　スタッフがドアに向かって呼びかけると、恭司が飛び出してきた。

「中溝さんっ……」

「うおっ」

　抱きつかれそうな勢いで突進されたのを両手で押し返し、とにかく店を出る。すると恭司は、すたすたと歩き出した。

　なんなんだ、この反応は。喜んでいるのかそうでないのか。もしかして照れているのかと、無理やり顔を覗き込むことはせずに後を追う。

　しかし一向に恭司の歩みが緩まないので、浅草の街並みが見えてきたところで声をかけた。

「おい！　待てって」

　数歩先にいた恭司は、唐突に立ち止まる。そして恨めしそうに中溝を振り返った。

　うわ……これは失敗か？

　初体験がうまくいかないというのはよくある話だが、中溝は先回りして、店側にその旨をこっそり伝えておいた。「レナちゃん」とやらは人気嬢らしいから、その辺もうまく誘導してくれるだろうと期待していたのだが。

「……いや、まあ、気にすんな。なんだったらリベンジしても──」

「もういいです。ちゃんと取材して、中溝さんを待ってる間にメモも取りましたから」

　恭司はバッグからノートを取り出して、中溝の眼前に突きつける。

「は……？　あ……ああ、そう」

　メモって……つうか、取材ノート持参かよ。

「やっぱり実際に行ってみて、本やネットの情報ではわからなかったことが、いっぱいあったのがわかりました。ありがとうございます」

　律儀に頭を下げてくる。礼を言われているのだろうが、それにしてはなぜそんなに睨んでくるのか。

「……いや、収穫があったならなにより。でも、なんか怒ってないか？　おまえ」

　恭司から妙な迫力を感じて、中溝は遠慮がちに尋ねた。

「……中溝さんがなかなか出てこないから……」

「え？　そこ？　そう言うけど、俺だって早めに切り上げてきたんだぞ。おまえが早すぎたんじゃねえの？　ふつう初めてだったら、時間いっぱい粘るだろ」

「ひととおり全部教えてもらいました！　質問もしたし」

　なんだか話が微妙に嚙み合わない。

「いや、それもそうだけど、今、俺が言ってるのは個室の様子とかサービスのシステムメニューじゃなくて、純粋にそれを体験した感想なんだけど」

「それはっ……」

　恭司の視線が泳ぐ。ああ、やはりうまくできなかったのかと思って、中溝は恭司の肩を叩いた。

「ま、そういうこともあるさ。緊張しただけだって。次はちゃんとやれるから落ち込むな」

「なにがですかっ！」

　そう言いながら手荒く手を払われて、中溝はむっとする。人が慰めているのに、その態度はないだろう。だからつい、ずばりと言ってしまう。

「失敗したからって、俺に当たるなよ」

「失敗？　失敗なんかしてません！」

「はあ？　噓だね。じゃあ、なんで感想がないんだよ？　どうせそのノートにも書いてないんだろ」

「できなかっただけです！」

　できなかった？　つまり、勃たなかったということか？

「同じことだろが。失敗以前だ」

　だいたいいくら払ったと思ってんだ──という台詞はさすがにセコいので控える。中溝にしても、半分は無駄にしたようなものだし。

　背中を向けて歩き出した恭司を、慌てて追いかける。

　いかんいかん。本人がいちばんショックだよな。だからおかしな言いわけをしてるわけで。

　男としてデリケートな問題なのだから、そのあたりを突くのはもうやめよう。書く気力までなくされたりしたら、大事だ。

「とにかく気にするなよ。なんだったらリベンジに連れてってやるし。今日みたいな高級店ってわけにはいかないけど、ちゃんと奢るからさ。それにほら、カジュアルな店のほうが気が楽だし──」

「ソープランドなんか、もう行きません！」

「ばっ、声がでかい……」

　往来でなにを叫ぶのかと、中溝は恭司を引きずるようにして、路地へ連れ込んだ。

「なんなんだよ、おまえは」

「行かないって言っただけです」

　恭司は視線を合わそうともせずに、宙を睨んでいる。

　だめだ、これは。完全にへそを曲げている。

「できないんだから、行っても無駄でしょ」

「悪かったよ。俺が言いすぎた。次はちゃんとできるって」

「……中溝さんじゃないと」

　どう言ったらフォローになるのだろうと言葉を探していた中溝は、耳を通りすぎた言葉に、しばらくして気づく。

「……え？」

　こいつ、なんて言った……？

　恭司はおもむろに中溝を見上げ、それから不安そうに眉を寄せて俯いた。

「中溝さんじゃないとだめなのかも……」

　──なんだって？

「……いや、おまえ……それは……」

　どういう意味なのだろう。まさか、中溝のことを好きだとか、そういうことなのか？

　心音が速度を上げていく。

　こいつが、俺を……？

　下を向いた恭司の睫毛が小さく震えているのを見て、思わず手が伸びそうになったのを、すんでのところで押しとどめる。

　落ち着け。よく考えろ。

　べつに恭司は告白したわけではない。ソープ嬢と行為に及べなかった、中溝とはあれこれやっているという事実から、中溝と以外はできないのではと思ったにすぎないのだ。そこにはたしかな根拠などなく、単なる想像だ。あるいは思い込みだ。

　……そうだよ。だって、おかしいだろ。

　自分に言い聞かせるうちに、鼓動がどうにか治まってくる。

　中溝とは、一度目はあれよあれよという間にことに及んでしまったわけで、しかもどちらかといえば恭司は受け身だった。できるとかできないとか考える暇もなく、他人の手で与えられる快感に捕まってしまったようなものだ。

　二度目こそ恭司から仕掛けられたが、あのときの恭司はそれまでずっとオモチャをしゃぶって行き詰まっていた。とても平常心ではなかった。

　なにより、どちらも仕事のためという大前提があっての行動だ。つまり、実際にやっていたことはどうでも、そこに色恋の感情など入り込む余地はない。

　その証拠に、恭司は終わればあっさりしたものだったし、一刻も早く仕事に取りかかりたがった。

　そういうことなのだ。中溝でなければだめだという言葉に、ドギマギするような意味などまったく含まれていない。

　強いて言えば、原稿の資料として実地指導を受けるなら、その相手は中溝に頼む、ということだろう。

　中溝は目の前のつむじを眺め、やがて小振りな頭をぽんぽんと叩いた。

　……ま、いいけどね。

　胸の中で呟いて、なにがいいのだろうとすぐに思う。

　今後も実地指導をすることか。それがまずいと感じたから、他に目を向けるように恭司を促したり、いっそ経験してしまえとソープランドに連れてきたりしたのではなかったか。

　でも、「中溝さんじゃなきゃだめ」なんて言われると、無下にはできないっていうか、正直悪い気はしないっていうか……いや、そういう意味じゃないってわかってるよ。つうか、俺だってそうだし。

　しかし恭司にとっては純粋に仕事のためでしかないなら、あまり気にしたりこだわったりすることもないのではないかと、思い直してきた。

　なんかブレブレだな……。

「とにかく、お疲れさん」

　中溝は恭司の肩を押して、賑わう通りへと戻った。










　今後も恭司から助けを求められたときには応じようと密ひそかに決めて、それから一週間ほどを過ごしたが、幸か不幸か連絡はなかった。

　まあ、ソープランドについてはじっくり取材したようだったから、それでけっこう筆がノっているのかもしれない。

　それにしてもすごかったな、あのノートは。

　帰り際に食事しながら見せてもらったのだが、接客のタイムテーブルやら店内図、個室の備品の名称やイラストはもちろんのこと、ソープ嬢らの待機中の過ごし方や、男性従業員の仕事まで聞き込んであった。

　サービスの内容にもこと細かく記載があって、どうやらひととおり体験してはいるようだ。

　それでもできなかったと言い張るのだから、なんと言うか、恭司本人にもソープ嬢にも気の毒なことではある。

　そう思いながらも一方で、なんとなくプライドがくすぐられてしまう。

　俺じゃなきゃだめだって言うんだから……ったく、しょうがねえな。

「なにニヤニヤしてんですか、キモい。そんなに残業が楽しいんですか？　金曜の夜だってのに」

　向かいの席で原稿を読んでいた後輩に胡う散さん臭くさそうな目つきを向けられて、中溝は咳払いをした。

「ニヤニヤなんかしてねえ。くしゃみが出そうだったんだよ」

「えっ、風邪なんかひかないでくださいよ。あー、移される前に帰ろっかなー」

「帰れ帰れ。帰って、ひとり寂しく週末を過ごせ。おっ、こんな時間か。さーて、俺もそろそろ──」

　パソコンの電源を切ろうとしたところに、携帯が着信のライトを点ともす。

　おっ……おお……？

　てっきり恭司かと思ったのだが、ディスプレイには違う名前が浮かび上がっていた。はるかだ。

「はいはい、お疲れ」

『中溝？　今、どこ？』

「会社だけど」

『あ、よかった。あたしもなんだ。時間ある？』

　先日の橘と恭司の対談の件だろうか。あるいは、緑影社での恭司の仕事が再開できるとか。

「帰ろうと思ってたとこだから、いいよ。隣のカフェに行くわ」

　社屋ビルの隣にあるカフェは社員たちの行きつけで、いつ行っても誰かしらと鉢合わせする。

『なんでよ。仕事じゃあるまいし』

「え……？」

　それはまあ、仕事抜きの飲みや食事が、これまでになかったわけではない。しかしあえて仕事抜きでと誘われたのは初めてで、中溝はどきりとして押し黙る。

『……なによ。仕事抜きじゃ嫌なの？』

　拗すねたような口調に、慌てて首を振る。そんなことをしても電話では伝わらないと気づいて、「いやいや」と返した。

　帰り支度を済ませた後輩が、興味を引かれたように振り返って立ち止まっているのを、手を振って追い払う。

「もちろんＯＫだって。どこ行く？」

　会社の最寄り駅で落ち合ったはるかがリクエストしたのは、青山にあるこぢんまりとした洋食屋だった。

　……たまたま、か……？

　これまでにはるかと行ったところといえば、会社界かい隈わいのカフェか居酒屋、じっくり話をするときには件のイタリアンバールで、青山なんて場所には足を踏み入れたことがない。

　そして今日のはるかは、スカートを穿はいている。冬は冷えると口にして憚はばからず、パンツ一辺倒なのに。

　スーツのタイトスカートは目にしたことがあるが、こんなヒラヒラした薄くて柔らかそうな生地のものを身に着けているのは見たことがない。

　トップスもふわふわとした半袖のニットで、襟ぐりが大きく開いている。デコルテの白さが目に眩まぶしい。

　自重しようと思っても、男の性さがで目が行ってしまうのを、無理やり視界から外すようにした。

　しかし、はるかにはお見通しだったらしく、

「目が泳いでるわよ」

　と指摘された。思わず俯いてメニューを繰る。

「……そりゃしょうがないだろ。どうしたんだよ、今日は。ずいぶん女子力高いじゃん。なんかあったの？」

「中溝とデートだから」

　ページを捲めくる手が止まった中溝の耳に、続けて

「……なんちゃって」

　と飛び込んできたが、まったく落ち着かない。明らかに茶化す声音ではなかったからだ。

　そっと目を上げると、はるかもまたメニューを眺めている。その口だけが動いた。

「あたしだって、たまにはおしゃれしたい気分になるわよ。ま、見せる相手がいないから、中溝に見せとこうかなってとこ」

「……あ、そう……そういうことね」

「そうそう」

　……ほんとにそうか？　そうなのか？

　期待込みの印象ではあるが、言葉のとおりではない気がする。知り合って五年のつきあいだ。同僚相手に、しかもこれまで酔っ払った醜態も見せている中溝相手に、めかし込むような手間をかけるはるかではない。

　少なくともなにかしらの意図がある──と思いたい。

　だってそうだろ。今、気づいたけど、この店カップルばっかりじゃん。

　これまでのはるかは、どちらかというとそういう雰囲気の店よりも、賑やかで気取らないところを好んでいた。

　しかしはるかが否定する以上は、突っ込まないほうがいいのだろう。もしかしたら今が肝心なのかもしれない。長年の腐れ縁が、男女の仲に発展するか否か──。

　中溝としては、密かにはるかを狙ってもいた。ただ、同期としての彼女も気に入っていたので、妙に色気を出して引かれてしまうのも惜しかった。

　鳴くまで待とうの家康よろしく、さりげなく振る舞ってきたが、ついにはるかがさえずる気になったのかもしれない。なにがきっかけなのかは、さっぱり思い当たらなかったけれど。

　あ……あれか。あいつがエロ小説とはいえ売れたからか？

　それもはるかが寄ってくるかもと期待して請け負ったのだったと、すっかり忘れていたことを思い出す。あまりに手間のかかる作家だったので、編集魂が刺激されて、そっちに夢中になっていた。

　注文を済ませたところで、はるかは軽く睨むように小首を傾げた。

「で、どうなのよ？　それだけ？」

「な、なにが？」

「女子力高いって感想だけじゃ、張り合いがないんですけど」

「え──と……」

　……ほらほら、やっぱそうだろ！

　中溝のこめかみにじわりと汗がにじむ。

　はるかは服装の感想なんて、一度だって欲しがりはしなかった。中溝がどう思っていようと自分がいいならいい、むしろ言われる筋合いはない、というのがこれまでのスタンスだった。

　しかし依然としてそ知らぬ態度なのもたしかで、だから中溝としてはこの微妙なラインを自分のほうから崩すわけにはいかない。女性というのは面倒──いや、デリケートだ。

「や、似合ってるよ。ていうか、見とれました」

「ほんとに？」

「うん、さすがミス第二文芸──あ、乾杯しようか」

　グラスワインが運ばれてきたので、中溝はそそくさとグラスを手にした。

「四方田の美貌に」

「噓くさいなあ」

　そう返しながらも、まんざらでもない顔でワインを口にする。

「いや、相手が俺で悪いね。ていうか、わかってたらもう少しいい服着てくるんだったな」

「それは次の機会に」

　次の機会、ね……。

　ということは、これからもデートもどきを続ける気でいるのだろう。それが本物のデートにスライドしていくかどうかは、互い次第というところか。

　まあ知り合ってずいぶん経つし、今さらいきなり盛り上がるようなものではないのだろう。

　なんにせよ、これはアプローチとみなしてもいいアクションだと思う。

　けど、それにしては……。

　見栄えよく盛りつけられたオードブルをつまみながら、中溝は内心首を傾げた。

　さほど浮かれた気分にならないのはなぜなのだろう。はるかをいいと思い、あわよくばつきあいたいと思っていたのはたしかなのに、それが現実になるかもしれないにしては、我ながらずいぶんと冷静だ。

　彼女に対する気持ちがなくなったわけではない。恭司の件を相談されて引き受けたのも、下心があってのことだったし、今しがたも予想外の態度にどきどきしたくらいだ。

　ただ、どうもそうらしいと気づいてからは、妙に落ち着いてしまった。

　そう、きっとあれだ。まだ実感がないっていうか……。

　実際になにがどう変わったわけでもないし、はるかがはっきりと示さない限りは、中溝だってそれらしい態度を取るわけにもいかないわけで──そういうことなのだろう。

　というわけで、いつもと変わらずとりとめのない話をしながら、食事を進めた。料理をシェアするのもいつものことだ。

「あ、そうだ。対談の原稿まとまったから中溝のところにも送るって、土持さんが言ってたよ」

「ああ、了解。特にまずいことは言ってなかったけどな」

　たびたびぎくりとはしたが、表向きはセーフだったはずだ。というよりも、ほとんど橘が喋っていた。

　はるかが思い出したように笑う。

「楠木先生、ほんとに橘先生のファンなんだね。サインしてもらった本抱きしめて、可愛かったな」

「そんなにいい作家か？　橘って」

　作品にピンと来ない上に、やたら恭司をかまっていたのが気に入らず、ついそんな呟きを洩らした中溝は、はるかに窘たしなめられる。

「編集がそんなこと言うもんじゃないでしょ」

「そうだけど……」

「少なくとも楠木先生とは比べられないくらい、世間的には評価されてるわよ」

「その言い方もどうなんだ。ていうか、比べてもしょうがないだろ。キャリアが違うんだし」

　それには答えず、はるかは声のトーンを落とした。

「最近は売り上げ落ちてきてるけどね」

「そうなのか？」

「うちで出した最新刊は、これまででいちばん低いかな。でもまあ、売れる本以外は売れないってのが、今の世の中だから──あ、デザートどうする？　あたしクレームブリュレ食べたいなー。あー、でもタルトタタンもいいな」

「ひとつずつ頼めば？　そのわりには余裕ありそうだけどな。何日か前にもテレビに出てたぞ」

「そうなのよね。メディア露出は増える一方。でも内心焦ってるから、そうやって売れてる自分を演出してるのかもとも思うんだけど」

　対談もその一端だったのだろうかと中溝が思っていると、上着のポケットで携帯が震えた。

「あ……噂うわさをすれば、だ」

「楠木先生？」

「ああ、ちょっと出てくる」

　席を立って化粧室のほうへ移動しながら、なんとなく心が浮き立っているのを感じた。今からなら充分電車で行ける。

「はい、もしもし？」

　ＳＯＳの声が聞こえるだろうと踏んではいたが、電話の向こうは無言だった。よほど行き詰まっているのだろうか。

「もしもし？　おい？」

　やはり返事がない。雑音は聞こえるのだが、もしかしてこちらの声が届いていないのだろうか。

　でも、それなら呼びかけくらいありそうだけどな……。

　しかたがないので切ってかけ直そうとしたときに、遠く女のはしゃぐ声がした。

『もうー、だめじゃない。ほら、こっちも脱いでー』

　──なに!?

　どういうことだと、中溝は携帯を握りしめて耳に強く押し当てた。

『やっ……ちょっと……』

「恭司っ……」

　思わず呼んだが、返ってきたのは別な女の笑い声と、男の声だった。

『だめだろ。優しくしなきゃ』

　え……？　この声って、もしかして……。

　橘の甘いマスクが脳裏に浮かぶ。

　……他に橘と、女がふたり……？

　それで、どういう状況なのだ。脱げというのは恭司に言っているのか。どう考えてもそうだ。

　鼓動がどかどかと胸を叩き、背中にどっと汗が噴き出してくる。

　そういえば対談のときに橘は、恭司が協力者を得て濡れ場を書いていると知って、自分が手伝うとかなんとか言っていた。いつでも連絡してほしいと、携帯の番号まで交換してもいた。

　でも、あいつは俺じゃなきゃだめだって……。

　いくら憧れの相手に優しい言葉をかけられたからといって、橘に相談を持ちかけるはずがない──と思いはするのだが……。

『やめてください……』

　脅えたような恭司の声に、中溝ははっとする。

　なにがどうなってそういう事態になっているにしても、とにかく恭司にとって本意でないことは、声からして明らかだ。

　ならば中溝がするべきことは、今すぐにでも助けに向かうことで──。

　でも、どこにいるんだよ……？

　焦りすぎて思考が停止している。切るに切れない携帯を片手に、名刺フォルダーを取り出し、橘の住所をたしかめようとした。

「ねえ、デザート頼んだけど」

　中溝が戻ってこないものだから、はるかが化粧室を利用しがてらやってきた。

「あっ、四方田！　そうだ、橘の家、どこだ？」

「橘先生？　なんで急に──」

「恭司が一緒にいる！」

　呼び捨てにしたと後で気づいたが、そんなことはどうでもいい。

「ちょ、中溝声が大きい。え……？　恭司って、楠木先生よね？　なんで橘先生と？　どこに？」

「それを訊いてんだよ！」

　らちが明かないので、中溝ははるかの耳に携帯を押しつけた。怪け訝げんな顔で中溝を見返していたはるかも、声が聞こえたらしく目を見開く。

「橘先生、って言っていた……楠木先生の声だわ。どういうことなの、これ……まずいわよ」

「んなことはわかってる！」

「静かにして！」

　はるかは中溝の腕を摑んで揺さぶると、自分の携帯を取り出して、電話をかけ始めた。中溝は押し問答の繰り返しが聞こえてくる自分の携帯に意識を集中しながらも、はるかの様子を窺う。

「……出ないわ。自宅電話のほうにかけてるんだけど」

「じゃあケータイは？」

　なんでもいいから、早く繫がってくれと祈る。

　……あの野郎、あいつになんかしてみろ。ただじゃおかねえ。

「──あっ、橘先生ですか？」

　はるかが顔を上げ、中溝に向かって合図をする。

　──出た！

　中溝ははるかの携帯に反対側から耳を寄せる。

「夜分に申しわけありません。あ、先日はありがとうございました。えっと……実は近くまで来たので、お礼かたがたご挨拶に伺おうかと──あ……そうですか。お客さまがいらっしゃる──」

　遠く橘の声する。こころなしか迷惑そうだ。

　ふざけんな。こっちは迷惑どころの話じゃねえんだよっ。

　今にも携帯を奪い取って怒鳴りつけたいのをこらえて、中溝は奥歯を嚙みしめる。自分の携帯のほうは、依然として攻防が続いているようだ。

「そうですか。はい、わかりました。ではまた日を改めて──はい、失礼いたしま──あ……切れた」

　なによ、と呟きながら中溝に向き直ったはるかは、困惑の表情になる。

「どうしよう。断られちゃった」

「引き下がれるか。押しかけてやる。どこだよ、奴の家は？」

「代々木だけど、ほんとに行く気？　開けてくれるかどうかわからないわよ」

「開けるまで騒ぐ」

　そうだ。恭司は嫌がっている。この状況で中溝の携帯を鳴らしたのも、きっと救いを求めてのことだ。それを、どうして放置するなんてできるだろう。

「ちょっと。なるべく穏便に頼むわ。大事な担当作家なんだから」

　そう言ったはるかを、中溝はかつてない鋭さで睨んだ。

「それはこっちも同じことだ。俺の担当作家だからな。おまえだって、まだあいつの担当だろ？」

　はるかははっとしたように息を吞むと、踵きびすを返した。店のスタッフにデザートのキャンセルと会計を伝えているようだ。

　中溝は先に表に出て、タクシーを止めた。










　週末の夜とあって、タクシーは捕まっても道路は渋滞していた。中溝は半ば脅す口調でタクシーのドライバーを急かし、代々木にある橘のマンションへと向かった。

　はるかも一緒だ。タクシーが走り出す直前に乗り込んできて、「詳しい場所知らないでしょ」とドライバーに住所を告げた。

　代々木公園が目と鼻の先という好立地に建つマンションは、予想していたほど高級でも巨大でもなかった。

　それでも中溝の住まいと比べれば、家賃は三、四倍するだろう。恭司のアパートとなら、あらゆる点で比べものにならない。

　エントランスのオートロックで立ち止まり、はるかと顔を見合わせる。

「チャイムを鳴らしても、開けてくれるかどうかは微妙ね」

「どっか忍び込めるとこないのか？」

　辺りを見回す中溝の腕を、ふいにはるかが引き寄せた。

「なん──」

　エントランスの内側から靴音が近づいてくる。タイミングよく、誰かが出てくるらしい。

　エントランスフロアの隅に移動したはるかは、中溝の手を握って振り回した。

「今日は楽しかったわ。送ってくれてありがとう」

「あ……」

　中溝とはるかの姿に目を留めた住人は、すぐに視線を外して横をすり抜けていく。すかさずはるかの手が、オートロックのドアを摑んだ。

　住人の後姿が見えなくなったのをたしかめて、ふたり揃ってドアを抜ける。

「いきなりなにかと思った」

　動き出したエレベーターの中で、中溝は感心の眼まな差ざしをはるかに向けた。

「怪しまれるわけにはいかないでしょ。あ、着くわよ」

　四階の角部屋の前で、はるかがドアホンを押す。二回、三回。

「くっそ、出ねえ」

　中溝が直接ドアを叩こうと拳を振り上げたところに、「はい？」と不機嫌そうな声がスピーカーから流れる。

「あっ、緑影社の四方田です！　申しわけありません、先生」

『……なんだよ。客がいるって言っただろ』

「はい、それは承知なんですけど、どうしてもちょっとお話がしたくて、というか先生にお会いしたくて」

　はるかの声がいつもより高い。ついでに妙に語尾が上がっている。これを可愛いと取るかどうか──中溝的にはむしろ逆効果だ。

　しかし橘にはＯＫだったらしい。

『いっつも素っ気ないのに、どうしたんだ？』

　明らかに声音が変わった。

「え、そうですかあ？　そんなことないですよー。たぶんいつもは緊張してるからだと──あ、今もすごく緊張してるんですけど、思いきって来ちゃいました。あの、ちょっとでいいので、会えませんか？　お土産だけでも渡したいので」

『しょうがないな』

　通話が切れ、中溝ははるかの肩を叩く。

「よくやった」

　ドアが開いたと同時に飛び込むつもりで、靴も脱ぎかけてタイミングを待つ。鍵を開ける音がして、ノブが回った。

「中には入れられないけど──うわあっ……」

　思いきり引いた勢いで、橘がドアから飛び出してくる。

「なっ、なん──」

「どけっ！」

「すみません先生、お土産入ります！」

「ちょっ……」

　橘を押しのけるようにして玄関に上がり込み、一気に廊下を進む。幸いにも間取りは２ＬＤＫ程度で、ふたつ目のドアに目的地はあった。

　が──。

「……っ……」

「……わ……」

　ドア口で中溝とはるかは立ち尽くす。

　ダブルベッドと気取ったソファが置かれた部屋には、三人の人間がいた。化粧は濃いが二十歳そこそこくらいの女がふたり。グラビア写真で見るようなランジェリー姿は、明らかに風俗のプロだろう。

　そいつらに押さえつけられるようにして、カーペットの上にひっくり返っている恭司は、下着一枚しか身に着けていない。それも尻が半分見えかかっている。

「……な……かみぞさ……」

　こちらに気づいた恭司の泣きそうな顔に、中溝の血圧が一気に上がった。

　電話の様子から予想はしていたが、実際に目の当たりにするとひどいなんてものではない。どう見たって暴行だろう。
















「てめえ──」

「なんなんだ、おまえら！　勝手に……家宅侵入だぞ！」

　中溝の声にかぶって、追ってきた橘が喚わめき立てる。しかし中溝は摑まれた肩を振り払って室内に飛び込むと、女ふたりを突き飛ばすようにして恭司を抱え起こした。

「だいじょうぶか？　なにもされてないか？」

　恭司は目を見開いてこくこくと頷く。しがみついてくる身体から震えが伝わってきて、中溝はどうしようもない怒りに歯嚙みした。

「さ、服着て……」

　中溝が無視しているせいか、橘は矛先をはるかに向ける。

「どういうことなんだ、はるか！　だまし討ちみたいな真似しやがって。おまえみたいなサブ担当、いつだって外せるんだぞ」

「押し入ったことは謝ります。けれど──」

「うるさい、黙れ！　こんな失礼な話があるか。プライベートにずかずか踏み入って──」

「うるせえのはそっちだろ。少し黙れよ」

　恭司の身支度に手を貸していた中溝は、立ち上がって振り返った。遠慮の欠片もなく睨みつけたせいか、橘はびくりとして身構える。

「な……なんだって……？　あ、おまえ、この前の……エロ小説の編集が、偉そうな口をきくな！」

「プライベートなんだろ？　編集だの作家だの関係ねえ。知り合いが無体なことをされて助けを呼んでりゃ、駆けつけて当たり前だ」

　中溝がおもむろに近づくと、橘ははるかの背後へ移動していく。情けない。

「無体だって？　しょ、証拠はあるのかよ？　ただ俺たちは遊んでただけで──なあ、楠木くんっ……」

　名前を呼ばれて、恭司ははっとしたように橘を見たが、すぐに目を伏せる。それを受けて、中溝は携帯をかざした。

「電話がかかってきたんだよ。ここに来てんだから、考えりゃわかるだろ。ついでに言えばまだ繫がりっぱなしで、録音もされてるから」

　橘は脅えたように携帯を凝視し、はるかの肩を揺さぶる。

「は、はるかっ……なんとかしろ！　誤解だ。誤解なんだ。俺はただ、楠木くんの相談に乗ってただけで……」

　苦し紛れのフレーズが、中溝の神経を逆さか撫なでした。

　相談だと……？　こいつの相談を受けるのは、俺なんだよ！

「……とにかく、楠木先生も無事だったし、これでよしとしましょう。中溝、あんたもちょっと言いすぎよ」

「そうか？　俺的には、かなり抑えてるつもりだけど。そうでなきゃ、とっくに二、三発はかましてる」

「や、やめてください、中溝さんっ……」

　振り返ると、恭司が青白い顔で唇を震わせていた。どんなに怖かっただろうと思うと、すんでのところで間に合ったとはいえ、まったくほっとしない。

　恭司がこんな目に遭っている間、自分ははるかとデート気分で楽しんでいたことも、ひどく悔やまれた。

　いやそれよりも、もっとこまめに様子を窺っていれば、こんなことは起きなかったかもしれない。

「──四方田、後は任せる」

　中溝は恭司の肩を抱くようにして、橘のマンションを出た。










　まだ電車は走っていたが、代々木公園前でタクシーを拾い、そのまま中野の恭司のアパートへ向かった。

　恭司は「タクシー代が……」なんてことを呟いていて、そんなことを気にすることまで腹立たしくなる。

　だいたいなにがどうなって、恭司が橘のマンションを訪れ、風俗嬢と戯れることになったのか。

「説明してもらおうか」

　質素この上ない寒々としたアパートの部屋に入るなり、中溝は恭司を目の前に座らせた。

「……お茶を──」

「いらねえよ」

　自分でも驚くほど低い声が出て、恭司を怯おびえさせた。それでも縮こまるように正座し直して、ぽつりぽつりと口を開く。

「……何度か橘先生から電話をもらって……食事とか飲みの誘いだったんですけど、原稿がペースダウンしてたから遠慮して……でも今日は、相談に乗るよって言ってくれて……喋ってるうちに、いい資料があるからって……それで──」

「のこのこ出かけたってわけか」

　そうしたら、橘言うところの資料である女ふたりが登場した、と。

　あまりにも安易だ。橘の誘いも、恭司の引っかかり具合も。

「ばかじゃねえの。行き詰まってたなら、俺に連絡寄こせばいいだろうが」

　吐き捨てるように言って煙草を咥えると、恭司は俯いたままかぶりを振った。

「……だって、自分でなんとかしなきゃって思って……中溝さんだって、いい加減呆れてるでしょ？　協力したくないから、この前だってソープに連れてって……」

「それはっ……実地指導ってなら、これ以上は女を相手にしなきゃ意味がねえってことだろ。なに聞いてたんだ」

　慌てて否定し、忙せわしなく煙草を吹かす。

　それでも恭司が中溝でなければ嫌だと言ったから、こっちはこっちで呼ばれたら応じる心構えでいたというのに。

「だいたいおまえ、俺がだめならあいつって……どういうことだよ？　橘とやる気だったのかよ？」

　思わず口を突いて出た言葉に、中溝自身も首を傾げる。どうして橘と恭司という組み合わせになるのか。現場には女ふたりも用意されていたし、音声のみの情報ではあるが、橘が自ら恭司に手を出した様子はない。

　恭司もまた激しく首を振った。

「まさか。資料を見せてもらうつもりだったんです。そしたら、あの人たちが来て……でも、知りたかったのは出張サービスのことだったから、わざわざ呼んでくれたんだろうなって思って……でも……」

「どうせなら実際体験してみろとか言われて、怖おじ気けづいたわけか。それで俺に電話してきたんだろ？　でもおまえにしちゃ、とっさによく気が回ったな」

「服を脱がされそうになって、電話に気がついて……どうにかボタンは押したけど、シャツと一緒に脱がされてそのまま……」

「電話がかかってきて、様子が変だと思ったときも慌てたけど、あの格好見たときは驚いたなんてもんじゃなかったな。間一髪じゃねえか」

　項垂れていた恭司はちらりと中溝を見上げて、また目を伏せる。

「すみません……迷惑かけて……」

　二十歳を過ぎた男としては、非常に情けないと言わざるを得ない。女に迫られて助けを呼ぶのも、そもそも据え膳に逃げ腰なのも。まるで処女の小娘だ。

　しかし中溝もまた、我を忘れて必死だった。どうも自分にとっても、恭司はそういう位置づけになっているらしい。

　野郎の貞操なんてどうだっていいじゃねえか。むしろ推奨だろ。本人が書くためならなんだって知りたいんだから。

　──と理屈では思うのだが、無事に救い出せたことに心から安あん堵どしている。本人が望んでいなかったということもあるが、あのままになっていたら、きっと激しく後悔したと思うのだ。

　なんだよ、後悔って……。

　自分の思考に突っ込みを入れる。恭司と関わるようになってから、中溝まで調子が狂っているようだ。

「とにかく──」

　カラーボックスから小皿を取り出して、煙草を揉み消す。

「橘には四方田からきつく言っておいてもらう。おまえも、もう奴とは関わるな。最初から胡散臭かったんだよ。先輩だかなんだか知らないけど、妙にかまってきて」

　しかし恭司は言い返してきた。

「橘先生は、俺のために協力してくれようとしただけです」

　それを聞いて、中溝のこめかみがぴくりと動く。

　……なんだと？　こいつ……。

　この期に及んで、橘の肩を持つのか。

「……おまえ、今、逃げ出してきたんだろ？　おまえの嫌がることをするのが協力なのかよ？　おまえが女から逃げてる間、奴はどうしてた？　助けてくれなかっただろ？　女を止めもしなかったし、むしろけしかけてたんじゃねえのか？」

「そ……それは……」

　腹立たしい。ガタガタ震えて、泣きそうになっていたくせに。中溝にしがみついてきたくせに。それでも憧れの作家はそのままで、縁を切るなんてとんでもないと言うのか。

「だいたいおまえもおまえだ。協力してくれたと思うなら、なんで逃げる？　俺とじゃなきゃできないとか、実体験しなきゃ書けないとか、なにさまなんだよ」

「な……中溝さん……」

　恭司が目を見開く。

　自分でも、言っていることがめちゃくちゃだと思った。別の話を一緒くたにして、恭司を責めている。

　しかし腹の中で渦巻くもやもやが、次々に溢あふれ出して止まらない。恭司の傷ついたような表情が、中溝からますます落ち着きを失わせた。

「振り回されるほうの身にもなれよ。今日一日だって、何人がおまえのために動いたと思ってんだ」

　目に見えて恭司の顔色が白くなる。

「俺は……ただ書きたいと思って──」

「向いてねえよ」

　はっと思ったときには、もう言葉はこぼれ出ていた。中溝も、そして恭司も、目を瞠みはって見つめ合う。

　編集者なら、決して作家には言ってはいけない言葉だった。少なくとも中溝は、それを肝に銘じていた。

「あ……いや、向いてないっていうか──」

　中溝は慌てた。

　ただでさえ恭司は、デビューした文芸ジャンルで行き詰まっている。すでに何度となく自問自答しているはずなのだ。自分は作家としてやっていけるのだろうか、と。

　それを助ける立場の中溝がこんなことを言っては──。

「だってほら、そうだろ？　実体験しなきゃ書くのに納得がいかないのに、それができないんじゃどうしようもねえだろ。でもこれは、うちに関しての意見だから。べつにエロいことしたくなきゃ、書かなきゃいいんだよ。もともと文芸目指してんだし、エロ小説なんて無理して書かなくても──」

「嫌だっ！」

　いきなり恭司は叫び、中溝の手を握りしめた。驚いた中溝が反射的に手を抜こうとすると、いっそうきつく摑んでくる。

「ちょ、……恭司……」

「嫌だっ、嫌です……お願いだから、書かせてください。書きたいんです」

「だって……おまえ……」

「想像でも書いてます。ただ、確認できないからちょっと迷って……それでたしかめたかっただけで……体験しなくても書きます！　書いてみせますから、やめろなんて言わないでくださいっ……」

　しばらく連絡がなかったのは、想像を巡らせながら創作していたからだと、言われればつじつまは合う。それでも引っかかるところがあって、はっきりさせたいと思い、実際と照らし合わせて書きたいと思うのは、恭司の性格で執筆方針だ。頑固で融通がきかず、面倒くさいタイプだが、真摯に向き合っているからこそだと言えないこともない。

　ていうか、ほんとに作家としてやっていきたいんだな……。

　恭司にしてみれば、中溝のところの仕事がなくなったら後がないわけで、たしかに必死になるのも無理はない。すでにはるかが緑影社での復活を密かに検討中だということは、まだ知らないのだ。

　いっそ教えてやりたいが、向こうの編集部からの連絡前に、部外者が口を滑らせるわけにはいかなかった。実際、まだどうなるかはわからない。

　中溝にできるのは、『小説緑影』編集部に後押しするくらいだ。

　そこまで考えて、もともとそういう話だったと思い出す。

　事実上緑影社で干された恭司に、ウィークポイントを克服して作品発表の場と収入を与えること──それが中溝の役割だった。

　思いがけず当たり前の作家と編集以上に深い関わりを持ってしまい、そこから意識までが特別になってしまったけれど、今もって自分たちの間柄は作家と編集者でしかない。

　それがどうした？　なにも不満はない。

　むしろ恭司の不器用なほどのひたむきさに、必死の情熱に、なんとか力を貸したいと思っている。

「……わかったよ。とりあえず、今の原稿は仕上げろ。必ず本にするから。それと……なにかあったら知らせてこい。どうにも危なっかしくて、できれば見張ってたいくらいだけど、じゃまをする気もないから。必要なときだけ呼べよ」










　週明けの夜、出先にいた中溝に、はるかからメールが来た。

『時間があったら会えないかな？』

　金曜日は橘のマンションに置き去りにした上、後始末まではるかに丸投げしてしまった。土日は他の担当作家が締め切りに遅れそうだということで様子を見に行ったりして、落ち着いて連絡する暇もなかった。

　さすがにこれ以上の放置はまずい。はるかの協力がなければ、駆けつけることはむずかしかったのだから、礼を兼ねて話を聞くべきだろう。もちろん中溝自身も、状況を把握しておく必要がある。

　指定されたカフェに行くと、はるかは奥のほうの席で待っていた。

「悪かったな、こっちから連絡しなくて」

「ううん。あたしも土日は仕事で出てたから」

　席に着いて注文を済ませると、改めてはるかに頭を下げる。

「助かったよ、おまえがいてくれて。あ、まずはこれ渡しとく」

「なに？」

「金曜日の食事代。会計させちゃっただろ」

　封筒の中を覗いたはるかは、「多いよ」と半分返そうとしたが、それを中溝は押しとどめる。

「俺が持つ」

「でも──」

「ああいう食事は男が出すもんだろ」

　中溝としては特に深い意味もなく、払う払わないのやり取りを終わらせたくて言ったのだが、はるかはすっと俯いた。

「……ごちそうさま」

「デザートキャンセルで残念だったな。まさかあんなことになるとは思わなかったから」

「あ、うん……楠木先生はどう？　落ち着いてる？」

　仕事の顔に切り替わったはるかの問いに、中溝はあえて平静を装って肩をすくめた。

「あのときはパニクってたみたいだけど、未遂だし平気だろ。そもそも男だし」

「したくもないのを無理強いされるのは、男でも女でも嫌なものだよ。だから助けを呼んだんだし。だいたいそんなこと言って、中溝だってすごい血相変えて慌ててたじゃない」

「それはっ……」

　自分がどんな顔をしていたかとかは知るよしもないが、生きた心地がしなかったのはたしかだ。

「もっとヤバいことかと思ったんだよ。流血沙汰とか」

「ああ、あたしもそれは心配だった。まあ、橘先生ならそういうことはしないと思ってもいたけど」

「あんな奴を信用してんのか」

「一応担当だからね。サブだけど。まあ、仕事相手としては信用も尊敬もしてる──うーん、してた、かな。正直なところ今はちょっと微妙。あれから話を聞いたんだけどね──」

　はるかの言によると、橘は最近の著作の反響が思わしくないことに、危機感を抱いていたらしい。

　人気や売り上げが落ちるのを、自覚したり認めたりすることがなかなかできない作家が多い中で、橘は下降気味とはいえまだまだ人気作家の部類であり、気にするほどではない。

「でもなんていうか、それが作品をどうにかしようって方向じゃなくて、メディアへの露出とか、交友関係を広げることとかでカバーしようとしてるのが、なんだかなあって思ってたんだけど」

「だからって転職する気じゃなかったんだろ？」

「ないない。先生にとって作家の自分はステイタスなのよ。だから、後出の作家にも目を光らせてたし。特に楠木先生には脅威を持ってたみたいで、原因はそれね」

「それね、って……恭──いや、あいつに？」

　中溝は信じがたい思いで首を振る。

　出身こそ同じ緑影新人賞だが、橘と恭司では比べものにならない。片やとんとん拍子でヒット作を生み出し、名前を知られる作家で、恭司は受賞作と官能小説がひとつずつの実績しかない。

　作品の出来だって、世間的な軍配は橘に上がるのではないか。

「あたしもそう思うんだけど、橘先生的にはなにか感じるところがあったんだって。いずれライバルとなる、みたいな」

　ことに恭司が自分のファンだと知ってからは、路線がかぶるのではないかと気になるようになって──。

「わざわいの芽は早めに摘んでしまおうということ」

　はるかの言葉に、中溝は呆気にとられた。

「……それが、あれか？」

　そういう企たくらみでいたのなら、どうにも中途半端という印象が拭えない。

「基本、小心者だから。じゃま者は追い払いたい、けど自分に火の粉がかからないようにしたい、っていうとああなっちゃうのかもね。橘先生の思惑としては、楠木先生にエロ関係にハマって官能小説に専念してほしかったみたいよ。ついでにゴシップネタを手に入れたかった」

「ゴシップ？」

　中溝が不審に思って訊き返すと、はるかは頷いた、

「部屋の中にカメラがあったの、気がついてた？」

「えっ？　いや……」

　ぞわりと産毛が逆立つような、嫌な気分が湧き上がってくる。

「なんだよ、それ……動画？」

「ううん、コンデジ。床に転がってたの。なんとなく拾って、それからもしかしてって思って、画像を確認したんだけど──」

「うっ、写されてたのか!?」

　気づけば中溝は腰を浮かしていて、はるかに身振りで座れと示される。

「落ち着いてよ」

　これが落ち着いていられるか。すんでのところで救出したと思っていたのに、間に合っていなかったのか。情けない。

「結論から言えば、何枚か楠木先生が写ってた」

「……っ！」

「けど、ネタになりそうなものはなかったわ。ていうか、全部消したから」

　中溝は全身から力が抜けて、テーブルに額を落とす。

「……そうか……ありがと。恩に着る」

「気づいてよかったわ、お互いに。こっちだって、橘先生を悪者にしたくないし」

　いっそ悪事がばれて干されてしまえばいいのにと、個人的には思うが、出版社の人間としては作家を守るのも仕事だ。それはわかっているから、中溝も黙っている。

「編集長と太おお田たさんには話しておいたの。その上で、橘先生を精神的にフォローしていく方針で決まったわ。実質的には見張るようなものね」

　太田というのは古株の編集者で、橘のメイン担当者だ。

「それと、今回のこととは関係なく、楠木先生に復帰してもらうことも正式に決まったから。あたしは橘先生から外れて、楠木先生をまた担当する」

「あ……」

　目を見開いた中溝に、はるかは破顔した。

「太田さんがすごく推してくれたの。文庫を読んだみたいで、きっと受賞作よりいいものが書けるはずだ、って」

　どんなジャンルでも、そこに恭司の可能性を見み出いだしてくれたことに感謝する。太田の太鼓判ならなおさらだ。

「……よかった。太田さんにもよろしく伝えてくれ」

「でもこれは、中溝が楠木先生を応援したからだよ。正直言ってあたしは中溝に話を持って行ったとき、楠木先生がうちに戻れる可能性は半分以下だと思ってた。もちろん先生の作品は好きだし、一読者として新作も読みたいし、中溝に預けたのはひと皮剝けてほしいのもあったけど……せめて代わりの書く場を与えたいってのがメインだった」

「四方田……」

　はるかの顔がだんだん下がっていく。

「……だめだよね、担当がこんなじゃ。見捨てたとまでは言わないけど、半分投げ出してた。それなのに中溝はしっかり向き合ってくれて、楠木先生らしさを保ったまま官能小説を作り出して……あれ読んだときは本当に嬉しかったけど、自分の至らなさも痛感したなあ」

「いやいやいや、待てって」

　中溝は慌てた。どうもはるかの中では美化されすぎているようだが、実際のところは中溝だって邪念たっぷりに請け負ったし、恭司に対しても褒められるような指導をしたわけではない。むしろ、とても人には言えないことをしでかしている。

「俺はべつに……そう、本人の頑張りだろ。崖っぷちなのは自覚あっただろうし、書かなきゃやってけないんだから」

「そう。書かずにいられない人だよね、楠木先生って」

　いや、そういう意味じゃなくて──と否定しかけた中溝だったが、はるかの言葉が妙にすとんと馴な染じんだ。

『嫌だっ、嫌です……お願いだから、書かせてください。書きたいんです』

　金曜日の夜、アパートでの、食ってかかるような恭司の勢い、必死な表情が思い出される。

　恭司が固執しているのは作家であることではなく、書くこと──なのか。

　あるいは書かずにいられないのか。書いていくために、作家という職業にすがりついていると言うべきか。生きがいは書くことで、そうやって生きていく手段が、作家という仕事なのだと考えると、納得がいく。

「……そういうことか……」

　ひとりごちた中溝に、はるかは顔を上げた。

「そういう人に、また書く場所を提供することができて、本当によかった。それもあたしの力じゃないけど。でも今度は諦めないで、全力で応援するつもり。中溝を見習ってね」

「だから、俺は大したことしてないって言ってんだろ」

　真っ向から褒められるとくすぐったい。そして後ろめたい。

　いつもは伺いを立ててからにするのだが、気づかないうちに内ポケットの煙草を取り出していた。

「そんなことないって。同業者として尊敬してるし……それに──」

　ふいにはるかが居住まいを正した。

「ひとりの男としても……いいなって……思ってる……」

　え──？

　中溝もまた動きを止め、はるかを凝視する。

　……えっと、それは……つまり……。

　改めて見てみれば、今日もはるかの服装はフェミニンだった。チュニックの胸元をサテンのリボンがレースアップしていて、ボディラインを強調している。中溝と会うから、と思うのは考えすぎではないだろう、たぶん。

　とっさに言葉を返せない自分に、中溝は慌てた。

　なにやってんだ俺。女にここまで言わせてだんまりって、ありえねえだろ。

　しかし焦れば焦るほど、言葉が失われていく。

「予想はしてたでしょ。この前も、気がつかないふりしてただけだよね。あたしもそれでいいって思ってたんだ。なんかこういう仕事してると、リアルでは告白とかの言葉って陳腐な気がして。そんなのなくても気持ちが通じて、いつの間にか彼氏彼女になってるほうが自然でいいって」

　中溝が考えていたのと同じで、そういうところも気が合うのだなと思ったが、それにしては自分の心がときめいていないのが不可解だ。

　薄々察してたからか？　でも、ずっとそうなりたいって思ってたはずで……。

「でもなんか、金曜のことがあってから、気持ちが盛り上がってるっていうか抑えられないっていうか──せっかちなのかな、あたし。だって、中溝カッコよかったんだもん」

　カッコよかった？　あれが？　なりふりかまわず押し入って、作家に啖たん呵かを切ったのが？

　どちらかというと、はるかのほうがずっと落ち着いていて、機転もきいていたように思うのだが。そして、編集者としてはそうあるべきだったと反省している。恭司を救えたことは、よくやったと思いはしても。

　──じゃなくて。

　中溝は内心頭を振った。

　今考えるべきはそういうことではなく、はるかにどう対応するかということだ。女に告白させておいて、ぼーっと間抜け面を晒さらしていていいはずがない。

　が──。

「…………」

　言葉が出ない。せめて「ありがとう」とか「嬉しいよ」とか、最悪「いきなりびっくりした」とか。その最悪すら出てこないとは、どういうことだ。

「……え、と──」

「待って！」

　ずいとはるかの手のひらが突き出される。これまで気にしたこともなかったが、ずいぶんと細くて長い指をしている。わずかに覗く爪の先から、きれいにネイルが施されているのに気づいた。

「なにも言わなくていい」

「え……？」

　はるかは自分自身も気持ちを落ち着けようとするかのように、胸に手を当てて大きく息を吐いた。

「今すぐ返事しなくてもいいから。あたしが先走っただけだし。でも──」

　睫毛を揺らすように目を上げる。なんとなく印象が変わって見えるのは、化粧も変えたのだろうか。

「考えて。考えてから答えて」

「あ……ああ……」

「じゃっ、あたし先に行くね！」

　はるかは弾かれるように席を立つと、振り返りもせずに店のドアを出て行った。










　……なんでなんだよ？

　パソコンのディスプレイを睨みながら、自問する。今日で三日目だ。

　はるかから告白され、戸惑うばかりで返事ができなかった。

　告白そのものは予想外だったけれど、はるかの気持ちはおおよそ察していたはずだ。しかも自分も同じように考え、ゆくゆくはつきあうことになるだろうと思っていたはずなのに。

　俺が言うつもりだったのに、先越されちゃったな──くらいのことを言って当たり前だったろうが。なんで……。

　自分ははるかを好きなはずだ。つきあいたいと思っていたのもたしかだ。どうしてあの場ですぐ、イエスと言えなかったのだろう。

　あいつに恥かかせて、しかも時間の猶予までもらってさ……なにやってんだよ、俺は。

　中溝がはるかの気持ちに気づいていたように、向こうだってずっと前から中溝が自分に気があると感じていただろう。

　もしかしたら金曜日の食事は、アプローチ兼反応を見るものだったのかもしれない。言うまでもなくあのときの中溝は、前向きな反応をした。事実そのつもりでいた。はるかだって手ごたえを感じただろう。

　その直後、橘のマンションでの中溝の行動を見て、はるかのほうではもう一歩積極的に、また加速度的に進もうという気になったらしい。しかし、スムーズに受け入れられるだろうという予想に反して、中溝の返答がはっきりせずに事態が固まった、と。

　恥をかかせたどころか、疑われてもしかたないんじゃねえか……？

　調子を合わせていただけで、本気じゃなかった。だから告白したのに応えようとしなかった──そんなふうに思われたかもしれない。

　謝るべきか？　いや、違うだろ。謝ったらまずいだろ。好きじゃないってことになっちゃうじゃん。

　まずは返事をすることだろう。一日も早く──と、何度目かの結論に達するのだが、その先の行動に進めない。

　告白したこともされたことも、片手では足りない程度に恋愛経験は積んでいる。今さらなにを躊躇うことがあるだろう。

　互いに二十七だから、そろそろ結婚を視野に入れたつきあいになるかもしれないが、それでビビるような齢としでもない。

「なんだってそんなに怖い顔してるかね」

　ふいに頭上から声が聞こえて、中溝は我に返った。

「あ……編集長」

「そんなに出来が悪いの？　まさか楠木先生じゃないだろうな？」

　ディスプレイを覗き込んだ森岡は、しばし文章を読み込んでから首を傾げる。

「悪くないじゃない。どこが気に入らないの？」

「あ、いや、別件で──」

「散漫だな。集中しろよ。作家が真剣に書いたものを読んでるんだから」

　軽く拳げん骨こつをくれてから大きなトートバッグを抱え直すと、森岡はフロアの出口に向かった。

「あ、それはそうと、ちょっとペース悪くない？　次のやつだろ、それ。尻叩いたほうがいいんじゃないの」

　指摘されて、これまでに届いている原稿の枚数と、カレンダーを見比べる。週一度は書いたところまで見せろと言い渡してあるので、今日明日にも続きが送られてくるとは思うが。

　……そういや、あれっきりだな。

　じゃまはしないと言った手前、こちらからは連絡を取らずにいた。はるかとのこともあって、落ち着かなかったのもある。

　まずは仕事だよな。いや、どっちもないがしろにする気はないけど。

　中溝は携帯を手に取り、恭司に電話をかけた。しばらくコールしても出ないので、原稿に集中しているならメールを送っておくかと、切ろうとしたところに繫がる。

「ああ、中溝だけど進行状況──」

　いきなり耳に飛び込んできたのは、ため息だった。

「……？　もしもし？」

　続いて息を吞むような気配。

「いや、待て。そんな驚かなくたっていいだろ？　なんだよ？　また詰まってんのか？」

　努めて落ち着いた声音で問うた。恭司が原稿で躓くのはもうどうしようもないことだから、それに関してはとやかく言わない。そこは飛ばして、対処法を考えると決めたのだ。

　しかし恭司のほうでは、やはり進まないと焦るし、中溝に対して申しわけないとか、叱られるのが怖いとかあるようだ。

　だからってそんな脅えなくても……。

「わかったわかった。ちょっと顔出すわ」

「ええっ……」

　初めて言葉らしいものが返ってきたが、思いきり嫌そうな反応に、中溝も思わずむっとした。

「なにがえーだよ。詰まってたらフォローするのが担当の役目なの」

「そ、そういうわけじゃ──あっ……」

　なんだ？　具合でも悪いのか？

　それならなおさらだ。恭司のことだから、ろくな食事もせずにパソコンの前で唸うなっていたのだろう。

「あ、なんか買ってく？　巻き寿ず司しとかパンとか、なにがいい？」

「……いっ……いえ、お気づかいなく……」

　やはり調子がよくないようだと思いながら、電話を切った中溝は買い物経由のルートを頭の中で弾き出した。










　アパートのチャイムを鳴らすが、反応がない。もう一度押しながら、そういえば以前ドアを開けたときは、妙な光景に出くわしたのだったと思い出す。

　ほんとにもう、突拍子もないことをやらかす奴なんだよな。

　しかしそれも一生懸命さの表れだとわかってからは、そんな恭司が健けな気げで可愛く思える。

　いや、可愛いのはもともとなんだけど。

　思考を巡らせているうちに、ドアの向こうでなにかがぶつかった。なにかというか、恭司に間違いない。

「おいっ!?　だいじょうぶか？　早く開けろ」

　鍵が開く音に、中溝はドアが開くのを待たず、自分で引く。

「おわっ……」

　恭司がごろりと胸に転がってきて、中溝はその身体を支えながら慌てた。

「どうした！　しっかりしろ」

　そんなに具合が悪かったなら、どうして中溝を呼ばない？　電話があった段階で、はっきり言わない？

　いろいろと言いたいことはあったが、とにかく恭司を抱えて部屋に上がり、ベッドに横たえた。その瞬間、大きな呻きを洩らした恭司に、中溝は青ざめる。

「きゅっ、救急車──」

「ま、待って！」

　腕を摑まれて引き止められたが、その手に全然力が入っていない。

「だっておまえ……」

「よ、呼ばないで……っ……だいじょぶ、だ……から……」

「そんな汗かいてて、平気なわけないだろ。異常だって」

「ちがっ……これは……」

　潤んだ目で見上げられ、こんなときだというのに図らずも心臓が跳ねる。湿った吐息を洩らす唇まで、いつもより色が濃く見える。

「──……が、入ってて……」

「……はっ？　聞こえねえよ。なんだって？」

　とにかく原因がわかっているならそれを把握したいと、中溝は恭司の肩を抱くようにして震える唇に耳を近づけた。

「……ローターが……抜けなくて……」

　──なんだって？

　中溝はローターという名称を持つものをひとつしか知らないが、たぶんそれで間違っていないのだろう。そして、それが抜けないとは──。

　病気ではないとわかって安堵しかける一方、それ以上の焦りが押し寄せて、血管を流れる血が行ったり来たりする心地だ。

「なっ……おま……なにやってんだよっ！」

　恭司をベッドに押し戻し、下肢に視線を向けた。部屋着にしても地味なことこの上ないグレーの上下スウェットを身に着けた恭司は、膝を擦り合わせるようにして身を丸め、小刻みに震えている。

　……ここに……アレが……？

　腰の辺りを凝視していた中溝の喉が、無意識にごくりと鳴った。

　いや、そうじゃねえだろ。

　自分を叱りつけ、その腰に手を伸ばす。スウェット越しに腰骨のあたりに触れただけで、恭司は下肢を撓しならせた。

「やっ、だ……っ……」

「やだじゃねえだろ。取れねえんだろ」

「そっ……だけど……さわ、触らないで……」

「無理言うな。どうやって取んだよ」

　抗あらがう恭司を片手で押さえつけて、スウェットと下着を一気に引き下ろした。

「ああっ……」

「変な声出すんじゃね──……」

　当然のことながら、股間が目に入る。しかしそれはやはりというか、中溝の予想以上の状態になっていた。

　その見た目や気性に違わず、恭司はモノもいわゆる草食系なのだが、それが腹につくほどに反り返って先走りにまみれている。凝視していると、浮き上がった血管が脈打っているのまで見受けられるほど滾たぎっている。

　うわー……そりゃそうだよな。電話したときに様子がおかしかったのもこのせいだったんだろうし、だとすりゃかれこれ一時間以上……。

　興奮状態があまりにも長引くのも、男としてはつらいものがある。いや、この場合、原因は尻に仕込んだローターなのだから、男としての快感なのかどうかは微妙なところだが、細かいことは置いておく。

　先端の孔からだらりと滴が溢れたのを見て、中溝は屹きつ立りつに手を触れた。

「ひあっ……や、やや……」

「いっぺん出したほうがいいんじゃねーの」

「いっ、いいです！　あっ、う……だ、だめっ……」

　そう言っているくせに、非常に悩ましげに身をくねらせるのだ。股間を中溝の手に押しつけてくるし。

　そんな態度を取られると、中溝のほうも落ち着いていられるはずもなく、熱くぬめったものを握り込んで扱いてしまう。

「あっ、ああっ、ん、んうっ……」

　頰を紅潮させて泣きそうな顔になっているのが、気の毒とか憐あわれとかいうよりも──そそる。もう、めちゃくちゃにしてやりたいほど。

　中溝は手を動かしながら、恭司と向き合うように横たわった。

　本当になんて手間のかかる作家だろう。真面目でひたむきで、感性は光るものがあるのだろうけれど、不器用で頑固で。でも、可愛くて。

「なんで、ひとりでこんなもの使って遊んでんだよ？」

　真っ赤に染まった耳じ朶だに唇を押しつけるようにして囁くと、全身がびくびくと跳ねた。

「……あっ、遊んでなんか……、ひっ……や、……い、入れられたらどんな感じになるのか、し……振動とか……」

「ああ、わかってるよ。参考資料なんだろ。でも、詰まったら相談しろって、俺言ったよな？」

　橘に釣られて行ったときほどではないが、自分を避けてひとりでなんとかしようとしたのが、ちょっと気に食わない。それが扱く手に表れる。
















「ごっ、ごめんなさいっ……あ、ああっ……で、でも……中溝さんに迷惑かけるわけには……」

「迷惑なんて言ってねえだろ。俺をなんだと思ってんだ。おまえを手伝うためにいるんだろ」

「だ、だって……ん、んんっ……嫌われたくなっ……」

　嫌う？　どこが？　むしろ俺は──。

「あっあっ、ああっ……！」

　握ったものも、腕の中も身体も激しく跳ねた。中溝の喉元に、熱く湿った吐息が染みていく。

　同時に胸に広がっていく満足感はなんだろう。同性を意のままにイかせたことの優越感なのか。

　しかし、いつの間にか目覚めていた別の欲求が、膨れ上がり続けている。

　ああもう、くそっ！　そういう場合じゃねえだろ。

　というか、そういう対象じゃないはずだ。恭司とどんなことをしようと、それは彼の創作に対する手助けであって、中溝自身の欲望を一緒にしないと決めたはずではなかったか。

　そもそも恭司のほうだって、やりたいという欲求がメインではない。快楽を得てしまうのは──まあ、不可抗力だ。

　まだ身を震わせている恭司の肩を軽く叩いて、手探りでティッシュの箱を探していた中溝は、ぎゅっと抱きつかれてベッドから落ちそうになった。

「おわっ、ちょっ、待て！　危ない！」

「だめっ……」

「だめって、おまえ……」

「まだ、だめっ……どうしよ……」

　恭司はそう言いながら、中溝にぐいぐいと身体を押しつけてくる。

「待てってば」

　もうかまいはしないと、恭司のスウェットに濡れた手をなすりつけて、これ以上押し出されないようにしっかりとその両肩を摑む。

「なにがだめなんだよ。ちょっとは落ち着いただろ。これからローターを──」

　激しくかぶりを振る恭司の表情にどきりとした。いや、どっきん、と？　胸をずっきゅんと撃ち抜かれたような？　それでも自分の擬音表現に、なってないなとツッコミを入れる程度の余裕はあったが。

　とにかく恭司が可愛くて、なんとかしてやりたい、なんとかしたい、という衝動は募っていく。

「……だめ……だめ……っ……」

　身を捩よじる恭司を俯うつぶせに押さえつけ、片脚を折り畳んで思いきり股間を開かせた。

「……うっ……」

　中溝の口から思わず唸るような声が洩れ、それを聞いたらしい恭司がはっとしたように振り返る。

「ごっ、ごめんなさい、ごめんなさいっ……こんなことになっちゃって。あっ……じ、自分でなんとかします、だから──」

「自分でなんとかできなくて、この状態なんだろ」

　鼻息が荒すぎて、声が掠かすれてしまう。興奮しすぎだと思うのだが、それも無理はない。

　一応ローションを使って挿入するという知識はあったらしく、放射状に窄すぼまった孔の周囲は粘液にまみれててらてらと光っていた。細かな襞ひだがときおり大きく震えて内側を捲り上げ、新たなぬめりを吐き出すさまがひどく淫いん猥わいだ。

「……リモコンは？」

　コードが延びていないので訊いたのだが、恭司はぎくしゃくと首を振った。

「……ない、です……」

　ということは、本体に電源がついている単純なもので、つまり取り出さなければ本体の電池が切れるまで動きっぱなしということになる。

　電池が消耗するまでどのくらいかかるのか知らないし、しばらくこの痴態を愉しみたい気もするが、恭司の体力と精神力が危ない。中溝の忍耐力も。

「じゃ、取るしかないな」

　おもむろに後孔に触れると、熱く濡れた皮膚が吸いついてくる。

「ひあっ……」

　かまわず指を埋めていく。というよりも吸い込まれるようだ。ぴたりと密着しながらも蠕ぜん動どうが伝わってきて、指だというのに感触に陶然としてしまう。

「やあっ、あ、ああっ、中溝さ……、だめっ……」

　恭司は尻を振り立てるが、むしろそれでずぶずぶと指が沈んでいく。しかし一向にローターの存在がなく、これは指では届かないかと思ったときに、爪の先が硬いものに当たった。激しい振動が中溝の指を震わせる。

「……あった」

　うわ、こんなので尻の中を搔かき回されてりゃ、そりゃあキツイよな。

　急に恭司が憐れになって、一刻も早く取り除いてやろうと、指を根元まで押し込んで、ローターをしっかりと捉える。

「いやああっ、おし、押しつけないでえっ……あっ、ああっ……」

「えっ？　あ、すまん。けど、こうしないと──」

　前立腺にでも当たっているのだろうか。喘ぐというより泣きわめく恭司に怯ひるみそうになる。しかし、ここで止めていたら意味がない。

　片手で恭司の身体を押さえつけ、差し入れた指でローターの溝に爪の先を引っかけるようにして、少しずつ引き出していく。ある程度まで引っ張ると、恭司の中が激しく動いて、ローターは産み落とされるように体外へと滑り出た。

「……出た……」

　指より少し太いくらいのスケルトンピンクのロケット型が、シーツの上でぶるぶると震えている。

　安堵の息をついて身を起こした中溝は、それを拾って電源を切った。

「……ったく、こんなちゃちなくせに、すげえ威力だな。おい恭司、取れたぞ。だいじょうぶか？」

　恭司の肩に手をやると、

「さ、触らないでっ……」

　身を丸めるようにして、思いきり拒絶された。尻丸出しで。

「はあっ？　なんだよ、人がせっかく──おいっ……」

　腕を摑んで引き上げるようにこちらを向かせると、涙に濡れた顔が、そして相変わらず色気ダダ洩れの顔が現れ、中溝の胸を鷲わし摑づかみにする。

「だって俺……なんか全然……あの、治まらなくて……っ……」

　その言葉に恭司の下肢に目をやると、片手で押さえた股間から、反り返ってどろどろに濡れたものが頭を覗かせていた。

「中溝さん、お願いっ……」

　突然、恭司が抱きついてきて、中溝は支えきれずに抱きとめたまま仰あお向むけにひっくり返る。密着した太腿のあたりに硬いものが触れ、そこからじわじわとスラックスの生地が湿っていく。

　その一方で、自分がガチガチに勃起して、恭司の下腹を押し返しているのにも気づいた。当然それは恭司にも知られ、指がまさぐってくる。

「おいっ、やめろって！」

「なんでですか？　中溝さんだって勃ってるじゃないですか！」

　恭司は腰を振って自分のものを擦りつけながら、不器用に手を動かして、スラックスの前を開こうとしている。

「だからだよ！　コキ合いなんかじゃ済まなくなるっつうの！　だいたい実地指導は終わっただろ？」

「だって足りないっ……」

　目の前に顔を突き出して、恭司が訴えてきた。

「欲しい……中溝さんが欲しいんですっ……」

「うっ……」

　おそらく恭司の身体は、ローターに弄ばれすぎたせいでどうにかなってしまっているのだろう。もともとそっち方面の感覚が鋭かったようだし。

　だからよりたしかな刺激を求めて、中溝を──官能小説風に言えば『生チンポ』を求めているにすぎない。

　──が。

　ちくしょう。なんでそれがこんなに可愛く見えるんだ。

　作家としての才能はあるかもしれないけれど、それを形にするにはひどく手間取る不器用で、ただの男としてはさらにぱっとしない。そもそも中溝はゲイではない。

　でも──そうなんだな。

　漠然と、そして突然に、自分の心に気づいた。

　恭司に対してずっと抱えていた、不可解さ、妙なこだわり、持て余すもどかしさ。それらを面倒な作家を見守らざるをえない立場からのものだと思い込んでいたが、違った。

　ことは極めて単純だったのだ。

　俺は、こいつが好きなんだ。

　男と恋愛なんて、それまでの自分の人生には無縁のことだったから、考えようともしなかった。

　けれど、ありえないことではないのだ。現に、この男に魅了されている。

　残念ながら恭司のほうはそうではないが、だからといってこの機会を拒めるほど、中溝は老成していない。

　身体だけの関係なんて、と躊躇う気持ちもない。だってこっちは、はっきりしっかり恋愛をしているのだ。

　片かた想おもいでも恋は恋。そして、ずっと片想いで通すつもりもない。いつかはきっと、という心意気もなく、男を好きになれるものか。

　……悪く思うなよ。ネギ背負ってきたおまえが悪い。

　中溝は中途半端にはだけたスラックスから自分のものを摑み出して、恭司の下腹に擦りつけた。恭司はその刺激だけで甘い声を上げ、腰を浮かせて自分のものと位置を合わせようとする。

「だから、そんなのはやる気ないって言ってんだろ」

　はっと顔を上げて、欲情と戸惑いが浮かんだ目を向ける恭司の内うち腿ももに、中溝は怒張を押し当てる。

「ちゃんとやらせろよ。おまえだって欲しいんだろ？　これが」

　恭司は視線を落とし、こくりと唾を吞み込んだ。

「……でも……どうやって……」

「騎乗位くらい、資料はこれでもかってほど見てきたろうが。さっきの勢いはどうしたよ？」

　逸はやる心を抑え込みながら、中溝は恭司の行動を待った。

　これくらいの注文はつけさせてほしい。今は一方的な想いなら、せめて恭司のほうから求められたい。

　指示に従ってどうにかゴムを被かぶせることに成功した恭司だが、中溝の腰を跨またいでからは、後ろ手にペニスを握って試行錯誤している。その間に中溝は、太腿に纏まとわりついているボトムを蹴り落とし、ワイシャツとネクタイも脱ぎ捨てた。好きな相手との初セックスなのだから、よけいなものを間に挟まず全身で感じたい。

「あっ……ちょ、中溝さんっ……そんなに動かないでくださいっ……」

「うるせえな。そうだ、おまえもそれ脱いじまえ」

　恭司の肩のあたりを引っ張って、スウェットとその下のＴシャツを無理やり脱がせた。

　中溝よりもひと回り以上小さいが、どう見ても同性の身体だ。間違っても女性の柔らかみはなく、胸板が薄くて貧相なのに、どうしてこんなにムラムラするのかと不思議なくらいだ。

「そ……そんなに見ないでください……」

　恨めしそうな、それでいて中溝には蠱こ惑わく的にも見える目つきに、密かに深呼吸をして言い返す。

「……よそ見してるなんて余裕だな。いつになったら始まるんだ？」

「だから今──んっ……」

　何度もヌルついた尻のあわいを滑らされていた中溝の先端が、くっ、と窪くぼみに嵌はまる。亀頭に吸いつくように包み込まれて、中溝は息を詰めた。

「あ、入り……そ……っ……」

　うわっ……。

　刺激を受けているのは視覚ではないのに、目が眩くらむとはこのことかと思う。先端がきつく締めつけられるが、手で握られるのとはまったく違う。異性の身体とも。

「……あ……ん、う……っ……」

　恭司の震えが伝わってくる。小刻みな振動に刺激され、なにより恭司の中に押し入ろうとしているのだという事実が、中溝を興奮させる。

　少しずつ、本当に少しずつ、密着する部分が増えていく。先端からじわじわと締め上げられていくような感覚は、ともすれば一気に埋め込みたくなる衝動を誘う。

　それにしても、このきつさは予想外だった。かれこれ数時間ローターに弄ばれて、中溝が取り出したときには、中は完全に出来上がっているように思えた。

　だからこそ収まりがつかない状態だったのだろうし、中溝もそのままいけるだろうと踏んだのだ。

　恭司の顔を盗み見ると、固く目を閉じて唇を嚙みしめている。眉が寄せられてはいるが、痛いとか苦しいとかよりも悩ましげに見えるのは、自分が味わっている感覚のせいだろうか。

　ふと目についた乳首がやけに紅あかく尖とがって見えて、中溝は我知らず指を伸ばした。

「ひゃっ……や、なに……っ……」

　指先に触れた小さな粒が、明らかに硬さを増す。乳にゆう暈うんまで膨らんだそれをつまみ上げると、中溝を吞み込んだ場所がうねった。

「うあっ……」

「やだやだっ、やめて……っ……あっ、あっ……」

　連動しているとしか思えない反応に、中溝は思わず情けない声を上げたことも忘れて、両手で恭司の乳首を弄った。

「やめてって反応か、これがっ……ちょっ、揺らすなっ」

　逃れようにも腰には中溝のものが刺さっているし、両手は自分の身体を支えるために塞がっているしで、恭司は弱々しく身を捩るだけだ。しかしその動きが、絶妙に中溝を刺激する。

「ああもう、くそっ」

　もうしばらく指先に心地いい感触を愉しみたかったが、同時に味わわされる快感に煽あおられて、貪りたいという衝動が止められない。

　中溝は恭司の浮き出た腰骨を左右から摑むと、思いきり下から突き上げた。

「あああうっ……」

　高い声を上げて仰け反った恭司のペニスから、飛沫しぶきが噴き出して弧を描く。トコロテンなんて単語が頭をよぎった中溝の視界に、二度三度と白濁したものが散り、同時にぎゅうぎゅうと締め上げられて、呻きが洩れる。

　自分のもので絶頂を迎えた恭司に、征服感と占有感、そして胸が苦しくなるような愛おしさが湧き、律動が止まらない。

「いやっ、ま、待って……イって、イってるからっ……」

「何度でもイけばいいだろっ……よけいなこと考えないで、感じてろっ……」

　恭司にしてみれば、この状態をしっかり分析して記憶しておきたいなんて考えているのかもしれないが、今の中溝は担当編集ではない。恭司に惚れているただの男だ。好きな相手の身体を初めて味わっている最中に、夢中になっていてなにが悪い。相手にもそれを望んで当然だろう。

　ぐにゃぐにゃと頽くずおれそうな恭司の背中を支え、中溝は一気に上体を起こした。全身に走った筋肉の緊張が怒張にまで伝わったらしく、腕の中の恭司が啼なく。

「やあっ、おっきいい……」

「おまえがそうさせてんだよっ」

　耳元で言い返すと、恭司の中が戦慄わななく。なんて気持ちがいいんだろう。

　抱えた腰を揺さぶりながら突き上げるうちに、恭司自身も動いていることに気づいた。

「……あっ……ああ、んっ……」

　首筋に押しつけられた唇が、熱く湿った吐息を広げていく。

「……いい……気持ち、いっ……あっ……」

　……そんなこと言われたら、止まんなくなるだろうが！

　今ひとつ自由に動けない体勢がもどかしくて、でも今の心地よさを一瞬でも中断したくなくて、中溝はひたすら腰を使う。

　安物のパイプベッドはふたり分の体重に悲鳴を上げていたが、勢い余って恭司が仰向けに倒れ、正常位の体勢に変化しても、なんとか持ちこたえてくれた。

「あ、ああっ、ふ、深っ……いい、やっ……そこ、いいーっ……」

　あたりをつけて、亀頭のくびれで引っかけるように擦った位置がドンピシャだったらしく、恭司は髪を振り乱して喘いだ。

「あっん、ま……また出ちゃ……っ、中溝さっ……あっあっ……」

　下腹で揺れるペニスはどろどろに濡れそぼって、なおもひっきりなしに蜜を溢れさせている。

「……イけ、よ……っ、いくらだって──」

　上下する胸の紅い突起に手が伸び、思いきり引っ張って擦り立ててしまう。恭司の身体すべてに、いや、恭司自身に、激しく魅了されていた。

　瞬時に上がった高い声にも、鼓膜が痺しびれる。

「な……中溝さん、は……？」

「……は？　俺がなに？」

　訊き返そうと顔を近づけると、とろりとした目が見上げてくる。

「……中溝さ……は、いい……ですか？　んっ……お、俺で……気持ちいい……？」

　快感とは別のなにかに、胸を締め上げられるような感じがした。苦しいのに嬉しくて──愛おしくて。

　俺のことなんか考えなくていいって。自分のために集中してろよ。

「……イって、中溝さんも……俺で、イって……」

　……ああ、そうか。

　これも実地指導のひとつなんだなと思う。恭司は、中で男が達する感覚を知りたいのだろう。

　そう気がついても、失望はなかった。自分で体験することでしか納得しない、不器用でひたむきなこの男に、とことんつきあえるのも中溝だけの特権だ。

　中溝は嚙みつくように恭司と唇を重ねる。そういえば、キスの実地指導は初めてだったなと思いながら。

「……ふ、んんっ……」

　硬直した身体が、すぐに柔らかく蕩とろける。舌を侵入させて口中を撫で回すと、喉奥に引っ込んでいた恭司の舌がおずおずと応じてきた。それに絡みついて、思いきり吸い上げる。

「んんっ……ん、う……ううっ……」

　肉筒がきゅうっと絞り込まれるが、その痛いくらいの締めつけを跳ね返すように、めちゃくちゃに突き上げた。まとわりつく肉に擦られて、痺れるような快感が脳天まで駆け上っていく。

「んんんっ……」

　捩れるように反り返った恭司が、腰を波打たせて達した。断続的に締め上げられ、中溝も耐えに耐えていた緊張を解く。

「……んっ、は……っ、あ……ああっ、ま、またっ……」

　思いきり吐き出している間に、恭司が再び中を蠕動させた。同時に、申しわけ程度の精液がだらりと流れる。

　互いに荒い息をこぼしながら、頭の中に詰まっていた霧のようなものが搔き消えていくのを待つ。射精した男なんてそんなものだ。

　とりあえずは、このがっつりセックスの意味をどう表せばいいのかと、言葉を探し──。

　しかし中溝の身体は、再び動き始めていた。

「あっ……あ、中溝さんっ……」

　恭司の両腕も中溝にしがみつき、腰の動きを合わせてくる。

　足りない。

　二十七歳。セックスも数えきれないほど経験して、体力的にも落ち着いてきたはずが、まるで十代のガキのようにがっついている。

　──それが恋なのだろうと結論づけたのは、さらなる絶頂を迎えてからのことだった。










　そして──。

　あれほど濃密な時間を過ごしたのが夢だったかのように、今また恭司との連絡は途絶えている。

　まあ、べつに……険悪だとか嫌がられてるとか、そういうんじゃない……とは思うんだけどさ……。

　あの夜、終電などはとうの昔に出た後どころか、始発が走り出してから身体を離した中溝と恭司だったが、別れ際に恭司は固い決意をにじませた顔でこう言ったのだ。

『書きます。絶対仕上げますから。自分のためにも、……き、協力してくれた中溝さんのためにも』

　わかっていたことではあったが、実際に言葉にされると、がっかり感があったことは否めない。

　しかし恭司の前向きな気持ちはしっかりと伝わってきたし、それは担当編集の中溝としては望むところでもあるので、肩を叩いてアパートを出た。

　……そういや、エッチそのものにはなんのコメントもなかったなあ……。

　最中こそ、大げさなくらいに悦よろこびを表していた恭司だが、事後はろくに目を合わせてもくれなかった。

　よくなかったってことは、間違ってもないよな？　だいたいあいつ、何回イったよ？　最終的にはドライまで極めてたぞ。

　まあ、それが男女ものの官能小説に活用できるかどうかはともかく──。

「ん……？」

　携帯のメールが着信して、中溝はにわかに緊張した。

　日々気づけば恭司のことを考えている昨今だが、他にもやらなければならないことは山積みだ。

　そのひとつ──片をつけなければならない件に、ようやく今日、行動を起こす気になった。

『帰社しました。アベーラで待っています』

　仕事が終わったら会いたいと連絡した中溝に対して、はるかからのメールは素っ気なかった。展開を予想してのことと考えるのは、自分に都合がよすぎるだろうか。

　中溝は編集部を後にして、顔見知りに出くわすことが少ない駅の反対側にあるカフェを目指す。

　はるかからの告白を保留にして、一週間余り。その間に恭司とセックスをし、自分が彼に惚れていたと自覚した。

　箇条書きにすればなんともひどい話で、これがプロットとして提出されたものなら、突き返すところだ。

　言いわけはいろいろとあるが、はるかのほうにはなんの落ち度もないので、できるだけ早く返事を伝えなければと思いつつ、言い出しにくくもあり──。

　しょうがねえだろ。腹括くくれよ、俺。

　電話やメールで済ますことはできなかった。ノーの返事を受け取るはるかはどう思うかわからないが、今後も友人としての絆きずなはなくしたくないから、ちゃんと顔を見て伝える。

　夕食時とあって、カフェは閑散としていた。中溝が店内に足を踏み入れて見回すと、先に気づいたらしいはるかが小さく手を上げていた。

「悪かったな、忙しいのに呼び出して──あ、コーヒーを」

「今日の仕事は終わったから。でも急なんだもの。昨日のうちに言ってくれればよかったのに」

　今日のはるかは白いシャツに金茶色のニットを重ね、細身のパンツを合わせている。髪も襟足でひとつに束ねていて、以前のスタイルだ。

　つまり、中溝と会うことがなければ、あまりめかし込んだりはしないということだろう。

「あー……すまん。俺もスケジュールがはっきりしてなくて……」

　そう答えながらはるかの様子を窺うに、返事をもらう気でいるのは満々だった。しかも、いい返事だと確信しているように見える。

　……やっぱ、言いづらいな……。

　コーヒーが来るまで当たり障りのない仕事の話などをしていたが、目の前にカップが置かれて、会話が途切れる。

　はるかが後れ毛を撫でて、居住まいを正した。緊張しながらも微ほほ笑えみを浮かべているのが、よけいに中溝の口を重たくさせる。

「……えっと、この前の返事なんだけど──」

「……うん」

　逸そらしてしまった視線を引き戻し、はるかを見た。

「つきあえない。悪いけど」

　はるかは微笑んだまま、表情を固まらせた。ゆっくりと瞬まばたきを繰り返す。

「……え？　……あ……」

「気持ちは嬉しいんだけど、ごめん」

　片手で口元を覆ったはるかは腰を浮かしかけて、何度も髪を撫でた。目が慌ただしくあちらこちらに動く。

「……やだ……そうなの？　あ……やだなあ、あたしったら……」

　へたな芝居のようにはははと笑うはるかを目の前に、中溝は思いきり己を責めた。

　もっと早く自分の気持ちに気づいていたら、はるかに期待を持たせるようなことはしなかった。いや、すぐに返事ができなかった時点で、考えられないと言うべきだったのだ。

　相手に好きだと伝えるのは、男だろうと女だろうと、何歳になろうと、結果が予想できていようと勇気のいることだ。それをはるかにさせておいて、宙ぶらりんの時間を過ごさせて、挙げ句に断るなんて。

　しかし、受けることはできない。中溝には好きな相手がいる。

「ほんとにごめん」

　謝ることしかできず、中溝は深く頭を下げた。

「あ……やだ、やめてよ。そんなことされたら、ますますカッコ悪いじゃない。ちょっと、中溝ったら」

　頭を強く押されて顔を上げると、はるかは苦笑していた。泣いては──いない。目が潤んでいるようにも見えない。そのことに少しだけほっとする。

「あーあ、断られちゃったか」

　はるかは飲みかけのコーヒーに砂糖を三杯も入れて、スプーンで搔き回す。ミルクも入れないブラック党のくせに。

「期待してたんだけどなー。勝率は高いと踏んでたのよ、これでも」

　ああ、全然だめじゃねえか……無理しまくってる。

　声だって指先だって震えている。中溝のせいだ。

「中溝のせいだよ」

　返す言葉もなくまた頭を下げそうになったのを、鼻先にスプーンを突きつけられて止まった。

　はるかが上目づかいに視線を合わせてくる。

「わざわざ呼び出しなんかかけてきてさ。ＯＫだって思うじゃない。断りなら電話でもメールでもいいでしょ」

「いや、それは……ちゃんと会って話すべきだと思ったんだ。四方田とは……これからも友だちでいたいから、気まずくなったりするのはやだなって。都合のいい話かもしれないけど」

　それを聞いたはるかは音を立ててスプーンを置き、椅子の背にもたれた。

「今のあたしには、ヘビーな言い分だわ。よく聞く言い回しだけどね。でもまあ、いいよ。友だちでいてあげる。だから、友だちに聞かせなさいよ。お断りの理由はなに？　あたしのどこがだめなの？」

「だめなんて言ってないだろ。いい女だと思うよ。見た目も。仕事も一生懸命だし。実を言えば……ずっと、いいなって思ってた」

　はるかががばりと身を乗り出してくる。

「ほら！　やっぱり！　それを感じたから、あたしだって中溝を意識しちゃったんじゃない」

「いや、だから──」

「はいはい、わかってます。今はそう思ってないわけだよね。だからノーなんでしょ。それはなによ？」

　威勢のよさに圧倒されて、中溝は思わず白状した。

「……好きな奴がいて……」

　もとからつぶらな瞳が、まん丸に見開かれる。

「なにそれ。じゃあなんで、あんな調子のいいことしたのよ？　告白前の食事、デートだって気づいてたよね？　まんざらでもない態度だったじゃない」

「ごめん！　あれは……、あのときはまだわかってなかった」

「はあっ？」

「告白されてすぐに返事できなくて……それで、なんでなのか考えて……そうなのかってことに……」

　しどろもどろの答えに、はるかはしばらく中溝を凝視していたが、やがて深々とため息をついた。

「じゃあなに？　あたしが自分で振られるきっかけを作ったってことなの？　あんたを真実の愛に目覚めさせたって？」

「すげえ陳腐な言い回し」

「うるさい！」

　はるかはコートとバッグを手に立ち上がると、中溝を見下ろして顎をしゃくった。

「カレシじゃないけど、コーヒー代払ってよね。それと、罰としてそれもちゃんと飲んでおいて」

　靴音高く去っていくはるかだったが、俯き加減の後姿からはいつもの颯さつ爽そうとした雰囲気が消えていた。

　なにもできずに見送った中溝は、テーブルに残された砂糖三杯入りのコーヒーに視線を落とす。口をつけるとなぜかそれが苦く感じたが、一気に飲み干した。










「あれ？　なんだよ？」

　恭司のアパートまであと数十メートルというところで、ケータイに着信があった。

『中溝さんっ！　今、いいですか!?』

「ああ、いいけど、もうすぐそっちに着くから──」

　言葉の途中で通話が切れる。

　……なんなんだよ。

　先週末まで待っても原稿の続きが送られてこなかったので、中溝は様子見に恭司を訪れるところだった。

　ローター事件経由セックス行きの日以来となるわけで、ちょっと気まずくはあったのだが、仕事なのだからと自分の尻を叩いた。

　しかし恭司のほうは電話の様子からして、まったく気に留めていなかったようだ。というよりも、なにかもっと気を取られていることがあるらしい。

　またなにか恭司的には不可解で、納得のいかないことが出てきたのだろうか。主にエロ系の行為で。

　そうだとしてもビジネスライクに対応しようと、己に言い聞かせる。恭司に惚れている中溝には、遠慮なくスキンシップができて嬉しいことこの上ない一方で、必然的に気持ちも盛り上がってしまうのがつらい。つい思いの丈を打ち明けたくなるのを抑え込み、そんな気持ちとは無縁の恭司と、自分の心の落差を嚙みしめることになるだろう。

　いっそ告白してしまおうかと、今日までの間に何度思ったことだろう。

　しかし恭司にその気がない以上は、驚かせるばかりでなくきっと負担をかけることになる。原稿に手がつかなくなるかもしれないし、最悪の場合は担当が中溝なのを嫌がるかもしれない。

　……やっぱだめだろ。少なくとも今は。

　担当としてもっと信頼されて、恭司に作家としてのポジションと発刊ペースを確立させて、気持ちに余裕と自信を持たせてから、個人的な関係を──。

　などと考えているうちに、アパートの階段を上り切って、最奥のドアの前でチャイムを押していた。

　間髪入れずにドアが開いて、恭司が顔を突き出す。

「お、おう……しばらく」

「中溝さんっ、好きな人って誰ですかっ!?」

　食ってかかるように叫ばれて、仰け反った中溝の頭の中に、遅れて言葉が届いた。

　……え？　なにを……。

　当の相手から問い詰められたこともそうだが、いったいどうしてそんな話になるのか。恭司自身にはもちろんのこと、誰にも恭司を好きだなどと明かしていない。

　恭司はそのまま玄関から出てきそうな勢いだったので、とにかくその肩を摑んで室内へと押し戻す。

「ちょっと落ち着け、な？　おまえ、けっこうアパートを騒がしてるから」

　ひとりで人体実験のようなことをして悶もだえたり、たびたび中溝が訪れたときにあられもない声で喘いだり、先日はそれに加えて夜明けまでベッドをギシギシ言わせていた。少なくとも隣室と階下には怪しまれていることだろう。

　アパートの廊下で、男同士の痴話喧げん嘩かみたいなやり取りをするのはまずい。恭司だって作家の端くれで、ネット全盛の昨今、噂はあっという間に広がるだろう。

　部屋に入って恭司を座らせ、いざじっくり話を聞こうとすると、その間に恭司は妙に萎しおれていた。中溝の前で正座をして、しょんぼりと肩を落としている。

「あ、いや、べつに怒ってるわけじゃなくて、急に変なこと言い出すから──」

　なにげなく座卓の上に目をやると、緑影社の封筒が置いてあった。差し入れらしき洋菓子の包みもある。

「あ……打ち合わせがあったのか？」

　緑影社では恭司の復帰が正式に決定していると、少し前にはるかから聞いていた。

　恭司はこくりと頷く。

「……プロットを送ったので、その件でさっき四方田さんが……」

　はるかの名前に、先週の出来事が脳裏に蘇よみがえる。あれきり顔を合わせてもいないが、仕事はこなしているようでほっとした──と同時にはっとする。

　まさか、さっきのあれは……。

　はるかが喋ったのだろうか。中溝に意中の相手がいることを知っているのは、考えてみればはるかだけだ。

　しかし、恭司との間でそんな話題が出るだろうかと、中溝は内心首を傾げる。ふたりにとって中溝は共通の知人ではあるが、あくまではるかと恭司は仕事の関わりであり、ふたりの間で中溝のプライベートを噂するようなことはしない、と思う。

　……けど、じゃあなんでこのタイミングで……？

　問い詰めたかったが、へたにつつくと中溝自身の気持ちを白状しなければならなくなりそうで、そ知らぬふりをした。

「……へえ。どうだった、感触は？」

「大筋でＯＫをもらえました。実は……すでに書き溜ためてはいたんです」

「え？　もう書いてたのか？」

　驚きはしたが、それを知って納得もした。スリット文庫の原稿が滞っているように見えるときでも、恭司は常にパソコンと向き合っている印象があったが、そちらも執筆していたからだったのだろう。

「……で、そっちも見せたんだろ？　感想もらえたか？」

「泣かれちゃって……」

「え……」

　そっと顔を上げた恭司は、思い出したように眉根を寄せていた。

「四方田さん、ちょうど失恋したところだって……告白したけど、相手には好きな人がいるから断られたって。恋愛小説だったんで、身につまされるところがあるって言ってました。俺、なんて言ったらいいかわからなくて……でも、四方田さんみたいないい人が失恋なんて、相手に見る目がなかったんですよって慰めて──」

　話を聞くにつれて、中溝は緊張と後悔に見舞われた。

　はるかに対する申しわけなさ。できる限り真摯に謝罪したつもりでいたが、やはりあれはうわべだけの気丈な態度だったのだ。しかも、思い出して涙ぐむような精神状態だなんて。

　その一方で、自分の状況がそこまで恭司に知られていたことに焦る。自分勝手で言いわけの余地もないが、やはり自分のことのほうが気になってしまう。はるかは恭司にどこまで打ち明けたのだろう。

「……そっ……それで？」

「俺の言葉なんか全然慰めにならなかったと思うんですけど、四方田さんは気丈に笑って、これからもいい同僚でいます、って……すぐにしまったって顔してましたけど、それで俺、気がついたんです」

　恭司はずいっと膝を進めた。反射的に中溝は身を反らす。

「四方田さんが告白した相手って、中溝さんじゃないんですか？」

「……いや、それは──」

　なんでこんなときだけ察しがいいんだよっ……。

「そうですよね？」

　逸らした視線の先に恭司の顔が迫って、中溝は逃げるのを諦めた。

「……そうだよ。だからなに？」

「なに、って……」

　恭司は言葉に詰まったが、キッと中溝を睨む。

「好きな人がいるって、本当ですか？」

　……そこをおまえが突っ込むのかよ。

　それが自分だなんて、まったく想像もしていないのだろう恭司のことが恨めしい。

　とにかくこの話は切り上げたい一心で、中溝は少し強めに言う。

「関係ないだろ、プライベートなんだから」

　ふいに恭司の顔から力が抜けて、ひどく傷ついたような表情になった。

「……関係なくなんかありません！」

「えっ……？」

　逆ギレ気味に言い返されて、なぜそうなるんだと驚く中溝の膝を、恭司は両手で摑んだ。

「な、なに言ってんだよ。だってそうだろ？」

「だって……だって中溝さんが離れちゃったら、俺……っ……どうしたら……」

　恭司の手を上から握りながら、ああ、そうか、と思い当たる。

　この、子どものようにかぶりを振っている男は、中溝が好きな相手に気を取られて、自分が放り出されるかもしれないと不安になっているのだ。もちろんそれは、仕事面で。中溝が相手でなければエロ方面の知識を吸収できないと思い込んでいる恭司にしてみれば、たしかにそれは一大事なのだろう。

　恭司にとって自分はとことん仕事相手なのだと、思い知らされてせつなくなる一方で、全面的にフォローすると決めた以上は、しっかり宥なだめて安心させてやらなくてはと握った手を揺らす。

「なにも心配することなんかないだろ。おまえがうちで書く限りは、ずっとそばで見てるって」

　恭司はちらりと目を上げたが、すぐに俯いてしまった。中溝の言葉はまったく効果がなかったようだ。そんなに信用できないのだろうか。

　こんなに動揺されるようでは、その中溝が好きな相手が自分だなんて知ったら、パニックを起こすかもしれない。

　うわー……絶対言えねえ……。

「……とにかく、おまえはなにも気にすることなんかないんだよ。これまでとなにも変わらないって約束する」

　そう言って恭司の肩を叩くと、それをぎゅっと摑まれた。

「だったら……好きな人なんて作らないで……」

「え──」

　恭司は顔を上げて、すがるように中溝を見つめる。つぶらな瞳がゆらゆらと揺れていた。

「他の人を好きにならないでください。俺……、俺だって……中溝さんが好きだから……」

　我知らず唸るような声が洩れて、それが恭司を怯えさせたらしく、半身分ほどの距離が開く。中溝はすかさず恭司の背中に手を回して、元よりも近く引き寄せた。

　……ああ、もう。どうしてこいつはそんなこと言うかな。

　本当は中溝の心を見透かしていて、とぼけて弄んでいるのではないかと思うくらい、ポイントを突いてくる。

　片想いの相手に好きだと言われて、冷静でいられる奴がいるだろうか。それが自分と同じ意味の「好き」でなくても、気持ちは舞い上がるし、黙って隠しているなんてできなくなる。

　どうにか抱きしめるのはこらえて、恭司の肩先に額を押し当てた。

「……俺もおまえが好きだよ」

「な、中溝さ──」

「けど」

　身じろごうとした恭司を、肩を摑んで引き離す。そうでもしなければ抱きしめて、そのまま押し倒してしまう。

　目を見開いた恭司に、中溝は苦笑した。

「けど、俺の好きは、おまえが全部欲しいってことだから……」

　こちらを凝視したまま、意味がわからないというようにゆっくりと目を瞬く恭司に、首を振ってみせる。

　こんなしぐさまで可愛く見えてしかたない。

「だから、あんまり煽る──なっ……？」

　ふいを突かれて体当たりされ、中溝はとっさに恭司を抱きとめたせいで、自分は後頭部をしたたか打ちつけた。

「あだっ！　な、なんだよっ」

　仰向けの中溝に伸のしかかった体勢の恭司に、拳で胸の辺りを連打される。

「ちょっ……！　やめろって！」

「中溝さんが悪いんです！」

「俺がなにを──だから言っただろ、煽るなって。もう知るか！　そうだよ、俺が好きなのはおまえだよ！」

　手加減なしに叩かれて痛かったし、人の気も知らずに煽ってくる恭司が可愛くもあり憎らしくもあり──我を忘れていた。

「勝手に完結しないでください！　俺の言ったことは全然聞いてないでしょ！」

「だからなに──」

「俺だって同じです！」

　──同じ……なにが……？　まさか……。

　ふと思い当たりはしたものの、そんな都合のいいことがあるだろうかと、にわかには信じられない。

　しかし見上げる恭司の頰が、中溝の視線を意識したように徐々に赤らんでいく。

「……おんなじだって……言ってるでしょ……」

　おもむろに恭司の顔が近づいてきた。中溝はただ茫ぼう然ぜんとそれを待ち受ける。

　心臓の音が身体中に響き渡っていた。恭司の吐息が鼻先を掠める。

「……っ、……」

　柔らかく押しつけられたのは、間違いなく唇だろう。目を閉じていたわけではないが、あまりに近づきすぎて焦点が合わなくなっていた。

　ぎこちない感触は小刻みな震えも伝えてきて、なんてキスだと思った。

　……そういや……こいつからって初めてだよ、な……？

　まさかこうして恭司のほうからキスをしてくるなんて、想像もしていなかった。

　それも……俺を好きだって……同じだって……。

　思いがけない告白、それも殴りながら、涙目で怒りながら。格好がつかないことこの上ないけれど、それでも恭司が可愛くて、愛おしくてしかたがなかったし──好きと言われて激しく心が昂たかぶっている。
















「……ふ、んんっ……」

　恭司の後頭部を摑んで深く唇を重ね合わせると、中溝の上で跳ねるようにもがく。それをもう一方の腕でしっかりと抱きしめ、その唇を存分に味わった。

　戸惑う歯列を割って口中に押し入り、舌を伸ばして頰の内側や顎裏を撫で回す。呻きも唾液もすべて吸い込んで、それでも全然足りなくて、喉奥に逃げていた舌に絡みつき、自分の口へ引き込んだ。

「んん──っ、んー、んう……っ……」

　途中から恭司があまりにも暴れて訝いぶかしんでいると、どうやら呼吸がうまくできないようだ。そのウブさが微笑ましくて、嬉しくもあり、力を緩めると、水中から顔を上げたときのように大きく息を吸う。

「……な……なん……」

「なにやってんだよ」

「そっ、それはこっちの台詞です！　なんでいきなり──」

「いきなりって、してきたのはそっちだろ」

「そ、そうですけど……」

　そこで恭司は押し黙った。呼吸困難が回復したせいか、一気に頰が染まる。いや、額まで赤くなっていた。

「キスも、俺としたのが初めてか？」

「……っ、まっ、まさか！」

　裏返った声に、中溝は笑いをこらえる。

「そうかそうか。くっつけるくらいは経験済みってことだな」

「なんですか！　経験があればいいってもんじゃないでしょ！」

「そりゃそうだ」

　食ってかかる恭司の両手首を摑んで、その甲に唇を押しつけた。

「むしろ俺としては、ほぼ新品でいてくれて嬉しい」

「ほっ──、……そういう言い方って──あ、そうだ。やっぱり初めてのほうがいいとか思うものですか？　よくわかんないけど」

「なんだよ。こんなときに、また情報収集か」

「だって、気になる──あっ、なに、ちょっと……」

　中溝は恭司の手の甲から指先へと滑らせた唇で、爪をゆっくりと舐めた。

「そういうのは個人の好みじゃないか？　まあ、独占欲が高じて過去にまで嫉妬ってのは、俺の場合はアリかな」

　順繰りに一本ずつ舌で包むようにしていると、恭司のビクつきが伝わってくる。

「……知らない……です……」

　消え入りそうな囁きに、指を咥えたまま目を上げると、恭司は手もとを陶然と見つめていた。

「……中溝さんしか……知らない……だって、他の人じゃできない……やなんだもん……だから──あ、つっ……」

　勢い余って嚙みついてしまった。それもしかたないだろう。こいつが、あまりにも可愛いことを言うものだから。

「だから……なんだ？」

　薄々想像がついたけれど、あえて恭司の口から聞きたかった。

　嚙んだところをちろちろと舐める中溝に、恭司は潤んだ目をとろりとさせる。つられたように、薄く開いた唇から舌を覗かせた。

　心臓がドカドカする。恭司にまで聞こえているのではないかと思うくらいだ。

「……だから、好きでいて……？　もっと好きになってください。俺……中溝さんが──」

　たまらずその身体を抱きしめ、上下を反転する。小振りな頭を抱え込んで、その首筋に顔を埋め、肌の匂いを思いきり吸い込む。

　可愛くて愛しくてどうにかなってしまう。そのままかぶりついてしまいたい。いや、それもそうだが、もっとしっかりと自分の気持ちを知ってほしい。

「言っただろうが！　おまえが好きなんだって。全部……、全部好きで、全部欲しいんだよっ」

「なか──あっ、あっ……」

　無意識に身体をぶつけるように擦りつけてしまい、恭司の開いた脚の間に嵌り込む。すでに自分が滾っていて、互いの服がなければそのまま結合しそうな勢いだった。

　恭司もまた股間を硬く張りつめさせていて、それを中溝が強く擦ったものだから、鳴き声のような声を上げる。

「あっ、やあっ……イ、イっちゃう……っ……」

「えっ!?」

　悩ましくも聞こえたその声に、しかし中溝ははっとして顔を上げた。

「ちょっ、待て！　いくらなんでも早すぎるって！」

「早いって言わないでっ！　だ、だって……中溝さんが好きだなんて言うから……っ……それにっ、あ、あんなキスするしっ……ゆ、指だって舐め──」

「わかった！　わかったから落ち着け！」

　中溝は素早く起き上がると、これ以上恭司を刺激しないように、肩を抱いてベッドへと誘導する。

「とりあえず脱げ！　今のうちに。じゃないと、脱がせてる最中にイかれそうだ」

　恭司はカットソーとカーディガンだったので、まとめて頭から引き抜く。これなら刺激も最小限で抑えられただろう。デニムのほうは慎重にボタンを外していると、恭司の手が中溝のスーツに伸びる。

「中溝さんも──」

「ああ、わかった！　脱ぐ！　脱ぐからおまえはじっとしてろ！」

　まったくこれが想いが通じ合った後の初セックスかと思いもするが、それでもドキドキ加減は変わらない。自分の脱衣に取りかかっても、恭司のなめらかな胸板がちらつくと、視線はそちらに引き寄せられてしまう。

　ああ、乳首まで勃たせやがって、この野郎！　今、吸ってやるからな！　あんあん喘げ！

　スラックスを下着ばかりか靴下まで一緒に脱ぎ落とすという離れ業をやってのけた中溝は、恭司に躍りかかった。

　温かな──火照って熱いくらいの肌に、ため息が出る。互いの鼓動が胸を叩き合っているのを感じながら、恭司の唇を奪った。

「ふ、うんんんっ……」

　腕の中の身体が跳ねる。中溝の重みを押し返すように腰が揺れ──揺れ……？

　口中にため息が吹きこまれるのを感じて、中溝はキスを解いた。下腹が濡れていくのをたしかに感じる。

「おまえっ……」

　中溝の下で恭司が荒い呼吸を繰り返していた。

「こんの早漏野郎！　我慢しろって言っただろうが！」

「だっ、だって……も、無理……っ……」

　喘ぐ胸の頂点で、紅く尖った乳首が上下している。

　のっけから彼氏を置いてきぼりって、どうなんだよ？　……いや、でもまあ、これで多少は落ち着くのか？

　もちろん中溝のほうは上り坂なので、この際恭司の状況にはかまわず、乳首に吸いついた。

「う、あんっ……」

　恭司が仰け反る。熟した小さな果実のように色づいて張りつめたそれを口中に含み、舌先を細かく震わせると、掠れ声が尾を引いた。くねる腰を片手で押さえつけ、偶然触れた達したばかりのそれを握り、精液をまぶすように扱き上げる。

「あっ、ああっ、やっ……まだ、まだなのに──」

「勝手なことばっかり言うな」

「ちがっ……出たばっかりなのに……あっ、また……」

「噓だろ!?」

　慌ててペニスから手を離す。それはまあ、中溝よりは若いのだからと考えても、さっきの今だ。いや、今の今だ。

「そんなに溜めてたのかよ」

　言いながら、そろりと指を奥へ伸ばす。捉えた後孔もまた、喘ぐような収縮を繰り返していて、濡れた指を容易たやすく吞み込んでいく。

　恭司は激しくかぶりを振った。

「……変、……なんです。昨日も、一昨日もその前も……何回も出したのに……」

「念のために訊くけど、ひとりで？」

「あっ、当たり前っ……あっ、ん……な、中溝さんのこと……考えてたら、と、止まらなくて──んあっ……」

　ずぶりと指を根元まで押し込んでしまい、さすがに酷かと枕もとにあったローションを垂らす。しかし前後に大差なく、恭司は気持ちよさそうに腰を揺らしている。

「そういや、なんだかスムーズだな……」

　吸いついてくる感触はあるが、柔らかい。なんと言うか、こなれているのだ。こちらを誘う感じに。恭司自身もここをそうされるのが当たり前のようで、もはやこの器官は自分たちにとって性器なのだなと思う。

「まさか、こっちまで弄ってたのか？」

　逸る気持ちを抑えるために、なにげなく口にしたひと言だったが、

「あっ……この前、すごくよかった……から……それに、前だけじゃ足りな……っん、……くて……」

　恭司の視線が、ふとカラーボックスのほうに向いた。つられて目をやると、そこには中溝が以前送りつけた段ボール箱がある。中身はエログッズで、過日、恭司を懊おう悩のうに陥れたローターだけでなく、ちゃんとコード付きのものやバイブレーターも──。

「……てめえ、この浮気者！」

「ひあっ……」

　中を蹂じゆう躙りんする指が激しくなる。むしろ恭司を悦ばせることにしかなっていないが、それはそれでオモチャなんかよりもいいと思わせられるならかまわない。

　中溝は恭司の両脚を、膝が胸につくほど押し上げた。当然のことながら尻が浮き上がって、すべて丸見えになる。

「やっ……やだ、中溝さんっ……は、恥ずかし……っ……」

「うるせえよ。このくらいで恥ずかしがる奴が、自分でオモチャなんか突っ込むか。ほら見ろ。きゅうきゅう食いつきやがって」

　中溝の指を二本吞み込んだ後孔は、呼吸するように蠢うごめいている。何度か目にした場所ではあるが、こんな間近で見るのは初めてで、中溝もまた興奮した。

　しかし、それ以上に恭司の反応がいい。多少罵倒されたり手荒に扱われたりするほうが、どうも感じるようだ。

　中溝は自他ともに認めるＳ気質だし、そのあたりも惹かれ合った要因なのだろうか。

「あっ、あっ……そこっ、いい……っ……」

「ふうん。自分のいいところも、オモチャで研究したわけだ」

　恭司が訴える箇所を指先で引っ搔くように擦ると、腰を揺らして悶える。指の隙間から溢れ出してくる粘液がエロい。ついでに二度目の勃起を迎えているものは、滴の糸を引きながら震えている。

「ちがっ……あっ、んんっ、……オモチャじゃだめで……な、中溝さんみたいに……よく、ならな……っ……」

「……へえ……」

　充分よがっているように見えるが、中溝とならもっといいということか。恭司にそんなお世辞が使えるとは思えないし、ましてやこの状況だ。

「……んっ……ね、ねえ……っ、して……」

「……なにを？」

　今にも指なんて引き抜いて、己のものを捻ねじ込みたい気持ちでいっぱいだが、ここはお約束なので訊いてみる。

「いっ、入れてっ……これ、これっ……」

「うっ……」

　ギンギンに滾っているものを恭司の手で握られ、中溝は呻いた。しかし恭司は手を離さないどころか、自分のほうへ引き寄せようとする。

「ちょっ、引っ張るなって！」

「入れたい……んっ、ねえ、どうすればいいですか……？　しゃぶる？　舐めればいい？」

　うわごとのように言いながら、上体を中溝の腰へと近づける。舌を伸ばすがとても届かないのを見て、中溝は恭司の頭を跨いだ。

「おまえがしゃぶりたいんだろ」

　見下すように言ってやると、恭司は夢中で頰張る。

　うわ、こいつマジでドＭかも……。

　しかし楽しいと思ってしまうあたり、中溝もどうしようもない。

　恭司の口中は熱く柔らかく、ときおり歯が当たって我に返りはするが、それも未熟な感じでいい。仕込み甲斐があるというものだ。

　中溝は恭司がむせない程度に腰を使いながら、後孔から指を抜いた。下から不満の呻きが上がる。

「お返し。だけど、おまえチンコ舐めたらまたすぐイっちまうだろ。だから、こっちな──」

　恭司の両脚を解放し、いわゆるシックスナインの形で、淫らな花のように綻んだそこに舌を伸ばす。

「んっ、んうう……っ……」

　ひと声啼いた恭司が、激しく中溝に吸いついてきた。甘美な感触を愉しみながら、舌でも蕩けた肉を味わう。粘膜に潜り込むと、押し返すように締めつけてきて、もっと奥を探りたくなる。

　欲しいとか抱きたいとかめちゃくちゃにしたいとか、利己的な思いで溢れ返る一方、恭司を感じさせたくて、悦ばせたくてたまらなくなった。

　一瞬でも今の感触を途切れさせるのが惜しく、中溝は勢いをつけるように離れ、素早く体勢を立て直してゴムを装着する。

　組み敷いた恭司が息を整える間も待たずに、その熱く蕩けた場所に押し入った。

「ん、あ、ああっ……」

「おっと、イくなよ」

　波打つような肉筒に締めつけられて息を詰めながらも、恭司のペニスを封じることは忘れなかった。

　包み込まれる感触を味わって、互いの鼓動が響き合うのを感じながら息をつく。恭司は感嘆するように喘いで、中溝を見上げた。

「……中溝さんだ……」

「これが欲しかったんだろ」

　中溝が含み笑うと、恭司は目元を染めて軽く睨んできた。しかしそれは恥じらうようでもあり、どこか淫猥にも見える。

「……全部です。中溝さん全部……欲しかった……」

　ああ、もう。ほんとに……こういうのを首ったけって言うんだろうな。

　ゆっくり動き出しながら、中溝は恭司の耳元で囁いた。

「くれてやるよ……だからおまえも全部寄こせ」

























　俯せで狭いベッドに横たわった中溝は、煙草に火をつけた。

　くれてやったって言うか、搾り取られたって言うか……。

　中溝に精根を使い果たさせた男は、いそいそとベッドを下りて灰皿代わりの小皿を運んでくると、横に飛び乗った。

「……元気いいな。あんなにイったのに」

　煙と一緒につぶやくと、恭司は頰を赤らめた。

「さ、三回だけでしょ。中溝さんだって同じくらい──」

「三回は射精した数だろ。イったのはそれ以上だ」

「なっ……」

　目を見開いて口をパクパクさせるしぐさが可愛い。つい苛いじめたくなって、中溝はにやりとする。

「この前もそうだったよな。もう出すもんないのに、尻で感じてイきまくり。ドライオーガズムなんて、潮吹き同様に妄想の産物かと思ってたけど、あるもんなんだな」

「ドライ!?　あれが!?」

　はっとした恭司は、どういうわけか己の下肢をしげしげと見つめてから、中溝に摑みかかった。

「ちょ、危ねえっ！　煙草！」

「ドライってあれですよねっ？　女性の絶頂に限りなく近いって言われてる──」

「知るか！　俺は女じゃねえし、ドライの経験もないから」

　しかし、かなり気持ちよさそうだったことはたしかだ。おまけに恭司の中がありえないくらい蠢くものだから、中溝のほうもやめどきがわからなくなって夢中になってしまった。

「そっかあ……これは執筆に活いかせますよね」

　ひとりで手ごたえを感じているらしい恭司に、中溝は煙草を消してからその頭を小突いた。

「この状況で仕事モードかよ」

「だって、少しでもヒントは欲しいじゃないですか。俺が女だったら、そんな必要もないし……中溝さんだって──」

　恭司は中溝の肩先に頭を擦りつけてきた。さらさらの髪の感触が、ちょっとくすぐったくて心地いい。

　中溝は誘われるように恭司の頭を抱き寄せる。

「まさか俺が、おまえが女だったらよかったと思ってるなんて考えてんのか？　俺にとっては、これ以上ないけどな。身体も、それ以外も、全部」

　一瞬驚いた顔をした恭司が、ふわりと笑う。

「……俺も」

　狭いベッドで毛布にくるまりながら、中溝は恭司の頰を両手で挟んだ。つぶらな瞳が見返してくる。

「ほんとかよ？　正直、まだ戸惑ってんだけど」

「えっ、なにを？」

「だって……おまえにそういう意味で好かれてるなんて、言われるまで全然思ってなかったぞ。エロいことを体得するために必要なツールだとばっかり……よくて最後のたのみの綱的な存在だと思ってた。うちで書けなくなったら後がないから──いや、今はあるけど、一時は崖っぷちだったろ。だから編集の俺には逆らえない、みたいな」

「ちょっと、ひどくないですか？　それ」

　中溝の手のひらの下で、恭司の頰が膨れる。

「でも……まあたしかに最初は、編集さんとして頼りにしてるってのがいちばんだったかも」

「そら見ろ」

「聞いてください。最初からダメ出しすごかったじゃないですか。俺、あんなにはっきり言われたの初めてで……怖かった。でも、言われたことを後から考えると、わかりやすいなって。あ、他の編集さんもすごく協力してくれたのは、もちろんわかってます。ただ、中溝さんの言葉はすとんと頭に入ってきて……なんだろう？　これ。馬が合うって言うのかなあ。それに、自分の身体使ってくれたでしょ。あれは本当に感謝したし、そこまでしてくれるのかって嬉しかったんです。さすがに俺だって、そういうのはまずないってのはわかってますから」

「う……いや、まあ……な」

　役得だなんて思っていたことは、黙っていたほうがいいようだ。その後、反省したり迷ったりしたのだから、帳消しにしてもらおう。

「中溝さんと、その……いろいろして、噓みたいに原稿が書けるようになって、やった！　って思いました。こうやって経験させてもらえば、官能小説も書けるようになる、って。でも、そのうち──」

　恭司の手が、そっと中溝の手に重なった。

「エッチなことだけじゃなくて、もっといろいろ、全部中溝さんと体験していきたいって思うようになったんです。他の人と飲みに行ったとか、ごはん食べたとか聞くと羨ましかったし、誘ったらＯＫしてくれるのかなとか、どうやって誘えばいいんだろうとか、気がつくと中溝さんのこと考えてました」

　恭司の手の感触と、語られる言葉と、じっと見つめてくる瞳に、中溝は釘づけになる。

　自分が恭司のことを考えて過ごしていたように、恭司もまた中溝を想う日々を過ごしていたのか。

「でも俺男だし、中溝さんは仕事だから相手をしてくれてるだけだと思ってたから、どうにもならない、諦めなきゃって自分に言い聞かせてたんですけど……好きな人がいるって聞いて、やっぱりだめだ、好きなのに、って──」

　中溝は胸に溢れてくる想いを持て余し、恭司を抱きしめた。汗の染みた髪の匂いまで、愛しくてしかたがない。

「わかった。……ごめん、変なこと言って。いや、嬉しい」

「……好きです。中溝さんが好き……」

　吹きかかる吐息と言葉が、いっそう胸を熱くする。

「ああ……俺もおまえが好きだ」










「中溝──」

「あ、はい」

　デスク越しに呼ばれて顔を上げた中溝に、森岡は胡散臭そうに片眉を上げてみせた。

「……なんか最近、かつてなく機嫌がいいよね。ていうか、にやけすぎ」

「え、そうですか？」

　中溝は拳で頰を押さえる。

「彼女でもできたのかって訊きたいとこだけど、そんな暇はなさそうだしな」

「はは、残念ながらそのとおりです」

　とぼけて笑ってみせたが、ずばり幸せの絶頂だ。

　改めて考えてみれば、最高の組み合わせだと思う。作家とその担当編集者──仕事もプライベートも共有できる。

　恭司が中溝の全部が欲しいと告白してきたけれど、それが実現しているようなものだ。

　もちろん仕事では互いだけを相手にしているわけではないから、中溝は他の作家にも真摯に情熱を持って向き合っているつもりだし、編集業務にも勤いそしんでいる。

　恭司もスリット文庫と並行して、緑影社の執筆を頑張っていた。頑張りすぎてプライベートタイムが侵食されることもあったが、今が頑張りどころなのは編集者としてよくわかっていたから、中溝は食事や身の回りの世話をして、恋人として務めた。

　なによりあれからの恭司がひと皮剝けたように、あるいは長いトンネルを抜けたように晴れ晴れとして執筆に集中するものだから、中溝としても応援せずにはいられなかったのだ。

　その結果──。

「ああ、そうか。楠木先生ね」

「はいい？」

　ぎくりとして思わず腰を上げると、森岡が書類を掲げてみせた。

「新刊の売り上げ出てるわよ。一週目より上がってるじゃない、『バイアス熱』」

　先ごろ緑影社から刊行された、恭司の小説のタイトルだ。

　中溝は胸を撫で下ろしながらも、今度は抑えきれない笑みを浮かべて頷く。

「はい」

「あたしも買って読み始めたけど、意外だねー。がっつり恋愛小説じゃない。それも、悪くないリアルさだわ」

　発表の場も決まらないまま書き溜めていた原稿は、担当編集のはるかと打ち合わせを重ねながら、真っ向勝負の恋愛小説になった。

　中溝は完成稿をひと足先にこっそり読んでいたが、身につまされたり共感したりする箇所が誰にでもひとつふたつはありそうな、エゴときれいごとの葛藤加減がバランスのいい話だった。

　ついでに言えば、なんとなく似たようなエピソードを体験していて、よけいな汗をかいたりもした。設定がまるで違うので、誰にも自分たちのことだとは気づかれはしないだろうが。

「この分だと、うちの本もまた重版かな。あれも二作目にしては、かなりレベルアップしてたね」

　緑影社のハードカバーに先駆けて、スリット文庫から出た第二弾も、かなり好調だ。一作目は女性に受けたようだが、こちらはエロ度が増していて、男性の購読客も多いようだ。今後、相乗効果も期待できるだろう。

「次はＳＭネタだって？」

「ええ。この前、ＳＭクラブに取材に行って──」

「中溝さん、ケータイに着信」

「おう」

　隣席の後輩に呼ばれ、中溝はデスクの上で震える携帯を取り上げた。ディスプレイに表示されているのは、噂の主の名前だ。

「はい、中溝──」

『なっ、中溝さんっ……』

　切羽詰まった恭司の声が響く。隣に聞こえないように、中溝は席を立って壁際に寄った。

「あ、お世話になってまーす。どうかしましたか？」

『た、助けてください！　鍵が……』

「鍵……？　アパートの？」

　そういえば以前、こんなふうにパニックを起こした恭司から電話がかかってきたことがあったなと思い出しながら訊き返した中溝は、

『手錠の鍵です！』

　と返されて絶句した。

　なぜ手錠？　逮捕でもされたのか？　いや、ばかな。

『通販で買ったのが届いて、試しに着けてみたら、鍵が折れちゃって……どうしよう。助けてっ……』

　脱力してため息をつく。そうか、ＳＭ繫がりか。

「鍵が折れるくらいなら、本体もなんかでぶっ叩けば壊れんじゃねえの？」

『両手塞がってるんですってば！　どうやって！』

「あー……今すぐは無理。一、二時間待って──」

『そんなあ……』

　恭司の声が悲哀を帯びる。

『玄関の鍵開けたままなんです……誰か来たら……』

「ばかだな。手錠かかってたって、ドアの鍵はかけられんだろ」

『手首とベッドの脚が繫がってるんです……』

「…………」

　……なんでいきなりそう来る？　試しにっつったら、ふつうは自分の手首だけだろ。監禁の妄想でもしてたのかよ。

『……それに今、裸で……』

「はっ……」

　中溝は絶句した。

　相変わらず研究熱心というか、いや、最近は好奇心旺盛というか、官能小説は趣味と実益を兼ねているんじゃないかと思うくらいだ。

　それはともかくとして、玄関が開いていて裸というのはまずい。自主的な行動の結果だとしても。

　中溝は電話を切ると、上着とカバンを手にした。

「打ち合わせ行ってきます！」
















「ったく……なにをやらかすか目が離せねえな、おまえは」

　中なか溝みぞはペンチと手錠の残骸を放り出して、煙草たばこに火をつけた。ため息とともに吐き出した煙が、宙で渦を巻く。

　手錠の鍵が壊れて外れないというＳＯＳを受けてアパートに駆けつけてみると、全裸の恭きよう司じが手錠でベッドの脚に繫つながれているという状況だった。いや、繫がれているというか繫がっているというか。自発的な行動の結果なので、受け身で表すのは適切ではない気がする。

　そんなことをしでかした理由は、目下執筆中のスリット文庫のＳＭネタのせいだ。実体験がないと書けない、納得がいかないという厄介な性分のため、今回はＳＭグッズを買い込んで、自分で試していたのだろう。

　それは電話があった時点で想像がついていたし、手錠が外れず全裸、しかも玄関の鍵が開いているという状況についても聞き及んでいたが、実際玄関ドアを開けて光景を目にするとぎょっとするものがあった。

　服は手前のキッチンとの境目辺りにまとめて脱ぎ落とされていて、ベッドのそばに座り込んでいる恭司には、どうやっても届かないと思われた。まあ届いたところで、手錠がじゃまで袖を通せない。

　肝心の手錠は両手首を拘束する以外にもうひとつ輪があって、それがベッドの脚にはめられていた。それもただ通しただけなら持ち上げて引き抜くことはできたのに、ご丁寧にパイプベッドの脚と座面部分を補強する斜めの棒につけたものだから、開ける以外に解放されない状態だった。

　うわ、マジで監禁されてる……──そう思ってしまったのもしかたがない。

　情けない顔で名を呼ばれ、我に返った中溝は部屋に上がり込んで、手錠を外そうと試みた。念のためにと途中で購入したペンチで、力任せに本体を破壊して、ようやく恭司を自由にするまでに、かれこれ三十分近くかかっただろうか。

　赤くなった手首を擦さすっていた恭司は、中溝専用の灰皿をテーブルに置く。ミニクーパーの形をしていて、ボディがかぱっと開くようになっている。

「いや、それよりパンツくらい穿はけよ」

「へ？　うわっ、はい！」

　手錠から解放された安あん堵どで全裸なのを忘れていたらしく、あたふたと服を身に着け始めた。

「それで？　どうせ実体験してみなきゃって思ってこうなったんだろうが、手ごたえはあったのかよ？」

「いやあ、それが……」

　グレーのスウェットの上下という色気のない部屋着姿になった恭司は、首を傾かしげて座り直した。

「なんかよくわかんないです。不自由なだけっていうか、腕は痛くなるし……痛いのはＳＭだからアリなんでしょうけど、手錠で痛いって違うだろうし。なにかされるっていう期待でドキドキっていうより、誰かに見つかったらってことのほうが気になって。これじゃだめだと思って外そうとしたら、鍵が折れて……そこからはもうパニクってました。すみません、お仕事中にこんなことで電話して来てもらって」

　しょんぼりと肩を落として謝られると、まあしかたないかなと思ってしまう。

「ま、仕事のためにやったことではあるわけだし、しゃあないだろ」

　そう言って煙草を消す中溝の傍らで、恭司は段ボール箱を開けた。

「はい、今度は迷惑にならないもので試してみます」

　横から覗のぞき込むと、大小ごちゃごちゃと用途も定かでない怪しげなアイテムが詰め込まれていた。ホームセンターではまず目にしないような真紅のロープとか、ミイラの手のような形のろうそくとか。ＳＭというとすぐ連想する、先端が房状の鞭むちやボールギャグもある。

「って、おまえ、こんなに買い込んだのかよ。うわ、ＳＭグッズってやっぱ革が多いんだな。なんか迫力──なんだ、これ？」

「俺もまだちゃんと見てなくて……エキスパートセットっていうのを買ってみたんですけど。あ、それはたしか前につけるやつじゃないですか？」

「前……？」

　中溝はケースに入ったままのそれをつまみ上げて、しげしげと眺める。

　前……って……。

　箱にはサージカルステンレスと表記されている。医療用の材質ということだろうか。形状は直径三ミリくらいのステンレスが、指で作ったくらいの大きさの輪になっていて、さらにそこからＵ字型に細めの棒が伸びている。先端には一センチ弱の球がついていた。

　ぱっと見は、キーリングや知恵の輪のようだ。しかし、そんなものがアダルトグッズの中に紛れ込んでいるわけもなく──。

「……Ｕプラグ……？」

　中溝は「天使の戯れ」という意味不明な商品名の横に添えられていた文字を呟つぶやいて、恭司を見た。

「……まさか──」

　その中に納まるものの想像がついて、中溝の口端が引きつれる。

　Urethra尿道のＵかよ！

「うわー……」

　それを聞いて、中溝は思わず前まえ屈かがみになって股間をガードした。

　仕事柄そういったものにも詳しいつもりだったが、個人的には道具を使ったＳＭプレイに興味がないので、忘れるのも早い。アナルやヴァギナの拡張はＳＭネタだとままあることなので、グッズもなんとなく頭に入っていたが、時代は尿道まで来ていたか。

　それに……どう見ても男用だよな。輪っかにチンコ通して固定すんだろ？

　基本的に男女ものの官能小説を扱う編集なので、Ｍはほとんどが女だ。男に対する責め具なんて、あまり知る必要がない。ちなみに男をＭに設定する場合は、プロット前に要相談となっている。

「痛い……想像しただけで痛い……」

　しかし弱っている中溝に比べて、恭司は平然と段ボール箱を搔かき回している。

「女性用ってないのかなー？　全部の孔あなを奪われるってエピソードを入れたいんですけど」

　なんか怖いこと言ってるしー！

「そんなに痛いんでしょうか？　男がＭの場合は、責めポイントとして欠かせないって聞きましたけど。ってことは、痛くもあるけど気持ちよくもあるってことなんじゃないですか？」

「知らねえよ！　経験ないから。でも、手術とかで導尿カテーテル使うと、抜くときに激痛だとか血が出たとか言うじゃねえか」

「それ、男性の話ですか？　女性？」

　妙なところで食いついてきた恭司に、中溝は返しに詰まった。ネットで目にしたり、噂うわさを耳にしたりしたくらいで、経験者から直接聞いたことはない。

「……と、とにかく──」

　中溝はＵプラグを段ボール箱に押し込みながら、新しい煙草に火をつけた。落ち着け、落ち着けと、自分に念じて。

　恭司が執筆に対して異常にのめり込むのは、今に始まったことではない。ＳＭにやけに詳しくなっているのも、勉強の成果だ。

「ＳＭもけっこうだけど、傷つけたり血が出たりってのはナシの方向で頼むぜ。嫌な話だけど、読者の中には小説と現実をごっちゃにして、真似してヤバいことになる奴もいなくはないからさ」

「あ、はい。そうですね。うん、その辺は」

「痛いのが感じるってよりは、こんなことされちゃってる恥ずかしいワタシ、ってのを前面に持ってったほうがいい」

「言葉責めとかですか？」

「う……そう、それもアリだな……」

　なるほど、と呟いて畳の目を数えていた恭司が、つっと顔を上げる。上目づかいの表情には、憶おぼえがあった。

「……中溝さん──」

　うわ、来たよ。

「待った！　俺、ＳＭはだめだから！　興味ないから！」

　先回りして手のひらを突き出したのだが、恭司はその手をがしっと摑つかむ。

「協力してくれるって言ったじゃないですかー！　言葉責めなんて、ひとりじゃできません！」

　ああ、墓穴……。

「そういうところこそ、想像力を働かせろってんだよ！」

「だって、縛るのだって、ひとりじゃ無理だし！　また自分で取れなくなったら、どうしたらいいんですか！」

　中溝の脳裏に、先刻のあられもない恭司の姿が蘇よみがえる。最中は外すのに夢中で気にも留めなかったが、再現してみると妙な色気を醸し出していた。さんざん自力でどうにかしようとして力尽きたのか、ぐったりとベッドに身を預けた格好で、弛し緩かんした背中や腕の線がなまめかしかった。

　中溝を振り返ると、救われたようにほっとしながらも、疲労の表情の中に恥じらいの色をにじませていて、思い出してもちょっとムラッとくる。

　……いや、待て待て。俺は決してこいつに亀甲縛りをかけたいとか、ろうそく垂らして鞭でシバきたいとか、思ってるわけじゃねえし。

　なんというか、そう、恭司の痴態に弱いのだ。ふだんは色気のイの字も持ち合わせていないような、ぱっとしないなりをしているくせに、反則的に敏感な身体からだでアンアン喘あえぎ、貪欲に感じようとしたりする。ギャップ萌もえというやつか。

　セックス自体も非常に馬が合うというか、具合がよく──。

「中溝さんしか頼れないし……中溝さんじゃなきゃ嫌だ」

　ああ、もう……殺し文句。

　無自覚なのだろうが、中溝のツボを確実に突いてくる。

　晴れて両想いの恋人同士兼仕事のパートナーとなった今は、こんなふうに誘われて断れるはずもない。そもそもそれが仕事のためであっても、中溝のほうから協力すると言い出したのは事実だ。

「……わかったよ。けど俺、実際に痛めつけるＳＭ系はほんとに興味ないし、縛ったりするのも形だけな。雰囲気が摑めりゃいいだろ」

　スーツの上着とネクタイを取って、ワイシャツの袖をまくった中溝は、段ボール箱の中身を畳の上に広げた。

　いくらしたんだ、エキスパートセット……。

　ディルドだけで三本もある。拡張を兼ねているのか、いちばん太いものは中溝の手首くらいあって、見るだけでぞっとした。

　パンツ一丁になった恭司が向かいに正座したので、中溝も居住まいを正して、互いに「よろしくお願いします」と頭を下げた。

「えっと、まあ……じゃ、縛ってみるか」

　といってもテクニック的に縄はお手上げなので、革製の拘束具で手首を背中側に固定する。同じタイプのものがもうひとつあって、それは足用と判断をつけ、同様に足首を繫いだ。

「フックがついてるけど、手と足を繫ぐってことだよな。いけるか？」

「どうかな……」

　自発的に足首を後ろに向けた恭司は、難なく自分でそれを摑んだ。

「身体柔らかいな。拘束の意味がない」

「ストレッチだけは欠かさないんで。走ったり泳いだりの運動は無理だから」

　思いきり反り返った体勢で横たわっている恭司だが、つらそうな様子はほとんどない。薄い身体がきれいに弓なりになって、まるで触ってくれと言わんばかりに、胸が突き出ている。

　だから中溝はそこに指を伸ばした。

「ひゃっ……な、なに……」

　柔らかな肉粒を指で挟んで捏こねると、驚きの声を上げたくせに、たちまち手応えが生じてくる。

「なにって、触るに決まってんだろ。見せびらかしといて、よく言う」

「や、あっ……そ、それ……はっ……」

　乳にゆう暈うんごとつまみ上げるたびに、拘束具のチェーンがちゃらちゃらと鳴った。力が入っているせいか、筋肉や腱けんが浮かび上がっては消える。

「嫌じゃないよな？　乳首弄いじられんの、好きだもんなあ。ほら、こっち。触ってないのにツンツンだぞ。自分で見てみろって」

　中溝は反対の胸を、下から持ち上げるようにぐっと押す。乳房があるわけではないので、ほとんど意味のない行為だったが、視線を落とした恭司の頰が明らかに紅潮した。

　おっ……？

　文章を書くことを生なり業わいにしているせいだろうか、やはり言葉でけっこう反応するタイプのようだ。

　まあ中溝のほうも、そういう内容の文章を嫌というほど読んでいるわけで、いわゆる言葉責めのストックは頭の中にある。

「さあて、どうしようかな……こっちも触ってやろうか？　それとも舐なめてやろうか？」

　自分比五割増し程度でねちっこく囁ささやき、ついでに顔を近づけて息を吹きかけてやると、恭司は小さく喘いで、平らな腹部を波打たせた。

　そもそもプレイなんてものは冷静になったら負けだと、中溝は思っている。素面しらふでは口が裂けても言えないようなセリフも、羞恥心をかなぐり捨てて発する。

　当然相手にも、同様のノリで返してもらわなくては成立しないのだが、恭司はすでにプレイの世界に入っているようだ。

「あ……あ……な、舐め……て……」

　震え声に媚こびを含んでねだってくる。よし、と行きたいところだが、今回は通常運転ではないので、ぐっとこらえた。

「舐めるんじゃもの足りないだろ？　痛いのがいいんだよな？　いいものつけてやるよ」

　中溝はグッズの中からクリップを取り出し、まずは恭司の眼前に掲げる。Ｕプラグなんてものを知っていたくらいだから、それがなにかはすぐにわかったらしく、「あっ……」と声を上げた。

「そう、わかるよな？　これでおまえの元気がいい乳首を、ぎゅうぎゅうに締めつけてやる。きっと今よりもっと真っ赤になるだろうな。押しつぶされて、みっともない形の乳首になっちゃうかも」

「……いやあ……」

　なんて声が返ってきたが、恭司の目は潤んでとろんとしている。こういう場合の想像力はけっこう働くようだ。対恭司戦略としては、言葉責めが効果大らしい。

　が、実際装着するとなると、口で言うようにうまくはいかない。洗濯バサミのようにただ嚙かませるだけのタイプならともかく、エキスパートセットの代物なので、小さな二枚の板をネジで締めていく方式だ。それで小指の先ほどもない男の乳首を挟もうというのだから、ひと苦労である。

　手際よく行こうぜ。慎重かつ大胆に。手間取ってるとこなんか見せたら、興ざめだからな。

　内心緊張しながらも手慣れたふうを装って、恭司の乳首を無造作に周囲の色づいた部分ごとつまみ上げ、しっかりとステンレスの板で挟む。間から逃げないように気を抜かずに、ネジを回していった。

「……あ、あっ……俺の……ち、くび……」

　思わず「痛いか？」と訊ききそうになるが、そんなことを尋ねるＳはいないので、黙々とネジを調整する。しかし本気で痛がらせるつもりは毛頭なく、けがをさせるのも論外なので、非常に気を使う。

　ＳＭのＳは実際のところサービスや、召し使いを意味するサーバントの頭文字だとよく言われるが、まったくそのとおりかもしれないと、身をもって知る。全体の流れから相手の状態まで、すべてを把握して事を進めていくなんて、並み大抵の役目ではない。

　とにかくどうにか左右の乳首にクリップを装着したときには、ひと仕事終えた達成感でため息をつきそうになった。しかし徒労しているＳなんていただけないので、精いっぱい余裕の顔を作って、恭司を見下ろす。

「なかなか似合うじゃないか。嬉うれしいだろ？」

「……は、い……嬉しい……です……」

　息を荒げて途切れ途切れに答える恭司が、ついと中溝に流し目をくれた。

　うっ……。

　常々感じていることなのだが、エロモードに切り替わった恭司というのは、同一人物なのかと疑いたくなるくらいに色気が増す。いや、基本モードでは色気など存在しないので、増すというよりも爆誕だ。爆発的誕生だ、中溝的に。どういうわけか恭司の色気が、中溝のツボにどんぴしゃりなのだ。

　気づけば恭司の呼吸に交じって、中溝の鼻息が部屋の中に満ちていた。

「……な、中溝……さん……？」

　囁き声に我に返り、役目を思い出す。

　いかん、いかん、俺はＳ俺はＳ……サービスのＳ、サーバントのＳ、使命のＳ……。

　そう念じながら視線を巡らせると、ボクサーショーツに覆われた恭司の股間がくっきりと盛り上がっていた。なにしろ拘束されて、胸から膝にかけて反り返っている状態なので、隠しようもない。

「……なんだよ」

　中溝はムラッときて、役柄関係なしに唇を舐めた。

「乳首を苛いじめられたくらいで、もうこんなかよ？　あーあ、シミまでつけて」

　淡いグレーの下着が、勃起したペニスの先端辺りで、濡ぬれて色を濃くしている。中溝はそこを指でぐりぐりと押した。

「あああっ、あっ……」

　声を上げた恭司が大きく身を揺らしたので、その弾はずみで片方のクリップが外れてしまい、中溝ははっとした。雰囲気だけであまり痛くないようにと加減したのが、裏目に出たようだ。

　しかし恭司の反応は、中溝の予想外だった。

「あっ……ごめんなさい！　せっかくつけてもらったのに。許してください！」

　いや、許すもなにも……。

　すっかりＳＭ関係にはめ込まれている。恭司的には、今の中溝はご主人さまで、ご主人さまにつけてもらったものを、Ｍの分際で勝手に取ってしまったというところだろうか。

　そうなると、中溝が取るべき行動も決まってくる。粗相をしたＭに、「いいよいいよ。俺のつけ方が甘かった」なんて、決してご主人さまは言わないはずだ。

「まったくどうしようもないな、おまえは。どうせ悦よろこびすぎて乳首まで膨らませて、クリップを弾はじいたんだろ。いやらしい奴だ」

「……ああ……ごめんなさい……」

　恭司は、はあはあしながら身み悶もだえている。

「まだなにもしてやってないのに、こっちもギンギンだしな。見せてみろよ。どんだけ勃起させて、淫汁まで出してんだ？」

　中溝はボクサーショーツに手をかけ、一気に膝まで引き下ろした。拘束の体勢上、膝が開いていて苦労したが、力を込めてショーツを引っ張り、足首まで下げることに成功する。

　ぷるんと飛び出したペニスは、下腹に着くほど反り返って、ときどきぴくぴくと脈打っている。そのたびに、先端の孔から透明な滴を溢あふれさせていた。

「だらだらこぼしやがって。俺は見てるだけだぞ。それなのに、そんなに感じてんのかよ？」

「す、すみません……いやらしくて……ああ……」

　ああ、まったくだよ。なんだってこんなに色っぽいかね。

　できることならいつものようにキスをして、恭司の胸といわず尻といわず欲望の赴くままに撫なで回したいところだ。

　まあ、順序的に次は尻を攻める番かと思うので、中溝は恭司の身体を仰あお向むけにする。股を開いて腰を突き出した格好になり、奔放に昂たかぶっているものがいっそう目立った。玉もきゅっと上がっていて、ちょっと扱しごいたらすぐにイってしまいそうだ。

　中溝はノズル式ボトルのローションを手に取り、恭司の尻肉を開く。的をたしかめるように窄すぼまりを撫でると、恭司はせつなげな声を洩もらして腰を揺らした。

「あ、やっ──」

「──のはずないよな？　ここに俺の入れて、ちゃんとイけるもんな。ああ、ひとりでローター入れて遊んだこともあったよな」

「あれ、はっ……」

「原稿のため、だったか？　でもそれだけじゃなかったよなあ、絶対」

　恭司は顔を真っ赤にしてかぶりを振る。

　……うん、愉たのしいかもしれない。なんつーか俺、こいつが恥じらって悶もだえるのが好きなのかも。

　そんなことを考えながら後孔にノズルを差し入れ、中身を注入する。恭司は切れ切れの声を上げて太ふと腿ももを震わせ、ひっきりなしにペニスを揺らした。ノズルを食はんだ後孔がすごい力で締め上げるものだから、ともすればボトルが中溝の手を離れそうになる。

「あ……あ、あ……入って……くるぅ……」

　いっそう腰をせり上げた恭司のものから、次から次へと先走りが溢れてきた。

「尻から入れたのがそのまま出てきてるみたいだぞ」

「ち、違います……あっ、あっ……」

　ノズルを引き抜くと、恭司は身悶えるように横おう臥がした。火がついた身体を持て余して、しかし拘束されていては自分で慰めることもできず、しきりと膝を擦こすり合わせている。

「入れてやろうか」

「えっ……？」

　中溝を見上げた顔は淫欲と期待に彩られ、心なしか身体も尻を向けたように見えた。双丘の間からにじみ出たローションが、てらてらと光っている。

「入れてください、って言ってみな」

「い、入れてくださいっ！」

　即答かよ。

　思わず素に戻って吹き出しそうになったが、考えてみれば、そのくらい現状にのめり込んで、我慢ならないほど感じているとも言える。

「ああ、入れてやるよ。ただし、これな──」

　中溝は大小さまざまな大きさの白い球が連なった紐をつまみ上げた。アナルビーズというやつだ。

　恭司はぎょっと目を瞠みはりながらも、なんとも期待に満ちた表情でうっとりとそれを凝視する。なかなかＭ度が高い。いや、単に快感に弱いのか？

　ところでこれまでにふたりのセックスで、道具を用いたことはない。恭司がバイブやらローターやらを使っている現場に遭遇したときも、セックスに雪な崩だれ込んでからは互いの身体のみだった。

　まさか、これもひとりで使いました、なんてこたないよな？　今、新品を箱から出したんだし。

　中溝のほうは、完全に初めて手にするものだ。恭司以外の相手に使ったことも、もちろん自分が使ったこともない。なので、内心ちょっと緊張している。手際が悪かったらカッコ悪いし興ざめだし、なにより恭司の身体を傷つけたくない。

　明らかに待ちかまえている恭司に手を伸ばし、ひとつ目の球をつまんで近づけようとしたが、どうも体勢がよくない。足あし枷かせは外したほうがよさそうだ。

　しかしもちろんそんな理由を明かすのはＮＧだから、先に無言で足の拘束具を外す。怪け訝げんそうな恭司に、できるだけ余裕ありげな笑みを見せて、顎をしゃくった。

「入れてほしいとこを、こっちに向けてみな。自分で開いて」

　……決まった。

　恭司は感じ入ったようなため息を洩らし、肩と膝で身体を支えるようにして、高く掲げた尻を拘束されたままの両手で開く。

「……ここに……お願いします……」

　放射状に窄んだ孔は、左右から指で押し開かれているせいで歪ゆがみ、半ば捲めくれ上がった襞ひだの隙間からローションがとろりと溢れ出た。

　……エロい！　入れたい！

　が、非常に残念ながら相手は中溝ではないので、アナルビーズに思いの丈を詰め込んだつもりで、淫らに綻んだ後孔に球を押しつける。

「……あ、あ……ひ、広がっちゃ……」

　薄く伸びた縁が頰張るように球を吞のみ込み、ゆっくりと閉じた。かすかに蠢うごめくそこから、絞り出されるようにローションが流れてくる。中溝の喉がごくりと鳴った。

　閉じた襞の向こうに、先ほどの球が潜んでいるかと思うと、異様に興奮してくる。そこを中溝は知っているのだ。熱くて柔らかくて、でもきつくて。激しく突いてやるときゅうきゅう締めつけてきて、中溝の動きを阻むくせに、もっとしてほしいというようにうねって誘う。

　……くっそ！　入れてえな、ちくしょう！

　そんな憤りも交じって、中溝は次から次へと大小の球を後孔に押し込んでいく。

「いくらでも吞み込むんだな。欲張りの淫乱め」

　言葉責めも欠かさない。

「いやあっ、あっ、あっ！　で、出る……イっちゃう……っ……」

　よし、と思う一方、こんなオモチャで気持ちよくなっている恭司が腹立たしくもあり、指を咥くわえている自分が情けなくも惨めでもあり、なんで請け負っちゃったかな、と後悔もし──。

　ふと、例のものが視界の端に映った──Ｕプラグ。拡張用のアイテムだそうだが、先端の球は一センチもない。たしか男の尿道の直径はそのくらいではなかったか。そうだとすれば、無理に広げることにはならないだろう。

　中溝は半分以下の球数になったアナルビーズから手を離して、Ｕプラグを箱から取り出す。

　責めが中断してひと息ついていた恭司が、尻尾のようにぶら下がったアナルビーズを揺らして振り返った。

「……中溝さん……？」

　視線が中溝の顔から手に移り、それを認めてはっと口を開く。そんな恭司に笑みを返した。

「俺の許しもなく、イったりしないよな？」

「え……？　あの……」

　無意識にだろうか、這はって逃げようとする恭司の腰に手を回し、ぐっと引き寄せる。ギンギンに硬くなっているペニスを握って、背中から覆おおい被かぶさり、耳元で囁いた。

「自信がないなら、こいつをつけてやろう」

　小刻みに震える恭司の項うなじが、しっとりと汗ばんできた。

「塞いどけば、出るもんも出ない。いい考えだろ？」

　ぬめった液で滑る先端の孔を指で引っ搔いてやると、また新たな蜜が溢れる感触がした。脅おびえるどころか、興奮しているのだとわかって、中溝から最後の躊躇ためらいも消し飛ぶ。

「よし、上向け」

　恭司を仰向かせ、片手でペニスを支えて、Ｕプラグを近づける。

「動くなよ」

　深い呼吸に上下する腹部にわずかなブレを感じながらも、喘ぐようにヒクヒクする孔に、ステンレスの球を押しつけた。

「……あ……あ、あ……」

　こじ開けられた隙間に、つるりと球が消える。蜜にまみれているせいか、呆あつ気けないほどスムーズだった。勃起したペニスの先端に、奇妙な知恵の輪を生やしている恭司は、己の下腹を目を見開いて見つめていた。信じがたいものを見るようでもあり、ひどく感じ入ったような愉悦の表情にも見える。

　中溝はゆっくりと棒の部分を埋め込んでいった。

「……な、ん……か……あぅ……っ……へ、変……」

　目を眇すがめた恭司が、うわごとのように呟く。腰がカクカクしているのは、無意識のようだ。これは明らかに感じている。

「こんなことされても気持ちよくなっちゃうのかよ？　いやらしい奴やつ」

「あ、ああ……っ、ご、ごめんなさっ……お仕置きされてるのに……」

　お、お仕置き？

　むしろサービス満載、おもてなし全開だと思うのだが。そして恭司にとって嫌なことなど、なにひとつないように見えるのだが。お仕置きされているというシチュエーションに自分を置くことで、さらに昂っているらしい。

　いやまあ、悦んでもらってるならなによりだけど……。

「……ま、しょうがないよな。全部の孔を塞いでもらうのが、おまえの望みだったんだもんな」

　そう返して、マジでそうだったのかもしれないと中溝は思った。原稿にチョイスする性戯やシチュエーションは、それがいいと思っているから書くわけで、実際自分が体験したら、快感を得る可能性は高そうだ。

　事実、恭司は羞恥よりも悦びが上回った表情で喘いでいる。

　中溝はカーブした部分まで棒を差し込み、亀頭のくびれに合わせてリングの直径を調節する。

「さあ、できた」

　改めて見下ろすと、かなりすごいことになっていた。仰向けの恭司は手首を背後で繫がれているせいで腰を浮き上がらせ、膝を立てた大股開きの格好だ。片方の乳首はクリップで縊くびり出され、ステンレスの板の隙間から充血した粒が見えている。無事なほうも乳暈まで膨らんでいて、むしゃぶりつきたいくらいだ。

　依然として勃起したペニスに銀色の輪がはめられ、そこからカーブして延びる棒の先は先端の孔に消えている。今も隙間からは、じくじくと透明のしずくがにじんでいた。

　その下では、紐で繫がった大小の球がプラプラしている。紐の片端はひっきりなしに蠢く後孔に吞み込まれていて、ときどき口を開ける後孔から球の白色が覗いた。

　……うわー……。

　中溝は思わず股間に手をやる。サービスに気を取られていたが、恭司のあまりにもいい反応に、自分も興奮していた。ベルトを外してスラックスの前立てを開け、痛いほど勃起している竿さおを扱く。

「いつまで寝っころがってんだよ」

　その言葉に恭司はとろんとした目を開け、中溝の下肢を視界に捉えると、のろのろとした動きではあったが、引き寄せられるように這ってきた。尻尾のように揺れるアナルビーズが、滑稽でもあり卑ひ猥わいでもある。

　膝立ちの中溝は恭司の眼前に、己の股間と手にしたディルドを突き出した。比べられたくはないが、ディルドのほうがやや立派だ。

　しかし恭司は一度だけディルドに目をやったものの、あとはずっと中溝のものを見つめている。その細い顎を摑んで、親指で唇をなぞると、欲情に潤んだ瞳が中溝を見上げた。

「口も塞いでほしいだろ？」

「……あ……」

　それだけで妄想スイッチが入ってしまったかのように、半開きの口から舌が覗いて、震えるように動く。それを見た中溝のほうも、恭司の舌の感触を思い出して、怒張に熱がいっそう溜たまるのを感じた。

　フェラチオさせたことはまだ数えるほどしかないが、研究熱心というか、毎回目覚ましい上達を遂げている。すでにちょっとした風俗嬢程度のテクニックは習得しているのではないだろうか。

　技術もさることながら、恭司の口の中はとても柔らかい。舌も頰の内側もふわりとして、唾液をまぶして含まれると溶かされてしまいそうだ。それでいて男の肺活量で吸い上げられるので、なんとも刺激的だった。

　おまけに中溝を悦ばせるだけでなく、自分も感じているらしい。上顎の奥に性感帯があるようで、抜き差しを始めると、せつない啼なき声を洩らしながら身を震わせる。ときに、自分のものに手を伸ばしていることもあった。

「ご……ご奉仕させてくださいっ……」

　お仕置きの次はご奉仕かと、日常生活では縁のない言葉の連発に、しかしなぜか笑うよりもぞくぞくしてしまう。中溝もまた、この仮想設定にはまってしまったのかもしれない。

　だから、恭司が中溝のものをしゃぶりたがっているとわかっていながら、ディルドを唇に押しつけた。

「いいよ。好きなだけ咥えろ」

「んぐっ……」

　ぐっと押し込んでやると、一瞬白目を剝むいた恭司は、なんとすごい力でディルドに嚙みつき、中溝の手から奪って畳に叩たたきつけた。

　ひいい、痛ってえ……。

　中溝は我に返って脅える。自分の股間にあるものと同じ形状のものに与えられた無体は、他ひ人と事ごとではない。

　怯ひるんだ中溝に、恭司は一転して哀願の目を向けた。

「中溝さんがいい。中溝さんのをしゃぶらせてくださいっ……」

　いや、おまえ今、嚙みついたじゃん。俺のことも同じ目に遭わせないって、保証はあんのかよ……？

　そう言い返したかったが、必死に訴えてくる恭司に、いや、その口もとから覗く赤い舌の誘惑に負ける。これはアレか、毒は怖くてもフグは食いたい的なものだろうか。

　人間はとことん快楽に弱い生き物である。その証拠に、今しがたのディルドに対する狼ろう藉ぜきを目にしていながら、中溝のものはいきり立ったままだ。

「し、しょうがねえな……」

　手首を拘束された恭司には体勢的に苦しいだろうと立ち上がると、つられるように恭司も膝立ちになる。

「ほら、ご褒美だ」

　ご褒美って、と自分に突っ込みを入れながら、腹に着きそうに反り返ったペニスを摑んで、先端を恭司の鼻先に向けてやると、舌を伸ばして舐め上げてくる。

「……っ、……」

　ぬめぬめと柔らかな舌で撫で回され、蕩とろけるような快感が中溝を包む。裏筋を伝って袋のほうまで舐め回し、唾液で濡らした恭司は、おもむろにペニスを頰張った。

「んう……っ……ん、……ふ……」

　鼻から抜ける呻うめきが、甘えているようだ。どんな顔でしゃぶっているのかと前髪を搔き上げると、陶然とした目を上げる。輪郭は歪いびつになっているし鼻の孔は膨らんでいるし、お世辞にもきれいとは言えないのだが、必死に中溝を気持ちよくさせようとしているのは伝わってきて、それが可愛かわいい。愛いとしい。

　そして、めちゃくちゃ気持ちいい……。

　中溝が腰を使い出すと、恭司の呻きが高くなった。アナルビーズをぶら下げた尻が、揺れながら徐々に突き出されてきて、見ているほうが恥ずかしくなるほどくねり始める。

「んっ、……んんぅっ……ふっ……」

　最後に中溝のペニスを口から放して仰のけ反ぞった恭司は、激しく身を捩よじると同時に、体内の球を次々に吐き出した。ぽろんぽろんと飛び出してくる衝撃に、膝で立っていることもできなくなったのか後ろに倒れそうになったのを、中溝はすんでのところで肩を摑んで支えた。

　その間にすべて外れたアナルビーズは、ローションにまみれて畳の上に転がった。それを見下ろすうちに、なんでこんなもので、という気持ちが湧いてくる。

「……おい、恭司」

　腕の中の恭司は絶頂には辿たどりつけていないようだが、一歩手前の状態のようで、喘ぎながら身悶えていた。

「オモチャでイくつもりじゃないだろうな？　こんなにトロトロにしやがって」

　襞を乱してヒクつく後孔に指を入れて搔き回すと、ねっとりと柔らかな粘膜が締めつけてくる。

「あっ、ああっ……中溝さ……中溝さんがいいっ……お、お願いっ……早く、早く入れて……っ……ああ、変っ……なんか変……早くうっ……」

「言われなくても入れてやる。ていうか、入れさせろっ……」

　恭司の上体をベッドに預けさせて、背後から繫がった。先に指で知っていたにもかかわらず、火照った肉壁が襲うように包み込んでくる感触には、背筋が痺しびれる。すっかり出来上がっている内部に、中溝もたちまち官能を引き上げられていくが、そこまで準備したのが自分ではなくオモチャなのが、ちょっと悔しい。やはり一緒に高め合っていくのがいい。

　しかしその分、余裕があるのも事実で、ベッドと恭司の身体の間に手を差し入れ、ずっと締めつけられていた乳首を解放してやった。オモチャに苛められているさまも刺激的ではあったが、こうして自分の指で弄れるほうがいい。

　指に心地いい小さな硬い肉粒の感触を愉しみながら、熱くうねる肉筒を搔き回していると、恭司が切羽詰まったような声で中溝を呼んだ。

「……取って……前も取ってくださいっ……ん、あっ……このままじゃ……イ、けない……っ……」

「けっこう気に入ってたみたいじゃん。そんなとこ苛められたの、初めてなんだろ？　もう少し遊んでれば？」

　そう返しながら、すっと手を滑らせて、恭司のものを包む。先走りで陰毛までしっとりと濡れて、ペニスはぬるぬるだ。

「俺が弄ってやるより、いいんだろ？」

　亀頭を撫でてやると、恭司は喘ぎながらかぶりを振った。

「違うっ……中溝さんがいい、あっ……な、中溝さんが好き……っ……」

　心地よさが倍増して、我知らず突き上げが激しくなる。恭司を背中から抱きしめながら、耳元で囁いた。

「イかせて、って言ってみな」










　先にシャワーを浴びた中溝が浴室を出てくると、まだ全裸の恭司がＳＭグッズを段ボール箱に片づけていた。Ｕプラグを手にしたところで、動きが止まる。しげしげと眺めている恭司に、中溝は思わず声をかけた。

「まさか、またやりたいとか思ってんのか？」

「え？　いえ、中溝さんのほうがいいです」

「そのわりには未練ありげじゃねえか」

「道具としては悪くないと思うんですよねー。やっぱり女性用も資料として取り寄せて、書いてみようかな……」

　後半は独り言のようで、勉強熱心というか、切り替えが早いというか。

　悪くないってことは、気持ちよかったってことか？　ひとりで遊んだりしねえだろうな……？

　セックスのときには尿道への愛あい撫ぶも追加しようと、心にメモを取る。

「よし、終わった。シャワー浴びてきますね」

　頷うなずいた中溝だったが、段ボール箱がふたつになっているのに気づいて引き止める。

「ちょっと待て。なんで仕分けしたんだ？」

「あ、使ったのと使ってないのです」

「は？」

「そっちに入ってるのはまだ使用感がわからないんで、次によろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げて部屋を出ていく恭司を、中溝は呆気にとられて見送った。










あとがき




　こんにちは、浅あさ見み茉ま莉りと申します。

　まずはウェブに短編をということで、テーマをいただいて書いたのが冒頭の『言って、イって』でした。攻視点で俺様ふうでありながら、実際には受に振り回されるという構図が好きな私には、楽しく書かせていただいた作品でした。

「擬音」というテーマをこなすにあたり、手っ取り早く話題にできそうな編集者と作家というカップルにしてしまいましたが、予想外にいろいろと妄想が広がって、長編連載で続きをということになり、本編の『～官能作家育成中～』ではふたりがくっつくまでをじっくり書くことができました。

　中なか溝みぞは天然受の恭きよ司うじにさらに翻弄され、強気なのは本当に形だけのヘタレになってしまいました。ことに対はるかではいいとこなしです。しかしこのくらい情けないほうが、個人的には好きです。恭司のほうが芯は強そうなので、将来的には尻に敷かれてしまうのでしょうか。

　主役カップルにがっつりかかわってくる、いわゆる当て馬の役どころに、今回は女子を配してみました。登場シーンが多かったので思い入れも増え、救済の意味も含めていずれはるかを主役に話が作れたらと、密ひそかな野望を抱いています。

　文庫化にあたって書きおろした短編は、本編のラストから繫つながっています。しっかりくっついた後なので、エロシーン中心にお送りしてみました。倦けん怠たい期きなんて当分訪れそうにない感じです。

　ところで実体験がないと書けないという恭司ですが、いつかＢＬを書いたりするのでしょうか？

　イラストの今こん野のさとみ先生には、ヘタレ部分を軌道修正してくれそうなカッコいい中溝と、エロカワな恭司を描いていただきました。モチーフが散りばめられたポップでラブなカバーがすてきです。

　担当さんを始めとして制作に携わってくださったスタッフの方々にもお礼申し上げます。

　お読みくださった皆さんもありがとうございました！　感想などお聞かせいただけたら励みになります。

　それではまた、次の作品でお会いできますように。
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